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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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おやすみ、優しい子。

もう夜が来るから、その瞳を閉じなさい。

星のない夜は長く、十の万倍続く。

神様さえも惑う闇だから、お前は怯えて待ちなさい。

膝を抱え、息を潜めて、けして外を覗いてはいけない。

それでも、もし、暗いうちに目覚めたならば

お前は幻視するでしょう。

世の終わりと始まりを。

お前は暁を見るでしょう。









　──振ふり返ったら、魔ま物ものが来るよ。

　記き憶おくの中で誰だれかが囁ささやき、カナギ・サンスイは視線を上げた。

　今年一九になる青年の目の前には、幼いころから馴な染じんだ古い森が広がっている。

　生おい茂しげった緑が陽光を遮さえぎり、ここは昼でも薄うす暗ぐらい。今は黒々とした木々の間に灰色の霧きり雨さめが落ちていて、青年の姿を濃こいもやに包み込んでいた。

（そういえば、この辺りで遊んだことがあったな）

　不意にそんなことを思い出す。随ずい分ぶんと昔に、自分は友人たちとこの場所を駆かけ回ったことがあるはずだ。近くの狩かり小屋へ泊とまり、向こうに見える苔こけむした木のうろや、岩の陰かげに隠かくれ、互たがいを捜さがして名を呼び、『振り返ったら魔物が来る』と言って脅おどかしあった。

　魔物──世の果てからやってくるという、人間の天敵である異形──は、カナギの祖父の代にはすっかり、人里に姿を見せなくなっていた。

　だからこそカナギたちの母親は子供に向かい、『いい子にしていないと、魔物に食べられてしまうわよ』と、気楽に言った。それを聞いて育ったカナギたちもまた、笑って言い合ったのだ。森の奥から魔物が来るよ、と。

　しかしそんな日々は遠く、今カナギが森を歩いているのは遊びのためではない。

　初夏のぬるい雨が深しん紅くの上着を着た肩かたを湿しめらせ、彼の黒い髪かみを肌はだに張り付かせる。うっとうしかったが、指で払はらいのけようとはしなかった。そんな余力はなかった。

　分厚い苔に覆おおわれた地を踏ふむ足が、どこまでも沈しずんでいくような気がする。

　カナギは成人男子がまる一日かかる距きよ離りを、半日足らずで踏とう破はしていた。その前も、数日間ろくに眠ねむっていない。とうに体力の限界は超こえていた。こめかみの血管を流れる血の音がやけに近くに聞こえ、いくども膝ひざが崩くずれそうになる。それでも立ち止まることだけはできない。

　鳥も獣けものも息をひそめているかのような静せい寂じやくに満ちた森の向こうから、遠く追っ手の声がした。

「──……すな！　相手は……毒を受けてる、そう遠くまでは──」

「──カナギ・サンスイ！　聞こえるか？　あきらめろ！　まだ──を逃のがれる道はある」

　自分の名を呼んでいる声に振り返りはせず、唯ゆい一いつの荷である剣けんを握にぎり直す。

　ここは大陸北部を真横に貫つらぬく、スダーリ山脈のすそ野に広がる古い森だ。慣れないものが足を踏み入れれば、無事に抜ぬけるのは難しい。カナギひとりのために、追っ手はそう深入りはしないだろう。もしも追いつかれれば、斬きるだけだ。

　そんなことを迷いなく考えている自分はおかしいのかもしれない。カナギは思う。それでも別に構わなかった。おかしかろうとまともだろうと、自分はまだ生きて歩いている。巨きよ大だいな倒とう木ぼくの下をくぐり抜け、なおも歩くと足元が岩場に変化する。少年時代の記憶が確かならば、もうすぐあの場所へ着く。幼いころ、一日中遊んで、最後に登った場所に。

　やがて森は途と切ぎれ、カナギは見覚えのある崖がけの上に出た。

　木々の覆いがなくなり、雨あま粒つぶが直じかにカナギの肌を伝わる。ぬぐわずに、カナギは眼下に広がる光景を見つめた。山脈の麓ふもとに広がる緑、その中にたたずむ城じよう壁へき都市から、幾いく筋すじかの煙けむりがあがっているのが見える。街は燃えていた。──そしてそれが、カナギの故郷だった。

「──……ッ……！」

　物理的な痛みを胸に感じ、カナギは思わず目を閉じる。震ふるえる指で衣服の胸むな元もとをつかんだ。立ち止まった途と端たん、疲ひ労ろうだけではない理由で全身が悲鳴をあげ始めている。毒だ。身体からだの中に抱かかえ込んだ魔物の毒が、彼に焼け付く痛みを与あたえている。

　こんな身体で、どこへ行けるという。何ができるという。カナギは手にした剣を指で探さぐり、柄つかに結びつけた三日月型の金属片に触ふれた。歯を食いしばり、ゆっくりと目を開ける。

　疲労と苦痛でぎらついた灰色の瞳ひとみに、燃える街が映り込む。

　故郷の街は滅ほろびた。懐なつかしい人々は死に絶えた。けれど自分はまだ立っている。

　カナギは刻むよう、自身に言い聞かせる。記憶せよ、ねめつけよ、けして目を閉じるな。

　そしていつか、帰ってこよう。──何もなくなっていても、ここへ。

　ここが、ここだけが、自分の故郷だ。


◆



　この年、東方都市同盟の西部の都市、ミズネ・タカミネは、突とつ如じよ現れた魔物によって滅びた。

　魔物からひとを守ることを使命とする大国、神聖帝てい国こくルースは、古い盟約に従ってミズネ・タカミネに討とう伐ばつ軍を送り、魔物を焼き払った後、その毒を受けた人々ごと街を封ふう鎖さした。魔物は悪あく霊りようの住む世界からの使者とされ、その毒を受けた者は『呪のろわれ者』として死者と同じ扱あつかいを受けるのがこの世界の常だったのだ。

　封鎖された街から逃にげ出すことができた住人は、ひとりの青年だけであったという。








１　はた迷めい惑わくな客









「──かくして世界は再び朝を見る。見よ、東の地に昇のぼった日輪を！　かつての光を取り戻もどした日は天へと駆け昇り、『鳥の神』と、『世界の王』の誕生を高らかに告げた。黄金に煮にえたぎった場所で、世界の王は片腕に鳥の神を乗せ、もう片手に神の剣つるぎを持ってたたずむ。王はまず、地より湧わき出いでた醜みにくき死神の鎌かまを剣もて打ち払い、ひとから死を取り去った。次に王が鳥の神に願うと、地の果てには永遠の都が生まれた。これぞ『神の都』！　笑えみと陽光の絶えることない街。住まうのは残らず、まばゆく美しい不死者たちである」

　なめらかな声で詩人は歌い、楽器の弦げんを弾はじいた。

　永久凍とう土どにほど近い北部辺境の街、エータの冬は長く厳しい。

　一日の中でもっとも暖かいはずの昼下がりだというのに、空は白い雲に覆われているし、道に積もった雪は固く凍こおって解とける気配もない。

　それでも、詩人を取り囲んだ二〇人足らずの人々は、身じろぎもせず彼の歌に聴きき入っていた。頰ほおを赤く染めた少年も、ショールを頭から肩にかけてきつく巻き付けた女も、仕事道具を背負った大工らしき男も、石段の上に座った薄うす汚よごれた詩人から視線を外すことがない。

　かつては白かったであろう外がい套とうに身を包んだ旅の詩人は、これも薄汚れた革かわ手て袋ぶくろに覆われた指で弦を弾いた。

「天をふり仰あおいで神の光臨を知り、地に生きるものはすべて、神の都へ向かった。その列は長く、世界を三周半するほどであったという。世界の王は百日の間眠らずに彼らを祝福し、鳥の神は彼らの願いを叶かなえた。その後、神と王は七日眠り、今度は銀色の地に目覚めた。そしてもう眠ることなく、世界中の願いという願いを叶え続けたのだ。鳥の神は世界に幸福の種を蒔まき、育った木は千年を生きた！　ひとよ、冬の日がいかに長くとも、けして忘れることなかれ。すべての幸いは鳥の神と世界の王によるものであることを。そして、冬の後に来る春の日を」

　節のついた語りのような口調で歌い終え、詩人はわずかに頭を傾かたむける。深くかぶったフードで顔は見えないが、襟えり元もとからのぞき見える髪は雪のように白かった。

　彼の放った音が完全に消えると、集まった街の住人たちは残らず感かん極きわまったため息を漏もらす。

　自ら語れるほどに耳馴染んだ歌であろうに、かつてこの世界を滅めつ亡ぼうの危機にさらした大災害と、その直後を語るこの『世界のはじまりの歌』は、今も辺境の人々の心を深くとらえて離はなさないらしい。

　それは彼らが、詩に詠うたわれる神の伝説を、身近な『少し遠い現実』として認にん識しきしているからでもあった。いずこの国にも属さない辺境地域は、未いまだ神話の領域にある。

　実際、このエータの街を守護するのは山向こうに実在する『不死者』──鳥の神と世界の王から不死の命をもらったというもの──なのだ。

　他国の人間たちの中には鳥の神の実存を疑う者もいると言うが、不死者の存在を身近に感じている辺境都市の住人にとっては、それこそ信じがたい話だった。彼らは日々を鳥の神に感謝して過ごし、不死者に貢みつぎ物をし、神の歌を歌う放ほう浪ろうの詩人に金を払うことで信心を表す。

　それは大地に種を蒔まき、パンを得るのとまったく同じ、彼らの生活の一部だった。

　年ねん齢れいも性別もばらばらの聴ちよう衆しゆうは、皆みな晴れ晴れとした顔で詩人を見上げ、手の甲こうを額ひたいに当てる、古い礼をする。

「あなたに神の祝福を」

　詩人がふらりと手を上げて、男声にしては少し高い、歌うような声で応こたえる。それを合図に、人々は彼の前に置かれた椀わんの中へ、いくらかの硬こう貨かを放り込み始めた。

　寄き進しんがすむと、人々は寒さを思い出したように襟をかきよせて冬の街へと散っていく。詩人は丸みを帯びた胴どう体たいを持つ三本弦の楽器を袋ふくろへしまいかけ、ふと、通りの先を見やった。

　詩人は街の大通りに面した、食堂兼けん宿屋の軒のき先さきを借りていた。ここは小さな街だ。魔物除よけの名残なごりである城壁の中に抱え込まれているのは、せいぜいが二〇〇戸の屋根の尖とがった家々。石と木で造られた街は土気色で、素す直なおに美しいと言えるのはすべてに降り積もっている雪の白くらいだろう。大通りにしても舗ほ装そうはなく、馬車がどうにかすれ違ちがえる程度の幅はばだ。

　昼間のうちに用事をすませようとする人々でそこそこにぎわったその道を、旅人らしき男がひとり、こちらへと歩いてくるのが見える。

　詩人が眺ながめているのはおそらく、その男だった。

　旅人は毛皮の帽ぼう子しをかぶり、これも裏に毛皮を張った外套を着込んで荷を背負っている。

　凍った道を歩く足元に危なげはないが、それでも街の者とは歩き方が違った。象ぞう牙げ色の肌と無雑作にまとめた黒い髪かみからしても、北部の男ではない。歳としのころなら二十歳はたち前後だろう。精せい悍かんさののぞく顔立ちは、鋭するどすぎる灰色の瞳さえなければ見目よいと評してもいいかもしれない。

　彼は道行く人々の興味深げな視線をよそに、まっすぐ詩人の居る階段の下までやってきた。

　宿の軒先にさがった金のカエルの看板を確かく認にんする青年に、詩人は軽く声をかける。

「君、旅のひとですね」

「そうだけど。……何、物もの乞ごい？」

　直ちよく截せつ的に訊きいた青年には首を横にふってみせ、詩人は立ち上がる。

「いいえ、わたしは詩人ですが……ちょっと顔を見せてもらっても？」

「顔？　うわ！」

　青年がいいとも悪いとも答えないうちに、詩人はがっしと彼の顔を両手でとらえていた。

　黒髪の青年は結構な長身なのだが、詩人も立ち上がると同じくらいの背せ丈たけがある。

　フードの下からまじまじと見つめられ、青年は思い切り引きつった。

「なんなんだ突然！　そもそもお前、そんなフードかぶったまんまで見えるのか？」

「ちょっとしたコツがありまして。それにしても……見事な死相ですね……！」

「はあ!?」

　とんでもない言葉が聞こえ、青年は我が耳を疑って聞き返す。

　一方詩人は満足したらしく、青年の顔から手を離して口元で微笑ほほえんだ。

「ありがとうございました。こんなにきっぱりはっきりした死相を見たのは久しぶりです。本当に模も範はん的な逃のがれようもない死相、しかもそれで外を歩いているんだから驚おどろきますね。まるで歩く死体だ。……君、ひょっとしてもう死んでたりしませんか？──そう、二年くらい前に」

　青年はぽかんとして聞いていたが、最後の言葉に引っかかって目を細めた。

　いきなり詩人の襟首をつかんだかと思うと、乱暴に引き寄せる。

「黙だまって聞いてりゃ酷ひどい言いぐさだ。この辺の詩人は辻つじ占うらない師も兼業するのか？　それとも……何か知ってるのか」

　青年の声は落ち着いてはいたが、明らかに脅おどしの色を含ふくんでいた。

　それもそのはず、彼──カナギ・サンスイはちょうど二年前、死し刑けい宣告を受けている。

　カナギに死刑囚しゆうの烙らく印いんを押おしたのは、大陸北部のほとんどを統すべる大国、神聖帝国ルースだ。魔ま導どう師したちの作る組織、魔法教会の中でも最有力の光魔法教会と深い関かかわりを持ち、その勢力は揺ゆるぎない。いくらここが帝国領の外、鳥の神と不死者の支配する辺境地区とはいえ、帝国の息のかかった人間が皆かい無むとは言い切れなかった。

　思わせぶりな言い回しにカナギの反応が物ぶつ騒そうになるのも当然と言えば言えたが、対する詩人は穏おだやかな調子を崩くずさない。

「わたしは物乞いでも占い師でもありません、ただの詩人です。歌を歌い、見たものを口にするだけ。……君、つけられてますよ」

　至近距きよ離りでぼそりと落ちたつぶやきに、カナギは不意をつかれて瞬しばたたく。

　彼は詩人の衣ころもから手を放さず、辺りの気配を探さぐった。

　辺りを行くのは雪道に慣れた男女、使いに走り回る子供たち。そして──それに馴な染じまぬ気配がひとつ、ふたつ。

　カナギは表情をゆるめ、もう一度詩人に視線を落とす。

「……ありがとな」

　ほとんど唇くちびるを動かさずに言い、カナギは詩人を軽く突つき放した。

　そのまま足早に階段を上り、宿の扉とびらの中へ消える。

　カナギを見送った詩人は、扉が閉まる寸前、何かが扉の隙すき間まから飛んでくるのを見た。

　鈍にぶい昼の光を撥はね返し、詩人の椀の中に一枚の銅貨が落ちる。

　詩人は首をかしげ、もう閉じてしまった宿の扉に向かって片手を挙げた。

「──あなたに神の祝福を」


◆



「いらっしゃい！　あら」

　宿の中へ入ると、獣じゆう脂しと食物の匂においが入り混じって漂ただよってきた。

　宿の一階は酒場も兼かねた食堂になっているのだ。

　木造の建物は、寒さ対策にすべての窓を閉め切っている。奥の暖だん炉ろといくつかの明かりだけで照らされた室内は空気が悪く、薄暗かった。

　入ってきたカナギを認め、いささか薹とうの立った看板娘むすめが笑いかけてくる。

「旅のひとね。冷えたでしょ？　暖炉の前に来なさいよ」

「ああ、冷えた冷えた。慣れてないと辛つらいな。なんか、あったかい酒でもない？」

　女につられたようにくるりと笑え顔がおになり、カナギは帽子を取った。笑うと少年めいた面おも影かげがよぎり、彼の印象は大分柔やわらかになる。

　なんだ、怖こわそうだけど普ふ通つうのひとね。女はそう決めつけて、母親の表情になって目を細めた。

「待ってて。すぐ出したげる」

　帽子を受け取って暖炉のほうへ歩き出す女を横目で見送り、カナギはコの字型の古びたカウンターへ背負っていた大荷物を置く。一番上にくくりつけられた剣けんが、がちゃりと音を立てた。

「……季節外れの客だな。旅商人か？」

　埃ほこりじみた荷を目の前に、カウンターの奥の主人が厳しく瘦やせた顔をしかめる。

　ここは北部辺境でも外れの街だ。隣となり町まちからはソリを使っても三日はかかる。雪深い厳寒の冬に旅する場所ではない。ましてやカナギの容よう貌ぼうは、遠い東方のものだ。不ふ審しん、と顔にでかでか書いた主人を気にするでもなく、カナギは帽子に押し込められていた黒髪を適当に整えた。

「いや、巡じゆん礼れい者しやだよ。ラートリの不死者に会いに来た」

　カナギの気軽な言葉に、なぜだか主人の表情が険しくなる。

　ラートリは、このエータの街の山向こうにある場所の名だ。約七〇〇年前に起こった大災害の前に大陸全土で栄えていたという『前世界』の遺い跡せきが存在し、そこにエータを支配する不死者が住んでいる。

　不死者は前世界の記き憶おくを持ち、その頃ころの技術を扱あつかえるという。また、神の都への道を開く存在とも言われ、辺境に点在する彼らを訪ねて歩く者を、人々は『巡礼者』と呼ぶ。

　不死者のお膝ひざ元もとにあるエータのような街は、巡礼者相手の商売で食べていることが多かった。

　それにしてはここの宿の主人の態度は愛あい想そがなさすぎたが、カナギは気づいているのかいないのか、気にした様子を見せない。

　宿の主人はちら、と暖炉脇わきのテーブルを囲んだ二人の男に視線を投げる。

　一体何の仕事をしているのか、男たちはがらんとした宿の食堂の中、ずっとそのテーブルに陣じん取どって賭かけ勝負に興じていた。主人の合図に気づいた片方が、軽く瞬まばたいて応こたえてみせる。

　宿の主人はカナギへ視線を戻もどすと、何事もなかったかのように首を横にふった。

「よそもんが、こんな真冬に巡礼、か。今時、物好きすぎやしねえか」

「そうか？　俺は、この季節、この街に不死者が降りてくるって聞いて、わざわざ来たんだけど。何か、祭りがあるんだろ？」

「……どこで聞いたね、その話」

「まあ、いいじゃないか、そこのとこは」

　小さく笑って言い、カナギは外がい套とうを脱ぬいだ。

　外套の下に彼が着込んでいたのは、いささか目立つ深しん紅くの上着だ。裾すそが長く、襟えりには金糸でつる草の文様が縫ぬい込まれている。

　新しいものではないが、色にしろ作りにしろ、大都市の市民階級以上の人間であろうと知れる格好だった。上着の中の衣類は暗色で統一されており、動きやすそうにできている。

　カナギはカウンターの上で黒手て袋ぶくろの指を組み、居い心ごこ地ち悪そうな宿の主人を眺ながめた。

「それよりさ、親おや父じさんは不死者に会ったことある？　すごい美人揃ぞろいだってのは本当？」

　悪党と言うには身なりがよく、貴族や金持ちと言うには無む雑ぞう作さな青年の姿を観察しつつ、主人はもそもそと答える。

「……あんた、なんか勘かん違ちがいしてるよ。確かにここにゃ、年一度、不死者が降りてくるって祭りがある。でも、ありゃあ身内だけの地味な祭りだ。不死者が来る道ばたに花びらを撒まいて、あとは家ん中で祈いのるだけ。不死者を見ることは禁じられてる、顔なんざ見たことはねえ」

　そこまで言って、ふと薄うすら寒さむいものを感じ、宿の主人はカナギと視線を合わせた。

　途と端たん、腹の底からぞくっとする。軽い口調とは裏腹に、カナギの目には妙みように無機質な光が宿っている。射すくめられたように硬こう直ちよくする宿の主人を見つめたまま、カナギは静かに訊きいた。

「──その花ってのはあれか？　『命の花』？」

「いや……違う。ただの、そこらへんの花だよ。夏に摘つんだのを干しといて、不死者を歓かん迎げいするために撒まくんだ。命の花は、ラートリにしか咲さかないって言い伝えだ。……けどあんた、あれかい。命の花目当てでここまで来たのか」

　宿の主人はあごを引き、どうにか平静な声を出す。

　カナギはすぐに気楽な調子を取り戻して続けた。

「ああ。ここの不死者が持ってる命の花が万病に効くってのは、俺の故郷でも有名だったから。命の花咲く楽らく園えん島とう、すべての痛みが消える場所、ラートリってね。この街にくる巡礼者なんて、みんなあの花狙ねらいじゃないの？……祭りが近いからには、もっと他ほかにも巡礼者がいると思ったんだけど。この宿、空すいてるね」

「空いてちゃ何か、悪いのか？」

　不意に背後から声がかかり、カナギは振ふり向いた。

　そこにはいつのまにやら、暖炉脇にいた二人の男がたたずんで薄うすら笑わらっている。

「よう」

「よう？──ッ……！」

　男にきさくに挨あい拶さつされ、カナギは素す直なおに片手を挙げて応じた。

　その腹に、男がすかさず拳こぶしをたたき込む。

　長身を折って咳せき込み始める青年を見て、男たちは二人して顔を見合わせて笑った。

「なんだ、素人しろうとじゃねえの」

「よくこんなんでここまで来たな」

　にやけた顔のまま、男のひとりがカナギの顔をのぞきこむ。

「なあ、あんた。せっかく遠いとこから来たんだ、もう少し素直に話そうや。今の時期に祭りがあるってのは、どこの誰だれから聞いた？　そこで命の花が手に入るって言われたのか？」

　男の質問に、カナギの答えはなかった。

　彼は顔を上げず、それどころか、どんどん咳せきが酷ひどくなってきている。

　男は少し困った様子で瞬き、仲間のほうを見やった。彼は非難の目でカナギを殴なぐった男を見返す。

「何やりすぎてんだよ」

「……いや、やりすぎってほどやってないって。むしろ手て応ごたえ妙に軽かったくらいだって……うわ！」

　嫌いやな音がしたと思って見ると、カナギの足元には血の痕あとらしきものが落ちている。

　カナギはようやく咳き込むのをやめ、自分のてのひらを見つめた。

　痛みに濁にごった瞳ひとみが、のろりと二人の男へ向く。どんよりとした瞳の中で、男たちは表情を引きつらせた。

「おま……病持ちか……？　ッ、がっ！」

　おそるおそる訊いた男の鼻にカナギの拳が当たり、ぱきゃっといい音を立てた。

　呆ぼう然ぜんと見守るもうひとりの目の前で、殴られた男は鼻を押さえてよろめく。そのてのひらの下から血の筋が垂れるのを見て、男は怒いかりの形相をカナギに向けた。

「てめえ、よく……も……ぉぉ？」

　怒ど鳴なりつけようとして、語ご尾びがあいまいにしぼんで消える。

　理由は目の前のカナギにあった。

　両手の指を軽くほぐしながらたたずむ青年からは、すさまじく剣けん吞のんな気がにじみ出している。

　唇くちびるが不自然な血の色で染まっているのが、なおさら嫌な迫はく力りよくを付け足していた。

　カナギは口元をぬぐい、わずかにかすれた声で言う。

「貴様ら……よくも俺の血を……」

「……血？」

　冷え切った視線に押され、男たちはなんとなく一歩後ろへ下がった。

　カナギは逆に前へ出ると、びし、と殴りかかってきたほうの男を指さし、怒鳴りつけた。

「血だよ、血！　あのなあ、こっちはただでさえ血が足りてねえんだよ！　無む駄だに吐はかせるな！」

　突とつ然ぜんの勝手な言い分に、男たちは思わず呆あつ気けにとられる。

「って……血ィ吐いたのはそっちの勝手だろ!?」

「そんな愉ゆ快かいな勝手があるか！　吐きたくて吐いてるわけじゃねえ！　好きで病弱やってるわけじゃねえんだよ！　つーか病弱とか言ってんじゃねえ！」

「い、言ってねえ！　誰もそんなこと言ってねえ！」

　男は慌あわてて言い返すが、カナギの殺気はさっぱり薄れない。

　駄目だ、こいつは単にキレている。男は直感して青ざめ、さらに後ろへ下がった。

　カナギは薄ら寒い笑えみを浮うかべ、軽く拳を握にぎる。

　片手の拳を開いて、男たちを指で招まねいた。

「この支し払はらいはお前らの血で受け付ける。ちなみに俺の血はそこらの貴石より高いぞ」

「……っ、黙だまって聞いてりゃ！　ざけるなてめえ！」

　顔の半分を鼻血で赤く染めた男がどうにか気を取り直し、残りの半分を怒りで赤くして殴りかかってくる。

「鈍にぶいこと」

　嘲あざける声こわ音ねで言い、カナギの靴くつ底ぞこが床ゆかを打つ。舞ぶ踊ようのそれに似た体さばきに翻ほん弄ろうされ、男の繰くり出す拳は宙を薙なぐ。

　いらだった男の大振りの一いち撃げきを避よけ、カナギはその手をつかんだ。

　次の瞬しゆん間かん、男の視界は反転する。

　投げ飛ばされたのだ、と理解する間もなく、胸むな元もとに踵かかとを食らって男は昏こん倒とうした。

　背後の気配にカナギが振り返ると、今まで傍ぼう観かん者しやだったもうひとりの男が、手に短剣を持ってこちらをにらんでいる。

　乏とぼしい灯火を映して光る刃やいばを見て、カナギは少しばかり微笑ほほえみ、優やさしげな声で囁ささやいた。

「何がそんなに怖こわいんだ？」

　短剣を持った男の目がつり上がる。

「おお！」

　かけ声と共に、短剣を前に突つき出して男が走り寄る。

　カナギはためらわずに前へ出た。短剣を持った男が目を瞠みはる。

　素手の人間が刃のきらめきを見れば、恐きよう怖ふに身がすくむはずだった。そんな彼の常識は見事に覆くつがえされてしまった。

　男が気づくと、短剣を持った彼の腕はカナギの腕に挟はさみこまれ、ごく近い距きよ離りで灰色の瞳が光っている。背筋がざっと冷え、男は初めて恐怖を自覚した。

「あ……」

　我知らずうめき声をあげたとき、額に痛みが弾はじけて、男はよろめいた。

　頭突きを食らったのだとわかる前に、彼は腕をねじりあげられて宿の床に這はった。

「じゃ、腕、折るぞ」

　男を微び動どうだにもできないように固めて、カナギは呼吸ひとつ乱さずに言う。

　冗じよう談だんごとではないと知り、男は必死で身をよじった。

「まままま待て待て待て！」

「嫌なのか？」

「嫌だ、嫌だよ嫌に決まってんだろう！」

　半泣きになっている男を見下ろし、カナギは感情の読めない声で続けた。

「そう。じゃあ話せ。お前ら何者だ？　一、ヒマな悪党。二、柄がらの悪い自警団員。三、ここの宿に雇やとわれてる用心棒」

「二、二だ！　町長に頼たのまれてここにいただけだ！」

「……一じゃないのか。まあいいや、じゃあ、その町長さんに伝えてくれないか。不死者に、命の花をもらいに来た巡じゆん礼れい者しやがいるって。俺に他意はない、花を手に入れたらすぐにここを発たつ。……わかった？」

　ねじ伏ふせた男が床に額をぶつける勢いでうなずくのを確かく認にんし、カナギは続ける。

「あと、未いまだに俺は病弱だと思うか？」

「い、いや、そんだけ動ける病人はいねえ……！」

「よーし、それだけわかってりゃ…………ぁ」

「え……？」

　唐とう突とつに黙り込んだカナギをどうにか見上げると、彼の顔色は最悪だった。

　男が嫌な予感に顔を引きつらせた途と端たん、カナギは再び盛大に咳き込む。

「げっふがほげほげほッ！　あー、くそ、また妙みようなことでキレて余計な体力を……！」

　肩かたで息をしながら懊おう悩のうするカナギの下で、男は本気で泣きそうになっていた。

「うわ！　やっぱり病弱じゃねえか！　は、放してくれ……！　頼む、お願いだ……！」

　カナギは顔を上げたはいいが、男の襟えり首くびをつかみ直して放す気はなさそうだ。

　そのまま立ち上がり、男を半ば引きずってカウンターへ歩み寄る。

「まあ待て、あからさまに避さけるな。俺の心が傷つく」

「な、んなこと言ったって！」

「安心しろ、伝染うつる病じゃない」

　かすれ声で言い、カナギはカウンターの上から荷を取ってテーブルへ下ろした。

　彼の言葉に、男だけではなく宿の主人や戻ってきた女も、ほっと一息吐つく。

　この時代、病は死と隣となり合わせだ。金持ちや貴族、大都市の市民たちなら魔ま導どう師しの治ち療りようを受けることができるが、農民たちや辺境の民たみにとっての一いつ般ぱん的な治療法は「栄養を摂とって寝ねる」と、「閉じこもって祈いのる」の二つだけである。迷めい信しん半分の民間治療法もないではないが、患かん者じやが血を吐くような状態なら十中八九は遠からず死ぬ。

　それでもまだ言葉の真しん偽ぎを疑って遠巻きにする人々を見み渡わたし、カナギはため息を吐いた。

「ったく……なんだか俺が悪者みたいじゃないか。おい、お前、そっちの倒たおれてる奴やつ引きずってこい。やりすぎたぶんは治療する。お前はかすり傷だからいいよな。あー……あと君、俺、今すごく血が足りないから、多少血肉になりそうなものがあったらくれないか」

　宿の女にも指示を出すカナギをまじまじと見つめ、男は途方に暮れた声を出す。

「治療って……しかも、自分でやっといて……あんた、一体何者なんだ……？」

　カナギは荷をほどき、中から木製の箱を取り出した。表面にいくつもの小さな引き出しのある薬箱を軽く叩たたき、黒髪の青年は大まじめに言う。

「俺は薬くす師しだ。ちなみに治療は有料だからな」


◆



「まずは詫わびを言わねばならん。部下が手て荒あらな真似まねをしたな。悪かった」

　町長は穏おだやかな声で言い、傍かたわらに立つカナギを見上げた。

　宿の乱らん闘とう騒さわぎがあってしばらくの時が経たち、夜よ更ふけたころ。この街の長おさである温おん厚こうそうな初老の男は、悠ゆう然ぜんとした態度で宿へやってくると、護衛ひとりをつけただけでカナギと面会した。

　今、二人は宿の食堂で暖だん炉ろの火にあたっている。カナギはたたずんだまま、首をふった。

「いえ、まあ、こっちもちょっとやりすぎました」

　案外礼れい儀ぎ正しいカナギの様子に、町長はわずかに笑んだ。こちらは椅い子すに腰こし掛かけている。

「剣を持ち出したのは部下のほうだ。殺されても文句は言えんところだったよ。お前さんは抜ぬかなかったそうだが」

　言って、町長の視線は部屋の隅すみへと動く。暖炉の光の届かないその場所では、町長の護衛がカナギの剣を預かって気配をひそめている。

「俺の剣は護身用ですから。……順番が逆になりましたが、身分証明書です」

　町長はカナギの差し出した木製の身分証明書を受け取り、炎ほのおにかざして目を細めた。

「ふむ。東方の薬師か。東方自治区は魔法教会に頼たよらん代わりに、薬草医学が発達したと聞く。本物の薬師を見たのは初めてだがな。……おお、裏にはご丁てい寧ねいに通過都市の健康証明印まで押してあるな。血を吐いたと聞いたが……どこで手に入れた身分証だ、一体」

　けほり、と誤ご魔ま化かしのための軽い咳せきをして、カナギは返された証明書を受け取る。

　罪人たる彼が持っている身分証明書は当然のように偽ぎ造ぞうされたものだが、素す直なおにそう言うわけにもいかない。町長は特に警けい戒かいするでもなく、面おも白しろそうに続けた。

「これだけ精せい巧こうなものを作るところといえば……ザヴォーツ？　キジー？　スダーリ山脈の向こうはようわからんが、有名なところではレスクあたりか」

「残念ながら、俺は暗黒街に友だちはいませんよ。俺は俺なりに、この街の祭りで命の花が手に入るって聞いて来ただけです。……薬師が薬草を求めるってのが、そんなにおかしいですか。さっきの手の早い自警団にせよ……俺はそんなに悪党面づらなんですかね」

　立て続けに並べられた怪あやしげな街の名に片かた眉まゆを上げ、カナギは言う。町長は少し笑った。

「そんなことはない。いや、重ね重ね悪かった。ただ、最近は妙な輩やからが多くてな。どうも、この街で命の花を売ってるという噂うわさが流れとるらしい。それを目当てに悪党が紛まぎれ込んでくるもんで、よそ者が来るような場所には部下を置いておるのだ」

「噂、ってことは、本当のところは違ちがうんですか？」

　じっと見つめてくるカナギの目を見返し、町長は語調をわずかに強める。

「不死者からのもらい物を金で売るなんぞ、神に対する冒ぼう瀆とくだぞ。……東方では違うのか？」

　非難めいて言われはしたが、カナギの反応は鈍にぶかった。

　この大陸で神、と言えば、大災害から人間たちを救った『鳥の神』のことだ。五〇〇年ばかり前まで『鳥の神』という唯ゆい一いつ神が実在した記録のあるこの世界では、基本的には複数の宗教は並び立たない。とはいえ信しん仰こうにはいくつかの形があり、カナギの故郷である東方は、特に独特の考えを持っていた。

　どう説明したものか、カナギは後ろ手に組んだ指を組み直しながら言葉を選ぶ。

「違うも何も、元々東方にはいませんし、不死者。……俺の故郷では、鳥の神とか不死者とかってのは、童話みたいなものなんですよ。寝物語には聞かされるけど、実際に祀まつってるのは森とか大気に満ちた精せい霊れいなんです」

「不信心な！　お前、それでよくも不死者を訪ねてここまで来たな」

　案の定、町長に呆あきれた声を出されて、カナギは小さく苦く笑しようした。

「正直に言えば、俺は命の花さえ手に入れば、不死者はどうでもいい。作りたい薬がありまして。材料を探すうち、命の花ってものに行き当たりました。これが、あるとかないとか見たとか見ないとか、なんとも得体の知れないものなんで、自分の目で確かめようと思ったんですよ」

「は……本当に正直だな。しかし、そんな得体の知れん命の花より、魔導師に頼ろうという気にはならなかったのか？　この辺ではなかなか見ないが、彼らも病を癒いやすことはできるだろう」

　カナギは柔にゆう和わさの下に皮肉をのぞかせた町長の声を甘んじて聞いていたが、魔導師、と聞いた途端、反射的に顔をしかめた。

「薬師と魔導師は相あい性しようが悪いんです。そもそも魔法で治せる病なんて、栄養摂とって寝てりゃ治るんですから。……で、実際、どうなんです？　ここに、命の花はあるんですか？」

　真っ正面から問うと、町長はしばしカナギの顔を眺ながめ、深いため息を吐いた。

「……では結論から言おう、旅人よ。この街で、命の花は手に入らん。確かにここはラートリの不死者に捧ささげられた街だ。不死者の望むものを届け、代わりに魔物からの守護と、いくつかの技術をもらう。しかし正直、最近はそれも建前だ。ここらで魔物が最後に出たのは一五〇年も前だし、今では慣習にのっとって遺い跡せきの入り口まで貢みつぎ物を運ぶだけ。祭りも儀ぎ礼れい的なものだ。命の花を手に入れるには、直接ラートリへ行くしかない。……しかし、わしは勧すすめんよ」

「なんでです？　花の効果が怪しいんですか？」

「ばかを言うな。命の花のおかげで病の癒いえた人間の話は、腐くさるほど伝わっておる。わしが巡礼を勧めないのは、危ないからだ。ラートリへ着くには、途中の遺跡で『裁さい定てい』を受けねばならん。そこで、ほとんどの者が果てる」

　重苦しく言われたが、カナギは特に動じなかった。控ひかえめに肩をすくめてみせる。

「裁定っていうか……不死者がいるにせよいないにせよ、遺跡が危ないってのは常識でしょう。前世界の遺物に触ふれると、しばしば気が狂くるうっていう話は聞いてます」

「それでも昔は帰ってくるものたちがいた。今は皆かい無むだ。帰ってこない者たちは不死者に導みちびかれ、神の都へ行ったのだと……昔はわしも信じとった。歳としを取るにつれ、よくわからなくなってきたよ。今は巡じゆん礼れい者しやも、夏の間に少しばかり来るだけだ。ほとんどは説得されて、帰る」

　そう言って町長が見つめると、カナギは苦笑した。

「お言葉ですが、俺はいるんじゃないかと思いますよ。命の花を持って無事に帰ってきた奴。ねたまれるのが嫌いやだとか、そんな理由で身を隠かくしたんじゃないですか？」

「……ほう。お前さんは、何がなんでも望むものをもぎとって帰ってくる気らしいな」

「ええ。俺は行ったっきり帰れない場所に興味はありませんから。やるからには、行くからには、何かを手に入れて、戻って来ますよ」

　カナギの言葉には迷いがなく、それを聞いた町長は少しだけ笑う。

「若いな。……なあ、薬師よ。戻らん人間を待つのはどんな気分か、わかるか？」

「わかりません。何かを待っているだけの時間が、俺にはありませんから」

　あっさりと言ったカナギの目を見つめ、町長はゆっくりと首をふった。

「嫌な目だ。……お前さんのような頑がん固こな奴をわしは知らんよ。やれやれ……この宿の裏口を出て、あちらの方向へまっすぐ進むと、町外れに集会場がある。その裏の井い戸どが地下通路の入り口だ。夏には山やま越ごえの道が使えるが……この季節、少人数でラートリまでたどり着くには、地下を行くしかない」

　あきらめたように巡礼の道を教える町長に、カナギは律りち儀ぎに頭を下げる。

　町長は護衛の男を手招き、カナギへ剣を返させた。

「地下通路はすぐに遺跡に入る。くれぐれも注意しろ。ああ、あともうひとつ。出で掛かけるなら詩人を連れて行け」

「……は？」

　カナギはいぶかしげに眉を寄せ、町長を見た。

「何日か前に流れてきた詩人がいてな、やはりラートリへ行くという。危ないからというんで今まで引き留めていたが、他へ流れる気はないらしい。そもそも、流れの詩人は善悪や理り屈くつで縛しばれるものではない。……よい護衛がラートリまで送り届けてやれれば一番だ」

「護衛、ですか」

　渋しぶる様子のカナギに、町長は少し意外そうに目を細める。

「不満か？　巡礼者同士は助け合うのが決まりだし、お前さん、たしなみ程度の腕うででもないと聞いたぞ。どうしても嫌というんならそれはそれだが」

「……わかりました。やってみます」

　何かを振ふり払はらうように一度だけ首をふったカナギにうなずき、町長は視線を落とした。

「うむ。ではもう行きなさい。詩人は多分、この宿の台所に泊とまっておるよ」

　カナギはもう一度深く腰こしを折り、身をひるがえして食堂を出ていった。

「……よろしいのですか、町長」

　遠ざかるカナギの足音を確かめて、護衛の男が町長を振り返る。町長は静かに瞬まばたく。

「いい。あれはきっと呪のろわれ者だ」

「呪い……!?　あ……でも……特に、何も証あかしになるようなものはなかったようですが……？」

　慌あわてて扉とびらを見やる護衛の男に、町長は苦く笑しようした。

「なんだ、お前、信じているのか。『魔ま物ものの毒を受けたものは、魔物化する』と？　そんなことはない。苦しんで死ぬだけだ。ただ、呪いには魔法も薬も効かんという話だからな。それならここまで来るのもうなずける……まあ、病にせよ呪いにせよ、不ふ吉きつなのは確かだ。祭りも近いし、この街に長くいてほしくはない。ラートリへ行けば、生きては帰らんだろう」

「しかし、詩人は？」

　動どう揺ようした護衛の目の前で町長は笑い、ゆっくりと立ち上がった。

「わしにとっては、詩人は縁えん起ぎが悪い。とはいえ、直接手にかければ祟たたると言われておるしな。自分で行って、帰ってこなかったというのが一番いいんだ。そう、一番いい。……さ、帰るぞ」
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　町長との話を終えたカナギは、すぐに旅装を整えて台所へ向かった。

　燭しよく台だいを扉の中へ差し込むと、粗そ末まつな室内が薄うすぼんやりと浮うかび上がる。

　台所の壁かべにはナイフや調理道具がかかり、天てん井じようからは干した草花がつるされていた。カナギは乾かわいた草の種類をざっと確かく認にんしてから、裏口の扉へと歩み寄る。

　そこへ、もの柔やわらかな声がかかった。

「開けないほうがいいですよ。外には狼おおかみがいますから」

「……やっぱり、詩人ってお前のことか」

　聞き覚えのある声に微び妙みような表情を浮かべ、カナギは振り返る。

　台所の隅すみ、パン焼きかまどと兼けん用ようの石造りの暖だん炉ろの上に、ひと一人横たわれるほどのスペースがある。火を落とした後でもわずかにぬくもりの残るその場所に横たわっていた人ひと影かげが、カナギの声を聞いて這はいだしてきた。白っぽい、長身の影だった。

「やあ、昼間の死相のひとですね」

「……その呼び方はやめろ」

「じゃあ、歩く死体のひと」

　悪意のあの字も感じさせないのほほんとした口調で言われ、カナギは思い切り顔をしかめた。

　燭台ひとつの明かりでは顔の造作はよく見えないが、この声、この調子はまぎれもなく、宿の前にいた詩人のものだ。

「さらに悪い。とりあえず、起きろ。町長から巡礼の許可が出た。俺とお前、二人にだ。ラートリまでは俺が護衛につく」

「こんな時間に発たつんですか？　それに、護衛って……」

　問いかけながらも起きあがり、詩人は古風な帯を締しめ直した。ついでに裏口のほうを見やる。

「あの実に剣けん吞のんな気配って、君の追っ手ですよね？　昼間からついてきていた」

「……お前、どうしてそんなことわかるの？」

「間ま違ちがってますか？」

「間違ってないから怪あやしんでるんだろ！」

　カナギのごもっともな指し摘てきを気にする様子もなく、詩人は外がい套とうを羽織ってフードを深く引き下げた。色々言いつつも、旅立つ気ではあるらしい。

「勘かんは鋭するどいんですよ。しかしまあ、巻き込まれるのも面おも白しろいかもしれませんね」

「……おかしな奴やつだな。まあいいや……とにかく、俺は町長にお前の護衛を頼たのまれた。引き受けたからにはやりとげる。こっちの事情にお前を巻き込む気もない。そら」

　暖炉から降りた詩人に、カナギは大きな荷を押しつけた。

　素す直なおに受け取って荷の重みを確かめ、詩人はフードの下からカナギのほうを見る。

「何ですか、これ」

「俺の荷物。悪いが持っていってくれ。あっちのほうの町外れ、集会場の裏の井戸がラートリへ続く地下道の入り口らしいから。中で落ち合おう。俺は表の連中を片づけてから行く。……荷物、持ち逃にげするなよ」

「持ち逃げはしませんが……片づけるって、君、随ずい分ぶん簡単に言いますね」

　詩人は少し不思議そうに首をかしげた。彼の視線の先で、カナギは燭台を壁に近付け、そこにかかっていたナイフを一本手に取っている。

「重苦しく言ってもしょうがない。……ちなみにお前、何か特技はあるか？」

「歌がうまいです」

「そういうんじゃなくて……体術とか、非常時に役立ちそうな奴だよ」

　あまり期待している風でもなく、カナギは問う。

　声と身のこなしからして、目の前の詩人はカナギと同年代の青年のようだ。体力はそこそこあるだろうが、昼間見た感じでは、荒あら事ごとや重労働に慣れた体つきではなかった。

　詩人は薄うす闇やみの中、カナギに向かって軽く両手を広げてみせる。

「さあ。わたしはひとに危害を与あたえられませんので。取り柄えと言ったらこの声と、運がいいことくらいですよ」

　ろくでもない台詞せりふだったが、カナギはうなずいた。

「そりゃいい。半はん端ぱに心得がある奴より、運がいい素人しろうとの方が生き残るもんな」

「素人……」

　詩人が口の中で繰くり返したとき、唐とう突とつに扉を叩たたく音が響ひびいた。カナギと詩人が振り向くと、台所の裏口の扉が激しく鳴っている。続いて、若い女の声がした。

「──開けて！　助けて！　追われてるの、開けて！」

　切せつ羽ぱ詰つまった叫さけびに詩人は首をかしげ、裏口へと歩み寄りながら扉の向こうへ声をかける。

「お嬢じようさん、追われているって、一体誰だれにです」

「知らないわよ！　変な、知らない黒服の連中がいるの……！　みんな武器を持ってる、とにかく怖こわいの、早く開けて！　早く！」

　女の声を聞き、詩人はちらとカナギを見やった。

「……黒服連中って、きっと君の追っ手ですよ。ああ、今開けますから、そう扉を叩かないで」

「よせ！」

　詩人がかんぬきに手をかけた途と端たん、カナギの鋭い声が飛ぶ。

　鬼き気き迫せまる声に詩人が振り返ると、台所の薄闇で、カナギの目が銀色に光っているのが見えた。

「でも、もう開けてしまいましたが……」

　詩人が指さした先で、裏口の扉が外へと開く。

　宿の外はとっぷりと暮れ、雪が降っていた。そうして、狭せまい裏口の向こうに立っていたのは、若い女──ではなく、覆ふく面めんをした、全身黒ずくめの巨きよ漢かんであった。

　すかさず、カナギが手の中の台所用ナイフを投げる。

　ナイフは狙ねらい過あやまたずに男の額へと刺ささり、その身体からだはゆっくりと後ろへ倒たおれた。

「……お見事……って、あれ？」

　扉の脇わきに突つっ立っていた詩人は、妙みように吞のん気きにカナギを褒ほめようとした。が、その暇いとまを与えずに、倒れた男の後ろから同じような黒い影がいくつも姿を現す。

　詩人がカナギのほうを見る前に、台所を照らしていたわずかな明かりが消えた。

「伏ふせて、祈いのれ」

　カナギの低い声が詩人の耳に届く。

　闇やみに沈しずんだ台所へ、抑おさえた殺気が一気に吹ふき込んできた。

　いくつかの足音が交こう錯さくし、金属の打ち合う硬こう質しつな音が一度だけ響く。

　次の瞬しゆん間かんには、血の臭においが闇に混じり込んだ。

「……！」

　最初の男が、斜ななめに刻まれた傷を抱かかえて倒れ込む。

　仲間の死体を踏ふみ越こえて斬きりかかってきた侵しん入にゆう者しやを、カナギは今度は打ち合うことすらなく斬り捨てた。闇の中でも辺りが見えているかのような所作で三人目を切きり伏せるまで、かかった時間は一〇秒足らず。不利と見たか、軽い足音が二組ばかり外の闇へと消えていき、台所には静せい寂じやくが戻もどった。

「……今度こそ、お見事」

　台所の隅から、意外に落ち着いた詩人の声が囁ささやく。

　カナギは応こたえず、侵入者たちの身体を踏んで扉の外へと出ていった。
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　雪降る街の路地を、いくつかの気配が走る。

　時たまあがる鳥の声に似た合図は、カナギにとっては聞き慣れたものだ。

（随分大人数で来たもんだ。悪いがまとめてどうこうするか）

　路地裏にひそんで合図の音を聞いていたカナギは、そう決めてから目を開けた。

　片手には片かた刃ばの剣けんが重みを預け、肩かたや頭には少しの雪が積もっている。肌はだがひりつき、まぶたが凍こおりかけるほどに寒い。しかし今は気にならなかった。

　彼を追ってきているのは、神聖帝てい国こくルースに雇やとわれた戦せん闘とう集団だ。元はルースの命令でカナギの死し刑けいを執しつ行こうするために派は遣けんされたのだが、何人もの仲間が返り討うちにあううちに、私し怨えんでカナギを狙うようになっていた。彼らとカナギの追いかけっこは、もう長いこと続いている。

　カナギが曲がり角から大通りをうかがうと、追っ手のものらしき松明たいまつの明かりが見えた。カナギはそちらへ向かって、ひらひらと手をふってみせる。

　途端、投げナイフが飛来する。

　すれすれのところで避よけ、カナギは路地へと駆かけ込んだ。

（この程度の街なら、この先あたりに広場があるだろ）

　凍った路地を走りながら考える。広場にすべての追っ手を集めてしまおうというのだ。

　少人数ずつ片づけたほうが有利なのは当然だが、闘たたかいが長引けばカナギには不利になる。

（あともう少し、おとなしくしとけ）

　カナギは自分の身体に、そこに抱え込んだ痛みと不快に言い聞かせる。

　やがて、路地が途切れた。ほぼ想像した通りの円形広場に飛び出る。

　カナギの想像と違ったのは、広場の三分の一ほどを木製の屋根が覆おおっていたことだ。

（社やしろ、か？）

　カナギにはよく見えなかったが、それは確かに、古びた木造の神の社であった。中には祭りのときに使う祭さい壇だんや長テーブルが用意され、いくつもの壺つぼや石像が安置してある。

　彼がその社に近付こうとしたとき、他の路地から追っ手の影かげが二つ、現れた。

　闇に慣れた追っ手の目がカナギを認め、複数のナイフが飛ぶ。

　ナイフが大気を裂さく音に気づき、カナギは反射的に剣をふった。遠心力をつけた一いつ閃せんで、飛んできたナイフ、四本すべてをたたき落とす。

　カナギはナイフが地に落ちるのを待たずに駆け出した。

　二人の追っ手も走り寄り、同時に斬りかかってくる。ひとりは足元、ひとりは大上段から。

　カナギは足元のを飛び越えて避け、同時にもうひとりの懐ふところに入り込む。体当たり同然にして腹を突こうとするが、相手はわずかな体さばきで避けた。

　追っ手の黒いマントとカナギの外套の端はしがひらめき、ひとかたまりになっていた三つの影がほどける。双そう方ほう、互たがいの剣の届かない距きよ離りで相対し、しばしの間にらみ合う。

　まっすぐに剣を構えていたカナギの眉まゆが、かすかに動いた。

　二人の襲しゆう撃げき者の後ろから、複数の影が足音すら隠かくさずに歩み寄ってくる。

　ざっと数えて、新手は四人か。カナギはひとの悪い笑えみを浮うかべ、声をあげる。

「こんな夜中にご苦労さまだな、飼い犬ども。ひとり殺すのに何人がかり？　闇やみ討うち上等の戦争屋には誇ほこりってのはないのか？」

　声こわ音ねばかりが明るい問いに、新手の一人が低い声で答える。

「カナギ・サンスイ。……剣を捨てろ」

「何、捨てたら見み逃のがしてくださるって？　やっさしいなあ」

　目を細めて微笑ほほえみ、カナギはゆっくりと立ち位置を変えた。

　社を背後にしたところで、みしり、という小さな音がカナギの耳を打つ。ちらと見上げると、古びた社の屋根には、こんもりと雪が積もっているようだった。

　追っ手はカナギに向かい、うなるように言う。

「せめて死ぬときは、静かに死ぬといい。地じ獄ごくは騒さわがしい場所だ」

「へえ、地獄がどんなとこか知ってるんだ？　あ、そういやお前らの故郷だっけ。安心しろ、そんなとこに行きゃしないから。お前らこそ、とっとと帰りな。なんなら手伝ってやる」

　ひとを食った言いように、追っ手は一いつ斉せいにカナギに駆け寄った。

　カナギは彼らを迎むかえ撃うつ、かと思うと、身をよじって剣をふった。

　彼の一閃は、社の木製の柱を一本、見事に切断していた。

　わずかな間を置いて、柱の鮮あざやかな切り口は斜めにずれ、古びた社は大きく傾かたむいた。

　追っ手のひとりが事態に気づき、顔を上げて叫ぶ。

「逃げろ、崩くずれる──！」

　その声の最後は、連続する木の破は砕さい音にまぎれた。同時に相当な重量の雪が滑すべり落ちる。

　カナギは柱を切断したと同時に社の中へ転がり込み、長テーブルの下をくぐって、追っ手たちとは逆側へと社を抜ぬけていた。振ふり返ると、間かん一いつ髪ぱつ、バランスを崩した古い社は端から崩れ、雪に埋うまるところだった。

　もうもうと立ち上った雪ゆき煙けむりに隠かくされ、追っ手たちの黒装束は見えない。少なくとも、今は。

　安あん堵どの息を吸い、吐はいた途端に身体からだが焼け付く痛みに震ふるえ、カナギは咳せき込む。

　雪の上に落ちた血から視線を上げて荒あらい息を吐き、彼は町外れへと駆け出した。
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　町長に言われた井い戸どに飛び込むと、緊きん張ちようがわずかにゆるんだのか、不快感が酷ひどくなった。カナギは闇の中にうずくまり、しばらく呼吸だけを繰くり返す。

　鞘さやに納めた剣を握にぎりしめたとき、少し離はなれた場所から詩人の声がした。

「君、まだ生きてます？」

「……きっぱりはっきり生きてるよ」

　反射的に返し、カナギはどうにか立ち上がった。唇くちびるについた血をぬぐい、壁かべに手を添そわせて辺りの広さを確かく認にんする。

　手て掘ぼりのトンネルは、長身のカナギにとっては少しばかり天てん井じようが低かった。

「血の臭においがしますね。どこか怪け我がを？　君の荷はここですが、持てますか？」

「ああ、ありがとな。大だい丈じよう夫ぶだ。それより、いくらか片づけそこねたかもしれない。急ごう」

　詩人の言葉を流して、カナギは手て探さぐりで荷を拾った。

　詩人も特にそれ以上追つい及きゆうせず、闇の中でうなずいた。

「わかりました。じゃあ行きますか」

「……って、おい、ちょっと待て、せめて明かりを……」

「わたしの杖つえの音についてくれば平気ですよ。暗闇は得意なんです。わたしは実際の目より、他ほかの感覚でものを見ますから」

　静かな詩人の声が言い、ちりり、と鈴すずの音が鳴った。

　これはきっと、詩人の持つ長い杖の先についた鈴だ。硬かたい杖が床ゆかを打つ音と鈴の音が交こう互ごに響ひびき、詩人が歩き始めたのがわかる。確かに危なげのない歩調だった。

（妙みような男だ）

　カナギは荷を背負い、少しばかり眉をひそめた。この詩人、カナギの追っ手の気配を察したところといい、何があってもマイペースなところといい、今といい、どうにも得体が知れない。

　なのに、口調のせいだか雰ふん囲い気きのせいだか、警けい戒かい心しんが起こりにくいのがますます変だ。

　カナギは少し迷ったが、結局詩人に続きながら声をかける。

「おい、気をつけろよ。この道、割わりとすぐに遺い跡せきに入るって話だから。下手にあちこち触さわると気が狂くるうぞ」

「なるほど。ちなみに君は遺跡に来るのは初めてですか？」

「そうだけど……お前は？」

「わたしは何度か来たことがありますが、特に影えい響きようを受けたことはありません。心がないと影響を受けない、なんて言うひともいますがね。気をつけて、ここ、階段です」

　詩人の足音を頼たよりに階段を上る。かびくさい風を感じながら、カナギは闇に目をこらした。

「心がない？　お前、そんなこと言われちゃうほど冷血なの？」

「冷血と心がないのとは違ちがいますよ。おや……お客ですね」

「……早いな」

　つぶやいて、カナギは口をつぐむ。黙だまり込むと、確かに遠くで第三の足音が鳴っていた。

　どちらともなく、詩人とカナギの歩調が早まる。

　闇やみの中、二人は古い、崩れかけた人工物の間をほとんど勘かんだけで駆け抜ける。

　追っ手の足音は、距離にすればそう遠くない。走るうち、カナギは視界の端がほの明るくなったのを感じた。追っ手は明かりを持っている。

「また階段があります。ここからが遺跡のようですね。階段の先は……この造りだと、礼拝堂かな」

　詩人が言い、カナギの感覚は天井が不意に高くなったことを告げた。

　ここは開けた場所だ。詩人の言うよう、礼拝堂の遺跡なのだろう。

　階段を駆け上がり、カナギは慌あわただしく荷を下ろした。足裏で軽く確かめると、辺りの床は平らかで、すぐに障害物にぶつかることもなさそうだ。

　カナギは詩人の気配に声をかける。

「おい、詩人。お前、このへんで隠れててくれ。……いや、違うな、先に逃げろ」

「迎え撃つ気ですか？　死にますよ」

　この期ごに及およんで緊張感のない詩人の声に、カナギは少しのおかしみすら感じた。

　闇の中、苦笑を浮かべて剣を抜く。

「気軽に死ぬとかなんとかいうな、俺の寿じゆ命みようは八〇って決めてるんだから」

「君の予定はいいですが……もう一度顔を見せてください」

　言って、詩人はカナギの腕うでをつかんだ。こんな暗闇で一体何が見えるというのか。カナギが振り払はらおうとしたとき、不意に辺りに光が落ちた。

　薄うすぼんやりした明かりが、詩人の顔をかっきり半分だけ照らし出す。

　白い顔だった。闇に浮かんだ仮面のような顔。

（なんだ、これ）

　カナギは、初めてまともに見る詩人の顔に、つかの間棒立ちになった。

　フードが落ち、あらわになった詩人の顔はすべてが白い。なめらかな輪りん郭かくを持つ肌はだも、切れ長の瞳ひとみにかかる睫まつ毛げも、肩かたにはつかない程度の髪かみも、透すけるような白だった。

　唯ゆい一いつ色を持っているのは琥こ珀はくの瞳と、薄い唇くらいのものだ。

　──ひょっとするとこれは、並はずれて美しい顔なのかもしれない。

　カナギがそう思ったのは、少しの間をおいてからだ。すべての要素が理想的に配置されるあまり、詩人の顔はいささか作り物じみている。それは妙な不安をあおる美び貌ぼうだった。

　白い男はゆるやかに瞬まばたき、薄い唇でつぶやく。

「死相があるのは確か。あとは銀色なのは間ま違ちがいないですが──光りすぎて、よく見えませんね。君の言う通り、君はもう少し生きるのかもしれない。……加勢します。鈴の音が聞こえたら、耳を塞ふさいでください。いいですね」
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「いいですねって、いや、その前になんだ、銀色ってのは!?　そもそも加勢ってお前……」

　何をする気だ、と最後まで問う時間はなかった。詩人は身をひるがえして奥へと向かい、カナギは階段下を見下ろす。

　詩人を照らした光源は下にある。のたくったトンネルを照らしていた光が、やがて姿を現した。松明たいまつを手にした、小こ柄がらな黒服の人ひと影かげがひとつ、こちらへ歩み寄ってくる。

「──他の奴やつらは、どうした？」

　剣を構え、カナギは追っ手に問いを投げる。

　追っ手がほんの一いつ瞬しゆんだけためらいの色を見せ、答えた。

「皆みな、死んだ」

　その声の高さにカナギはぎょっとする。子供か？　それとも──

　追っ手の手から松明が落ち、彩さい色しきのはげかけた石段が照らされた。

　小柄な身体からだが階段を駆かけ上がる。

　駆けながら、追っ手は二本のナイフを投げた。わずかな時間差、角度も変えて。

　襲おそい来るナイフ、カナギは一本を剣で弾はじき飛ばす。その隙すきに、追っ手は剣を抜ぬいていた。

　──二本目のナイフを避よけたら、斬きられる。

　瞬時に判断し、カナギはそのまま前へと踏ふみ込んだ。二本目のナイフは嫌いやな音を立て、カナギの肩へ刺ささる。直後、追っ手はカナギの間合いに飛び込んできた。

　肩に食い込むナイフの衝しよう撃げきを意識の端はしへ追いやり、カナギは追っ手に向かって剣をふった。

　金属同士がかち合い、火花を散らした、直後──カナギの視界は真しん紅くに染まった。

「な──！」

　目を瞠みはったと思うと、カナギは恐おそろしい衝撃で跳はねとばされた。

　玩がん具ぐのように床へ転がり、剣が手を離はなれて床の上で回る。

　一体何があった？　わからない。

　痺しびれる身体を抱かかえ、カナギは辺りが昼のように明るくなったのを感じていた。

　必死の思いで目をこらす。

　朦もう朧ろうと霞かすむカナギの目の前で、前世界の遺跡がその姿をあらわにしていた。

　カナギたちがいるここは、石や、石のようになった古い木で造られた、三階建ての建物ほどの高さがある広間だった。八角形の天てん井じようには文字とも文様ともつかない溝みぞが隙すき間まなく刻み込まれ、鋭するどくうがたれた溝の奥にかつて彩色に使われていたであろう染せん料りようが跡あとを残している。

　壁かべには一面に、鈍にぶい金色の管が這はっていた。

　獣けものの内臓か、植物の葉脈のように張り巡めぐらされた金属管のあちこちには、平たい円えん盤ばんが取り付けられている。金色の円盤は大小様々だったが、どれも、縁ふちにはびっしりと文字らしきものが刻まれていた。

　その異様な光景を背後に、追っ手が肩で息をしながらたたずんでいる。

　小柄な人物の手にした剣は今、橙だいだい色いろに燃えていた。

　音はない、熱もない、ただ、剣は金属の芯しんに紅くれないを秘め、滲にじむような橙色の炎ほのおに似た気をまとって大気に緊きん張ちようを強しい、周囲を明るく照らし出している。

（これ……原初の魔ま法ほうか……？）

　唯一の可能性がカナギの頭に浮かんだ。魔法式も魔法陣じんも使わない、ただ自らの生命力を魔力に転てん換かんしてこの世に影えい響きようを及ぼす、もっとも原始的な魔法。しかしそれはあまりの効率の悪さゆえたいした効果は得られない、ごく素そ朴ぼくな技わざのはずだ。ひとを弾き飛ばすほどの威い力りよくを生むなど、およそ考えられることではない。

　あり得ないものを見た驚きよう愕がくに凍こおり付くカナギに、追っ手は重い歩調で近付いた。

（動け）

　自分を叱しつ咤たしてカナギが肩のナイフを引き抜いた、ちょうどそのとき。

　りり、と涼すずやかな音が遺い跡せきに響ひびいた。

　詩人の鈴すずだ──そう気づいたときには、カナギはとっさにナイフを手放して耳を塞いでいた。塞いだ後で、この隙に斬られたらどうする、という不安で背筋が冷える。

　しかし、追っ手もまた、場ば違ちがいな詩人の鈴の音に戸と惑まどった気配を漂ただよわせ、正面の壁を見やっていた。

　金属管のはびこる壁に、長い杖つえを持った手が伸のびる。壁の円盤がひとつ、杖で叩たたかれて回った。回転が始まると、音としてとらえられないような高い響きが遺跡に満ち、呼応するように他の円盤も回り始める。音と音が重なり、にわかに追っ手の視界は極ごく彩さい色しきに包まれた。

　赤、黄、青、緑、目の醒さめるようなすべての色が高速で渦うずを巻く。

　めまいと吐はき気を伴ともなう幻げん影えいに襲われたのは、耳を塞いでいたカナギも同じだ。

　彼は吹ふき飛ばされそうな風を感じ、耳を押さえる手に、震ふるえるほどの力を込めた。

　目を閉じても、まぶたの裏で色の洪こう水ずいが吹き荒あれている。

　大気が震え、何かをがなり立ててくる。天地が断末魔の痙けい攣れんのように身をよじっている──いや、震えているのは自分だ。自分が自分の思う通りにならず、気づけば息を止めている。

　カナギは溺おぼれたひとのようにあえぐ。

　体中が呼吸を求めて悲鳴をあげたとき、急に世界が明るくなった。

「……あれ？」

　カナギは何度か瞬き、額から流れる汗あせを手の甲こうでぬぐう。

　いつしか視界から極彩色の渦は消え、陰いん鬱うつな遺跡も消えていた。

　青い空が見えた。そして、白い壁と黒い木の柱で造られた家々。これは彼の故郷の光景だ。舗ほ装そうのはげた道は、なぜか水に覆おおわれている。ぬかるみの中で、長い髪の少女が踊おどっているのが見えた。彼女の名を呼ぼうとしてそれを忘れていることに気づき、

　カナギはようやっと本当に目を開けた。


◆



　辺りではまだからころと、円盤の回る音がしている。

　カナギはおそるおそる、自分の指を動かしてみた。最初は感覚がなかったが、段々と身体がほぐれ、同時に痛みと不快も戻ってくる。

　彼は遺跡の床ゆかに転がっている自分に気づき、低くうめいて寝ね返がえりを打った。

　礼拝堂の遺跡は薄うす暗ぐらかった。真の闇やみではなく、不自然な明かりに照らされてもいない。

　カナギは肩の傷が軽傷であることを確かめ、上半身を起こして頭上を見上げた。

　淡あわい、本当にわずかな光の差し込んでくる先は、壁に張り付いた階段の果て、礼拝堂の遺跡をぐるりと囲む歩ほ廊ろうにもうけられた窓であった。その窓まど際ぎわに白い人影を認めてから、カナギはあらためて辺りを見み渡わたす。

　冷たい石の床の上に、黒衣の人物が倒たおれているのが見えた。

　カナギは這うようにして自らの剣を取り、追っ手の肩に触ふれた。当然のように反応はない。

　死んでいる、と思った。一度目を閉じてから、カナギはゆっくりと追っ手の覆ふく面めんを押し下げる。はたして、外気にさらされたのは、まだ幼さすら残る少女の顔だった。

　せいぜいが一五かそこらか。あと少しで目立つ容よう貌ぼうになっただろうに、少女は白い肌をアザと泥どろで汚よごして横たわっている。ゆるく波打つ髪は薄黄色かった。

　宿で襲われたとき、最初に声をかけてきたのはこの少女だったのだろう。

　カナギは深くため息を吐つき、剣の柄つかを額に当てる礼をした。

　内臓がすべて灰にでも変わったような気分だった。頼たよりない足で床を踏みしめて立ち上がり、数度咳せき込んで血のかたまりを吐く。

　頭痛と寒気が去るのを待ってから、彼は壁に手をついて階段を上り始めた。石段は後から取り付けられたものではなく、壁に直接彫ほり込まれている。

「やあ。生き残りましたね」

　奇き跡せき的に足を踏み外さずに上りきると、アーチ状の窓の前で詩人が笑っていた。

　まるで『今日はいい天気だね』とでも言うような口調だ。

「今にも、死にそうだけどな」

　実際酷ひどい顔色のカナギを眺ながめ、詩人は小首をかしげる。

「前世界の遺跡には、過去の記き憶おくが封ふうじ込められているといいます。特にあの円盤状のものには。ひとが触れれば、衝撃のあまり死ぬか、世の真理を知る至し高こうの魔導師になるのだ、と。……しかし君は、どちらでもないようですね。珍めずらしい」

　カナギは開け放たれた窓の横へ座り込み、壁に背をもたせて詩人を見上げた。

「……そんな危ないもん、俺のいるとこで発動させたのか。だいたい、お前はどうしてなんともないんだよ」

「言いませんでした？　わたしは遺跡の影響を受けない体質みたいだって。あの仕し掛かけ、礼拝堂にはよくあるんで、ちょっと賭かけてみました」

「酷い話だ」

　投げやりに言うと、詩人はいかにもおかしそうに小さく笑った。悪気のない子供のようだ。

　闇の中で見たときとは大分印象が違う。

「他に手がなかったんですよ、なにせわたしは闘たたかえないもので。それでも二人して生き残ったんですから、そう酷い話でもないでしょう。──ごらんなさい、まだ遠いですが、ラートリが見えますよ」

　目的地の名を言われて我に返り、カナギは窓の縁ふちに取り付いた。

　外界には朝が来ていた。

　今まで通ってきた遺跡は、山の内部に造られていたらしい。窓は、山の腹にぽっかりと空いていた。この山を越こえ、いくつかの丘を越えた先は、見渡す限かぎりの大雪原である。

　地平線まで続く白の中、ぽつんと小さな街が見えた。四方を切り立った崖がけに囲まれた街。

　箱船にも似たその街目がけ、一筋の陽光が天より差し込んでいる。

「……ラートリって、島じゃなかったっけ……？」

「そうですよ。ただ、今は海が凍っているんです」

　そうか、と口の中でつぶやき、カナギは冷え切った大気の香かおりを嗅かいだ。

　風が詩人の髪かみを吹き散らし、声を運ぶ。

「世界の王が望んだから、昔あそこで奇き蹟せきが起こりました。奇蹟は起こるべくして起こるものです。君が生き残ったのも、きっと偶ぐう然ぜんではありません。何かの意味があるんですよ」

「詳くわしいな。でも、何かって、何だ？」

「さて。奇蹟の意味は、いつも後から表れてくるものです」

「……とかなんとか思わせぶりに言ってるけど、結局お前も知らないんじゃないの？」

「おや、君、案外鋭いですね」

「案外か！　お前なあ……」

　悪あく態たいをつこうと顔を上げ、カナギはふと、自分がこの詩人の名を知らないことに思い至った。そう言えば、名乗りあう暇ひますらなかったのだ。

　カナギはため息を吐いて頭をかき、座り込んだまま、あらためて詩人の顔を見上げる。

「……変な奴やつだな、本当に。でもまあ、ラートリへ着くまでは仲間だ。……思いっきり巻き込んで悪かった。俺はカナギ・サンスイ。命の花を求める薬くす師しだ」

　詩人はカナギを見下ろし、わずかなためらいを見せた。

「ああ……ええと、カナギ。君の故郷では、『ない』ことをなんと言います？」

「ない？　レイ……いや、ソラ、かな。なんでだ？」

　唐とう突とつな問いに戸惑うカナギに、詩人は柔やわく笑って返した。

「わたしも、旅の道連れに名乗ろうと思ったんですよ。詩人に名はありませんから。わたしのことはソラと呼んでください。……よろしく、カナギ」








２　終わりの街









　始まりがあれば終わりがある、これぞ世の理ことわり。したり顔でそう告げる大人に、幼子は問う。

　じゃあ、始まりっていつ？

　この世界はいつ始まって、いつ終わるの？

　幼子の問いはいつの時代でも難なん解かいだ。特にこの世界の人間たちには、これは答えようのない問いだった。彼らは知らない。いつどうやってこの世界が生まれたのか。自分たちがどこから来たのか。神話すらもそれを語らない。

　彼らの神話や歴史やおとぎ話は、いつでも七〇〇年ばかり前、あの大災害の日から始まる。




　巨きよ大だいなハサミが世界を切きり裂さいた──詩人たちは、七〇〇年前の大災害をそんな風に歌う。

　実際、その大災害は多くのものを「断たち切った」のだ。

　ものすさまじい天変地異の続いた後、この世界には『果て』ができた。

　胎たい児じの形に似たひとつの大陸が世界の中心、あとは東西南北、どちらへ進んでもやがてそそりたつ巨大な壁かべに行き当たる。渦うず巻まく気体が立ち上っているようにも見える『壁』に触れたものは弾はじけ、ほどけるように姿を消すことから、人々は『壁』の向こうは死の世界、特に報むくわれない悪あく霊りようの住む地じ獄ごくであると解かい釈しやくした。

　この壁かべに囲まれた世界の中で災害を生き抜ぬいた人間たちは、長い暗黒時代を生きることとなる。まず、彼らはかつての文明から追放された。なぜだか、災害前の記憶を完全に失ってしまったのだ。

　大陸のあちこちに残った前世界の文明の遺物を見ても、人々にはその正体がわからなかった。使用するなどもっての他ほか、それどころか、試ためしに前世界の遺物に触れてみたものの多くは発はつ狂きよう、死に至いたった。

　わけのわからないまま、とにかく生き続けるために必死の努力を始めた人間たちを、さらに天敵が襲おそう。世界の果ての『壁』近くから現れる異形──すなわち魔ま物ものたちは、ひとや家か畜ちくに見み境さかいなく襲いかかり、その体液はひとの血液と混じると猛もう毒どくと化した。

　絶望的な状じよう況きようの中、それでも人間という種が今日まで生命を長らえてきたのは、常に彼らを守護する存在があったからと言っていいだろう。人間たちの守護者、それはまず、『鳥の神』と『世界の王』。次に魔導師たち。最後に、人間の王たちである。




　大災害後に現れたという鳥の神と世界の王は、歌によれば「ひとの願いをすべて叶かなえた」のだ、という。彼らは大災害の直後から世の果てのいずこかに住み、生き残りの人間たちの願いを叶え、僕しもべたる不死の人々、『不死者』に魔物を狩からせた。

　人々は死すらも退しりぞける鳥の神を唯ゆい一いつ神しんとして崇あがめたが、約五〇〇年前を最後にして、人間が『神の都』へ行った、神に会った、という公式の記録は途と絶だえる。以来、神と王は沈ちん黙もくしているが、不死者は未いまだに各地辺境で世界の果てににらみを利きかせ、魔物が勢力を盛り返したときには人を守り闘たたかうのだと信じられている。

　一方、人間たちの中には、前世界の文明の遺物──いかに原形を残していようとも、すべて『遺い跡せき』と呼ばれる──に触ふれながら狂気を免まぬかれ、世の真理に触れたものたちもいた。

　彼らは遺跡に封じられた過去の知識を手に入れ、世界の要素を知り、それを操あやつる術すべを知り、その方法を記録することに成功した。人々はこれを魔法と名付け、これを行こう使しするものを魔導師と呼んだ。魔法は様々な分野に応用され、失われた文明を取り戻す希望となった。彼らは術の実行やその研究、伝達にかかる多大な手間と費用を補うため、魔法教会と呼ばれる閉へい鎖さ的な組織を作り、多くは王や有力商人と結びついている。

　最後に人間の王だが、これは様々な規模で大陸中にはびこっている。

　一番強大な力を持つのは、魔導師の最大派は閥ばつ、光魔法教会と結びついた神聖帝てい国こくルースの皇帝だ。ルースは光魔法教会の始祖の協力で北部大陸のほとんどを統すべることに成功し、神から授さずかったという「法の書」と呼ばれる法律を全世界に広げることを目標としている。神聖の名を頂きつつも、彼らは沈黙した神に代かわって、人類の守護者を自じ任にんしているようでもあった。




　現在、新しん暦れき七〇八年。人々が神の実在を疑うにはいささか早く、神のみにすがるには遅おそい──これは、そんな世界の、そんな時代の話だ。


◆



　北部辺境にあるラートリは、楕だ円えん形の台地の上に築かれた小さな街である。

　家は全部で一〇〇戸足らずで、街の奥三分の一ばかりはひとつの館やかたで占しめられている。

　これが不死者の館で、いくつもの建物を繫つなげた三階建ての建築物だ。その館の中でもひときわ高い塔とう、その天てつ辺ぺんの赤みがかった色の石壁に、金色の鳥の装そう飾しよくが張り付いていた。

　実在するどんなものとも少し違ちがう金色の鳥の目には、透とう明めいなガラスがはめこまれている。

　今日も鳥は島へ入ってくる唯一の道、高こう架か橋きようを見下ろしていた。昼下がり、馬ですれ違うのも至難の業わざであろう細い橋を渡わたってくる人ひと影かげが二つある。ひとつは白く、ひとつは黒い。

　金属製の鳥は当たり前のことだが、ただ黙だまりこくっていた。

　そしてその目の後ろで、誰だれかがゆっくりと瞬まばたく。


◆



「ラートリといえば、命の花咲さく楽園として名高い場所です。かの有名な伝説の魔法学者ウゴルは、これを大気の流れで説明しました。世界に渦巻く大気が、聖地であるラートリに溜たまって濃こくなっているというのです。彼は書き残しています。力ある太古の大気が土に力を与あたえ、花を育て、水を澄すませるのだ、だからここの魚は非常に美味うまい──と」

　なんだか、話がずれてきたような気がする。

　カナギは朦もう朧ろうとしたまま、ラートリへと続く橋への一歩を踏ふみ出した。

　空は白い雲に覆おおわれているが、日暮れまではまだ多少間がある。

　曇くもり空と雪原を背景に、台地上の街、ラートリは積み木細工のような姿をさらしていた。

　追っ手を倒たおしてからほぼ三日、カナギと詩人は無事に遺跡を抜け、目的地を目の前にしている。あれ以来特に危ない目にもあってはいない。

　なのにやたらと消しよう耗もうした気分になっているのは、おそらく一歩前を歩いている詩人のせいだ。

　カナギの暗い視線に気づいた様子もなく、詩人は軽い歩調でラートリへと続く細い石造りの橋を渡っていく。

「実際ウゴルがラートリに来たかどうかは定さだかでないのですが、彼の死後、本当にあそこの魚は美味いのかという議論が紛ふん糾きゆうしましてね。帝都の食通が取り寄せようとしたんですが、なにせ遠いでしょう。着いたころにはすっかり発はつ酵こう、封ふうを切ったら風下の街区はもの凄すごいことに」

「……なあ、詩人」

「はい？」

　陰いん鬱うつな声でカナギに呼ばれ、詩人はようやっと言葉を切った。

　フードに半ば隠かくれた横顔をさらす相手に向け、カナギは力無く訊たずねる。

「お前一体、なんの話してるの？」

「君が聞きたがっていた、ラートリの歴史についてです」

　けろりと答えられてカナギはよろめき、それ以上よろめくと橋から落ちることに気づいて踏みとどまる。こんなことで死んだら洒落しやれにもならない。もちろん悲劇にもならない。

　詩人はそんなカナギの様子を見て立ち止まり、小首をかしげた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、君。気分が悪いのでは？　病弱なんだから、あんまり無理は……」

「……ッ！　どこの！　誰が病弱だ！　そもそも今のはお前が悪いんだろ!?　俺が聞きたいって言ったのはそんな愉ゆ快かいな文化史じゃない！」

　力ちから一いつ杯ぱい叫びつつ、カナギは震ふるえる拳こぶしを抑おさえる。護衛をすると言ったからには、一応こいつは殴なぐるまいと思っているからだが、当の詩人はさっぱり黙る気配がなかった。

「病弱じゃないですか、ここに来るまでに一体何回頭痛めまい発熱および喀かつ血けつを繰くり返したと思ってるんです。普ふ通つうなら死んでますよ。さあ、手を引いてあげましょう。危ないですから」

　穏おだやかな声こわ音ねで容よう赦しやなく言い、詩人はカナギに片手をさしのべる。

　手て袋ぶくろごしでも中身の繊せん細さいさを予感させるような指を、カナギはおぞましいものを見る目で見下ろし、一歩後ずさった。いくら今は病弱──実際には呪のろいのせいなのだが──とはいえ、身体能力には元々自信があった自分が、この見るからに非ひ戦せん闘とう用の人間に手を引かれるなど、あり得ない。プライドを金かな槌づちで殴られているような気分で、カナギは声を絞しぼり出した。

「どんな嫌いやがらせだ、それは！」

「純じゆん粋すいな親切心です。そう毛を逆立てないで。ほら、怖こわくありませんよ？」

　詩人は聞きよい声で恥はずかしげもなく言い、犬いぬ猫ねこにするようにカナギを手招く。

　カナギは必死でそれから目をそらし、精神の安定のために剣の柄つかを握にぎった。

「お前……頼たのむから、黙ってろ。それ以上喋しやべると、真ま面じ目めに命の保証はしないぞ」

　ふるふると肩かたを震わせ、耐たえる風ふ情ぜいのカナギを見て、詩人はようやっと手を下ろした。

　唇くちびるに淡あわい笑えみを載のせ、軽かろやかに身をひるがえして歩き出す。

「物ぶつ騒そうですね。じゃあ、代わりに、さっきの続きを話しましょう。例の魚は有名な発酵食品になり、数すう奇きな運命を辿たどるのです。闇やみ魔ま法ほう教会の図書館にはこの発酵食品の味と匂においについて詳くわしく記しるした書物があって、食欲を減退させる『呪いの書』としてごく一部で有名なんです」

「いらん、やめろ、黙れ！　あと、そのごく一部の人間は総そう出でで呪いに謝あやまれ！」

「聞かないんですか？　ちなみに『呪いの書』の読者は妙みよう齢れいのご婦人方が多いんですよ」

「……なんで？」

　うっかり興味を惹ひかれてしまったカナギに、詩人は当然のように告げる。

「そりゃ、減量したいからでしょう」

「……女ってのは！　って、そうでなくて……！」

　すっかり詩人のペースに吞のまれたまま、カナギはよろよろと彼の後に続いて橋を渡り終えた。

　ラートリの台地は結構な高さがあり、街に入るには絶ぜつ壁ぺきに張り付いた階段を上る必要がある。狭せまい階段を、詩人は体重のないような所作で上っていく。

　カナギは吹ふき付ける風に顔をしかめ、帽ぼう子しを押さえながら先を行く男を見上げた。

　詩人と旅したこの三日間、一事が万ばん事じ、こんな調子だった。

　この詩人から、自分があまり詳くわしくない神や不死者についての情報を引き出そうとしたのはカナギのほうだ。詩人は確かに多くのことを知っていたし、語ることを厭いとわなかった。だが、とにかく知識が広こう範はんな上、話がずれるのだ。

（こいつ、本当にどこまで本気なんだか……さっぱりだ）

　常にどことなく楽しげで、浮うき世よ離ばなれした風情を漂ただよわせる詩人は、カナギにはどうも理解しがたい人種だった。なにせ、わざわざ危険な辺境の遺跡を訪おとずれる理由を訊ねてみても、『観光』と『歌うため』としか答えないのだ。

（街を巡めぐって寄進を募つのってりゃ、生活するには困らないんだろうに。あえて苦行に精を出す種類の人間にも見えないんだけどな）

　考えながらカナギが階段を上り始めると、詩人が振ふり返って少し笑う。

「呪いの書の話はお好みじゃないようでしたから、ここで君好みの『有益な情報』をひとつ」

　そう言った詩人の声音が柔やわらかさの裏に何かを滲にじませた気がして、カナギは顔を上げた。

　風が詩人の白い衣ころもをひるがえし、軽い足音が階段を上っていく。

「不死者は魔物の封印として世界の縁ふちに住み、魔物から人間を守ってくれる存在ではありますが、必ずしもひとに優やさしいとは限りません。今、世にはびこっている倫りん理りや法は、人間たちが作ったものですからね。不死者はその外にいます。くれぐれもお気をつけて」

　言って、詩人は最後の段を踏んだ。街の門の前、ほんの小さな広場でカナギが上ってくるのを待ち、どこか芝しば居いめいた所作で一礼してみせる。

　カナギは詩人を軽くにらみつけ、次に街の門を見上げた。

　さして大きくはないが、重い金属で造られた両開きの扉とびらの上には、翼つばさを広げた鳥が彫ほり込まれている。その細工の精せい巧こうさが、ここが前世界の遺跡であることを主張していた。城壁は石のような材質でできているが、どこにも継つぎ目がない。代わりに、ここへ来る途と中ちゆうの遺跡の礼拝堂で見たような鈍にぶい金色の金属管が、城壁のところどころへ蔦つたのようにからまりついていた。

「それのどこが有益な情報だよ。どうせなら、不死者の丸め込み方でも教えてほしいもんだ」

「不死者を操あやつれるのは、彼らを創つくった存在たちだけですよ。わたしの言葉は、残念ながら人間用でして。人間相手なら操る自信はあるんですがね。……すみません、こんにちは」

「操るって、お前……」

　さらりと混じった不ふ穏おんな言葉に、カナギは詩人の横顔を見やる。

　彼はフードと髪かみでその仮面めいて整った顔を隠し、門を眺ながめていた。

「返事がありませんね。冬季休業かな？」

　カナギには答えず、そうひとりごちて、詩人は今度は門もん扉ぴの脇わきに生えている金色の金属管を杖つえで打った。冷えた大気に高い音が響ひびき、やがて壁かべの向こうで、しゃらしゃらと幾いく重えにも同じような音が重なる。さざ波に似た高音の重なりに、カナギはわずかに緊きん張ちようして眉まゆを寄せた。

「それも何かの仕し掛かけか？　そもそも、ここに門番なんているのか？　遺い跡せきだろ」

「不死者の住んでいる遺跡、ですよ。今まで通ってきたような、放ほう棄きされた場所とは違います。不死者は大たい抵てい、人間か、遺跡の仕掛けを下僕に使っていますね。ところによっては、自動的に開く扉や、自動人形なんていうのもあるらしいですよ」

「自動？　そんな気色悪い……」

　不快げにつぶやいたとき、不意に門から錠じようの外れる音が響いた。

　詩人とカナギが見つめる中、正門の横の、身をかがめねばくぐれない小さな通用門が細く開き、あとはまた静まりかえる。

　開門した人間が出てくるわけでもなく、木製の扉はきいきいと音を立てて風に揺ゆれていた。

　なんとなく不安なカナギが詩人の顔を見ると、先に行けというように首を傾かたむけられる。

「さ、どうぞ」

「なんで俺が!?　また変な仕掛けがあったらどうするんだ、慣れてるならお前が先に行け！」

「構いませんが……わたしは多分、仕掛けがあっても影えい響きようは受けませんから、君の安全の目安にはならないと思いますよ。まあ、君がどうしても怖くてたまらないと言うのでしたら──」

「…………わかった、黙だまれ。俺が行く」

　詩人の言いように憮ぶ然ぜんとした表情になり、カナギはくぐり戸をにらんだ。

　長く逡しゆん巡じゆんするのは性しように合わなかったが、どうしても気き後おくれはある。

　彼はこの北部辺境に来るまでは、不死者やら遺跡やらの話はほとんど昔話か迷めい信しんだと思っていたのだ。それが、ここへ来る途中で出会った奇き妙みような仕掛けでもって覆くつがえされてしまった。あの、詩人の回した円えん盤ばんで見せられた極ごく彩さい色しきの光景が、今も視界の端はしでちらついているように思える。

　外から見た限りではあまり朽くちた感じはないが、きっとこの街も、魔法的な何かに満ちた怪あやしげな場所なのだろう──そう覚かく悟ごをして、カナギはくぐり戸を抜ぬけた。

「……あれ？」

　途と端たん、予想外の優やさしげな色合いが視界に飛び込んできて、カナギは瞬しばたたく。

　家々の深い赤、屋根や飾かざりにのぞく青緑。

　あちらやこちらの細く入り組んだ路地は、すべてモザイクタイルで舗ほ装そうされ、野山や花、鳥や獣けものの姿が描えがかれている。雪はほとんどなく、あってもきちんと脇にのけられていた。

　ここは麓ふもとのエータのような、また、他ほかの小さな街のような、土気色の場所ではない。すべてを威い圧あつするような、帝てい都とや魔法教会の施し設せつとも違ちがう。

　穏おだやかに美しく、現実感のない、まるで玩がん具ぐのような街だった。

「綺き麗れいでしょう？」

　振り向くと、詩人がたたずんでいた。カナギは肯こう定ていも否定もせず、戸と惑まどった問いを返す。

「これ……遺跡か？」

「ええ。あちこち修復されていますが。前世界の遺跡というのは、そもそも色彩鮮あざやかで美しいもの。触さわると気が狂くるう、というのも一種の迷信で、特とく殊しゆな仕掛けに触ふれなければ安全ですよ。文字が刻まれている仕掛けには注意してください。ああ、向こうはまだ、崩くずれていますね」

　詩人が杖でさしたところを見れば、確かに石造りの建物が半分欠けていた。しかし、建物の崩ほう壊かいのさまさえ、荒こう廃はいというよりは穏やかさを醸かもし出しているように見える。

「崩れてるったって……こんな小綺麗な街維い持じするのに、一体いくらかかるんだよ」

　エータの町長が貢みつぎ物をするとは言っていたが、それだけでまかなえるものだろうか。

　カナギが半ば呆あつ気けにとられて辺りを見み渡わたしていると、彼の耳にぱたぱたという小さな足音が届いてきた。

　不死者に仕える人間とやらか、はたまた『仕掛け』の一種か。

　待ち受けるカナギと詩人の前に、脇の路地から鮮やかな色彩が飛び出してくる。歳としのころなら一五、六、赤毛を編み、刺し繡しゆうをほどこした黄色いドレスをまとった少女だ。

　彼女は街路にたたずむ青年たちを見つけると、朗ほがらかに笑った。

「いたわね！　旅人さんたち、ようこそ、小こ春はる日び和よりの街へ！　私はこの街の主あるじに仕える者。あなたたちを歓かん迎げいするわ」

　現れた少女の容よう貌ぼうと台詞せりふは案外庶しよ民みん的で、カナギはちょっと拍ひよう子し抜ぬけする。

「あー……ええっと？　俺は、その、街の主っていうか不死……」

「わかってるわよ！　巡じゆん礼れいね。でもお館やかたさまとの面会は午前中だけだから。今日はうちに泊とまってらっしゃい。そっちのひとも」

　すたすたと歩み寄り、少女は詩人のほうを見やる。詩人は額に手の甲こうを当て、会え釈しやくした。

「こんにちは。お迎むかえありがとうございます、春の盛さかりの君」

　柔らかな声で挨あい拶さつされ、少女はかくりと首をかしげる。

「春？　なに、それ？」

「君のことですよ。小春日和より春の盛りが似合う気配がします。萌もえ立つ生命力の中に、早朝の露つゆを含ふくんだ柔い花──もしくは遠浅の海から寄せてくる波のようだ」

　詩人の手が花をなでるように少女の頰ほおの近くを滑すべり、彼女の目を丸くさせた。

　ついでに、見ていたカナギの肌はだには鳥肌を立てた。

「それ、口く説どき文句？　よくわかんないけど、そんなふうに言われたの初めて。わあ、なんか変な感じね！」

（……気づけ！　変なのは目の前の男の頭の中だ！）

　カナギの良心から湧わき出た言葉は声に出されなかったので、当然誰だれにも伝わることはなかった。少女はくすぐったく笑って詩人の手を取る。

「ね、立ち話もなんだし、早く行きましょう。すぐそこだから」

「じゃあ、お言葉に甘えてお邪じや魔ましましょうか、カナギ……って、君はまた顔色が最悪ですね」

「……半分はお前のせいだから、何も言わずに前を見ろ」

　青ざめながら手をふる。

　そうして歩き出す二人の後について細い路地を抜けながら、カナギは辺りを見回した。

　街は静かだ。ひとの気配を含んではいるが、ひそやかに沈ちん黙もくしている。

（嫌いやな感じだ。どっかで見られているような気がする）

　首筋がむずがゆくなるような感覚に、カナギは気を引き締しめ直した。

　この街は色々とおかしい。街の豊かさ、美しさも奇妙だが、気候に関しても不自然だった。

　目の前の少女はこの街を『小春日和』の街、と紹しよう介かいしたが、なるほど、ここは外より暖かいのだ。かといって、かつて海だったという辺りの氷がゆるむ気配はない。

　考えこむカナギの目の前で、少女と詩人はのんびりと話しながら階段路地を行く。

「旅人さん、あなたって、何をしてるひと？」

「詩人ですよ、お嬢じようさん。不死者に歌を届けに来ました」

「そうなの？　わあ、運がいい！　もうすぐ祭りなのよ、ここ。歌を歌ってくれる？」

「もちろん、それが仕事ですから」

「嬉うれしいな、きっとみんな歓迎するわ。さ、ここよ、入って」

　指し示された家は三階建てで、赤い壁に草花の文様が描かれている。

「ありがとう。今こ宵よいはあなたのために歌いましょう」

　詩人は律りち儀ぎに礼を言い、赤毛の少女の手を取って軽く唇くちびるに押し当てた。

　少女は弾はじけるように笑って詩人を見上げ、琥こ珀はくの瞳ひとみと視線を合わせて固まった。

　フードの下の顔を、やっと見てしまったのだった。

　人間離ばなれした美貌に呆ぼう然ぜんとなった彼女の手を放し、詩人は視線を巡めぐらせる。振ふり向くと、なぜかカナギもそこで固まっている。

「どうかしました？　何か問題でも？」

「いや……その、まあ、ある意味問題なんだが……」

　目の前の館に、宿の看板はない。代わりにあるのは、扉とびらの両側に開いた小さな窓だ。

　この造り、カナギは以前にも見たことがある。

「これ、娼しよう館かんなんじゃあ……」

「……おや？」

　顔を見合わせた数秒後、いくつかの窓が開く音が連続して響ひびき、路地は花の匂においで埋うまった。
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「わざとだったのか？」

「なんですって？」

「わ・ざ・と・か？　って訊きいたの！」

　喧けん噪そうの中でカナギが叫さけぶ。

　途端に、女たちのばか笑いが弾けた。

　カナギと詩人が引っ張りこまれた娼館のホールには、一体どこから現れたのかと首をかしげたくなるほどにひとがあふれていた。髪かみにリボンを編み込んだ女たち、酒の盃さかずきを手に笑う男たち。彼らは詩人の歌を聴きくためという名目で、街中から集まってきたのだ。

　見かけだけ重じゆう厚こうなソファで楽器の調ちよう弦げんをしていた詩人が、周囲にはべる女たちに笑いかける。

「わざとじゃありませんよ。でもまあ、いいじゃないですか。ねえ」

「いいわよねえ」

「ねえー」

　一いつ斉せいに唱和する女たちの高い声に頭痛を覚え、詩人と差し向かいに座っていたカナギは力無くうなだれた。

　薄うす紅べに色いろのドレスを着た女が、彼の眉み間けんを指で、ふに、と押さえて顔をのぞきこむ。

「ねえ、あんた。なんでそんな気むずかしげなの？　眉間にしわ、できちゃうよ？」

「いいよ別にできても！　ええい気軽に触るな！　そして脱ぬがすな！」

　戯たわむれる指が襟えり元もとに降りてくるのをカナギが必死で阻そ止しすると、女はころころと笑った。

「だって、そんなびしっと着てるの大変じゃない？　誰かに、義理立てでもしてるの？」

「単にびしっと着るのが好きなの！　お前な、触りたいんならあっちに触れ、あれはきっと何も気にしないぞ」

　カナギが指さした先では、詩人が女たちの群れに妙みように馴な染じんでいる。

　女はつられて詩人のほうを見たが、何やら恥はずかしげに目を伏ふせた。

「ああ……彼は、ほら、あの。触るとかより、飾かざっておきたい感じ？」

「飾ってって……男だぞ……？」

　呆あきれて言うが、どうも他の女もそんな調子らしい。

　外がい套とうをとった詩人を見た女たちは残らず硬こう直ちよくし、落ち着かない様子になった。そんな彼女らを安心させるように詩人が笑った途と端たん、女たちは妙に彼に従順になってしまったのだ。どこか幼げな様子になった女たちを相手に、詩人はばか話に興じている。

（わからん……綺麗は綺麗だけど、落ち着かないだろ、あんなの飾ったら）

　カナギは思い、形ばかり酒しゆ杯はいに口を付けながら詩人のほうをうかがう。

　整った顔ではある。けれど、生々しさに欠ける詩人の容貌はかえって記き憶おくするのが困難で、目を離はなしたら忘れてしまいそうな危あやうさがあった。生来の芸術音おん痴ちも手伝って、カナギはそんな詩人の外見をあまり高く評価したいと思わない。

　詩人の柔やわい声はよく通り、女たちは暗示にかけられたように彼を見ている。

「……ということで、その呪のろいの書の一三番目の持ち主は、悲劇の恋こいに身を投じたのです」

「かわいそう……」

「素す敵てき……」

（……しかもまだ呪いの書の話か！）

　精神に軽い打だ撃げきを受け、カナギはがくりと背もたれに頭を預けた。

「あ、これ、あんたの剣けん？」

　目を閉じようとしたところにそんな声が聞こえ、カナギは身体からだを起こす。

　見れば、例の薄紅色のドレスの女が、カナギが傍かたわらに置いていた剣を手に取っていた。

　女の細い指が柄つかに絡からみ、白はく刃じんを半ばまで抜き取るのがカナギの目に映る。

「わ、綺き麗れい！　ね、これで人を斬きった？」

「…………」

　カナギは無言で立ち上がり、女から素す早ばやく剣を奪うばい返した。

　さして乱暴な所作ではなかったが、女はびくりと震ふるえ、カナギを見上げる。黒髪の青年は何も言わず、彼女を見下ろしていた。その瞳がものを見るような冷え切った気配を漂ただよわせているのを感じ取り、女は無意識に、小さくあえいだ。

「あ……」

「やあ、君は本当にその剣が好きですね」

　詩人の穏おだやかな声がして、場の緊きん張ちようがふと、ほどける。

　カナギの瞳がひとの色を取り戻し、彼は嫌そうな顔で振り向いた。詩人は相変わらずの淡あわい微び笑しようを浮かべ、楽器を片手に歩み寄ってくる。

　薄紅色のドレスの女が慌あわてて立ち去り、カナギと詩人は隣となり同どう士しに座りなおした。

　女たちがなんとなく遠巻きになるのを見計らい、カナギは囁ささやく。

「詩人、ここ、おかしいぞ」

　こんな、ろくに客がこない場所にしては豪ごう華かすぎるし、街中で感じた監かん視しされているような違和感も消えない。

　詩人は白い睫まつ毛げを伏せてうなずきに代え、すぐに微笑ほほえんでカナギを見る。

「それにしても、君。肩かたの傷はもう、本当にいいんですか？」

「あー？　全然平気。治ち療りよう済みだし」

　本当はまだ痛んだが、カナギはひらひらと追っ手のナイフが刺ささったほうの手を動かしてみせる。詩人はそれをじっと見つめ、次にカナギの顔へ視線を移した。

「そうですか。それにしてはまったく死相の消えないひとですね。内臓のほうがまずいのかな。君、やはり重病人なのでは？」

「俺はただの風邪かぜ！　喀かつ血けつは咳せきしすぎて喉のどが切れただけ！　薬くす師しが言うんだから信用しろ」

　この三日間言い通してきた無理な言い訳を繰くり返すカナギを眺ながめ、詩人は笑う。

「薬師、ですか……しかし君、控ひかえめに言っても剣士のほうが似合ってますよ」

「はあ!?　どこが？」

「顔が」

「それだけか！　そんなこと言ったら、お前が放ほう浪ろうの詩人ってのも相当似合ってないぞ。あんなの、基本的によぼよぼの爺じじいがやるもんだろう！」

　カナギが言うのは本当のことだ。貴族や金持ちに雇やとわれ、暇ひまつぶしの歌を歌う詩人ならともかく、宗教歌を歌って辺境を巡る詩人には、世捨て人の老人が多い。詩人は軽くうなずいた。

「ああ、それはありますね。どうもこの顔だと威い厳げんに欠けるもので、街に入るときは大たい抵ていフードを深くかぶるんですよ。視界が狭せまくなって危ないんですが……」

「……そんな理由で顔、隠かくしてたのか」

「他ほかにどんな理由があるんです？　それより君、君は一体どうして薬師になろうと思ったんですか？　剣の腕も立つのでしょうに」

　興味深げな問いには答えず、カナギは詩人に問い返す。

「なんだよ、突とつ然ぜん。お前こそどうなんだ。どうして詩人なんかになろうと思った？　根無し草の放浪者には市民権もない。辺境じゃ尊敬されるかもしれないが、帝てい都とのほうじゃ物もの乞ごいと同じ扱あつかいだ。あんまり楽しげな商売には見えないけど」

「そうですね。詩人は──望んでなるものではありません。ただ、気づくんです。自分が詩人であったことに。そうして名を捨て、心を捨て、虚うつろのままに世界の代弁者たる歌うたいとなる。それが詩人であり、わたしです」

「名を捨て、心を捨て、ね」

　低く繰り返す。心のない人間などいるものか、カナギはそう思う。もしも詩人の言うように、名や心が容易たやすく捨てられるものだったなら、確かにこの世は生きやすかろう。

　けれどそれはカナギの歩む道とは違ちがう。まったく違う。

　カナギは上着のポケットから小さな水薬の小こ瓶びんを取り出し、中身を指先に一ひと滴しずくだけ落とした。

　それを唇くちびるに移すと、酷ひどい苦みが口中に広がる。カナギは顔をしかめ、身体をソファに沈しずめた。薄いまぶたを閉じ、詩人に言う。

「俺が薬師になった理由はひとつだ。剣で死は切り裂さけない。以上。俺は一いつ瞬しゆん寝ねる。詩人、お前ちょっと歌でも歌って、このやかましい夜行性の蝶ちよう々ちようどもを黙だまらせといてくれないか？」

「蝶々ですか。珍めずらしく詩的な表現ですね」

「ああ、粉っぽいところが似てるだろ」

「粉って……りん粉と、白粉おしろいのこと、ですか……？」

　呆れた気配に、カナギは笑った。喉にひりつく水薬の刺し激げきは、やがて身体全体に落ちてくる。

「曲はどんなのがいいんです？」

　詩人の声がする。自分の心しん拍ぱく数すうを数えながら、カナギは答える。

「もの凄すごく能天気で幸せなやつ。いっそ恋れん愛あい歌とかで。……で、歌い終わっても起きなかったら、たたき起こしてくれ」

　詩人はええ、だか、はい、だか、とにかく承しよう諾だくの返事をした。

　カナギは目を閉じ、薬が効いてくるのを待つ。自作の水薬は、まず最初に一瞬の寒気と息苦しさを彼にもたらし、次に体内の焼け付く痛みを冷ましてくれる。

　カナギはつかの間の眠りに落ちる前に、詩人の奏かなでる歌を聞いた。

　それは何やら、女を助けようとした男が、女と一いつ緒しよに崖がけから落ちる歌のようで──一体それのどこが幸せなのか、カナギにはさっぱりわからなかった。
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　詩人の歌は、波は紋もんのように室内へ広がった。

　耳馴染みのよい声がなぞる旋せん律りつは、なぜだか誰だれにとっても懐なつかしい。ひとり、またひとりと会話をやめた男女が詩人を見つめ、その歌に聴きき入りはじめた、ちょうどそのとき。

　娼館の扉とびらが細く開いた。

「……なんだい？」

　最初に気づいた重量級の元美人が、扉の隙すき間まをのぞきこむ。

　途端、カナギが、はた、と目を開けた。

　詩人の指も止まり、琥珀と灰色の視線が扉を見つめる。

　変化は唐とう突とつだった。娼館の、赤く塗ぬられた木製の扉。

　それが突然と発火した。

「ぎゃあああ！」

　女が獣けものじみた悲鳴をあげる。室内に、一気に緊張の波が走った。数人の娼婦や男たちが立ち上がり、重い帯の間や革かわベルトからナイフを抜ぬく。荒あら事ごとに慣れた所作だった。

　しかし、扉から現れたのは、彼らの予想したような敵ではなかった。

　入ってきたのは、炎ほのおだったのだ。

　オレンジ色の炎は女を完かん璧ぺきに包み込んだかと思うとすぐに吐はき出し、ぱたりと床ゆかにしたたり落ちて、立ち上がった。炎は粘ねん土どを練り上げるように、ひとに似た姿を取って燃えている。

　それがただの炎でないのを示すよう、辺りの大気が異常な緊張をはらんでびりびりと鳴った。

「──死し霊りようだ、魔ま物ものだ！」

　ヒステリックな声があがる。確かにその姿は、地じ獄ごくの業ごう火かで焼かれる死人を連想させた。

　近付いてくる炎に、辺りは恐きよう慌こう状態になる。無意味な悲鳴をあげるもの、皿や椅い子すをひっくり返すもの、何かに祈いのるものの声が交こう錯さくした。微び動どうだにしないのはカナギだけだ。とはいえ、彼も落ち着いているわけではなかった。ただ、動けなかったのだ。

「……なんだ、あれは……」

　つぶやいた口の中がからからに渇かわき、視線は炎の上に固定されて、そらすことができない。

　視線を感じる。

　あの炎は自分を見ている。

　取り乱した人々が争いながら裏口へ向かいかけたとき、カナギの横で、詩人が立ち上がった。

「待ちなさい」

　静かな声が響ひびき、人々は一いつ斉せいに詩人を見る。

　彼の声はけして大きくはなかったが、得体の知れない強制力を持っていた。

　白い男はすんなりとした立ち姿をさらし、まっすぐに炎を指さす。

「死霊は不死者の門を越こえることはない。ごらんなさい、家はどこも燃えてはいませんよ」

　言われてみれば確かに、床にも、倒たおれている女にも、焼けこげたような跡あとは少しもなかった。

　ならばこれは一体なんだ？　人々は戸と惑まどった視線を交かわし、カナギは囁く。

「……詩人、俺、めちゃくちゃあれに見られてる気がするんだけど」

「でしょうね。わたしも感じます。あれは君を捜さがしている。おそらくは──魔法の類たぐい。剣で打ち倒すことは叶かないません。恐おそれずに見つめ、見抜くことです。相手の正体を」

　動じない声がありがたくもあり、いらだたしくもあり、カナギは視線を炎にすえたまま叫ぶ。

「できるか、そんなん！　こっちはただの薬師だぞ、魔法の心得なんかひとつもないんだ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、魔法と言えど、この世のものです。目に頼たよりすぎなければ、きっと見えるはず」

　頼るも頼らないも、目以外でどうやって見るのだ。できるもんならお前がやれ。そう悪態を吐つきたかったが、無む駄だ口ぐちを叩たたいても事態は好転しない。だいたい見つめられているのは自分だ。

（くそ、どうとでもなれ）

　カナギは半ばやけになり、瞳ひとみを閉じた。

　闘たたかっているさなかは、見えるはずのないものまで見えるような気がする。

　その感覚を思い出そうと、意識を集中する。しかし、薄うすいまぶたごしにも、橙だいだい色いろの光は差し込んでくる。邪じや魔まだ、といらだちながら、ふと、この色には見覚えがあると気がついた。

　これはあのとき、遺い跡せきの礼拝堂で見た光。

　はっとして目を開けると、炎はもう眼前で燃えていた。

「お前、あのときの！」

　カナギが声をあげると、熱のない炎は一度大きくゆらめき、ぴたりと動きを止めた。

　急に視線の呪じゆ縛ばくが解けた、と同時に、足元から風が起こる。

「うわ!?」

　反射的に目をかばったカナギの前で、螺ら旋せんを描えがいた風は燃えさかる幻まぼろしの炎を吹ふき飛ばした。

　橙色の光はほろほろとほどけ、端はしから薄黄色い髪かみになる。

　髪の次には白い顔が、黒衣に包まれた身体からだが、本のページをめくったように現れる。

　見る間に、炎はひとりの少女の姿をとった。

　まぶたがゆるやかに開かれると、再びあの視線がカナギに突つき刺ささる。

　赤あか紫むらさき色の、燃えさかる目を持った少女。遺跡で死んだはずの彼女が、今カナギの目の前に立っている。

「……カナギ」

　かすれた声が青年の名を呼び、そして──彼女は床へと崩くずれ落ちた。
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「……万に一つの奇き蹟せきが起きてしまった、としか言えません」

　少女の横たわる寝しん台だいから視線をそらし、詩人が言う。カナギは眉まゆを寄せて答えた。

「『覚かく醒せい』しちゃった、ってこと？」

　二人は少女が倒れた後、彼女を娼館の使用人部屋に運び込んでいた。

　呆ほうけたようになった娼館の人々は、とりあえず各おの々おのの部屋に帰ったはずだ。先ほどまで彼らをなだめていた詩人が、カナギの発言にうなずく。

「手っ取り早く言えばそういうことです。元から魔法の才能はあったのでしょうが。遺跡で会ったときも、自己流で使っていたくらいですから……ほら、これ。見てください」

　詩人は、毛布の隙間からはみ出た少女の手首を指し示す。

　そこには、銀色のバングルがはまっていた。素そ朴ぼくで大だい胆たんな装そう飾しよくのほどこされたバングルの中央には、クルミ大の紫色の石がはまっている。

「手首ごと盗ぬすまれそうな石だな」

　カナギが素す直なおな感想をのべると、詩人は軽く首を横へふった。

「魔法力を補助する類の石ですよ。代々の魔導師でもなければ、手に入るものではありません」

「代々のって……。こいつら、傭よう兵へいとか暗殺で生計立てる戦せん闘とう種族だぞ？　知らないか、エル＝ウルキアっていうの。魔法の類は毛け嫌ぎらいしてる種族のはずだ」

「ああ……南方の狼おおかみですね。種族同士のいざこざから争い続け、土地を荒あらし、戦闘能力を売るしかなくなったという。……でも、彼らはもっと浅黒い肌はだをしていたと思うのですが」

　詩人の答えを聞き、カナギは瞬しばたたく。確かに、エル＝ウルキアには浅黒い肌と黒い髪を持つものが多い。あらためて見返してみると、少女の肌は帝てい国こく中心部か北部辺境の住人のような、透すけるような白だった。

「……そう言われればそうだな。なんか、拾われたとかさらわれたとかなんじゃ？」

「かもしれません。女性が戦闘員になるというのも、少し妙みようですしね」

　詩人が少女の手を丁てい寧ねいに毛布の中へと押し込むのを、カナギは複雑な表情で見下ろした。

　カナギに加勢するために、詩人が回した円えん盤ばん型の遺跡の仕し掛かけ。あれがひとにもたらすのは、狂きよう死しか覚醒だ。あのとき、確かに少女は死んだはずだった。埋まい葬そうはできず、布でくるんで置いてきたのだが、今、彼女は薄うすい胸をわずかに上下させながら、寝台の中で眠りについている。

　仮死状態だったのか、もしや、生き返りでもしたのか。どちらにせよ、カナギを追ってここへたどり着いた。おそらくは、彼を殺すという執しゆう念ねんだけで。

　面めん倒どうなことになった、と思うのと同時に、カナギは妙な安あん堵ども感じている。

　年若い少女を殺さずに済んだ──今さらそんなことで心を軽くする自分に内心あきれ果てながら、カナギは言う。

「実際遺跡に触ふれて魔導師になった奴やつなんて、世界中でも数人だって聞いたぞ。『覚醒位』ってのは、魔法教会の最高の地位だろ？　下手な国王より格上じゃないか」

「正式にはそうなっています。実際は……覚醒しても、自じ滅めつしたり身を隠かくしたりするひとも多いのではないでしょうかね。覚醒の衝しよう撃げきは、しばしばひとの心を吹き飛ばすと言いますから。そこを乗り越えれば、世界の要素を自由にいじれるようになるそうですが……難しいですよ」

　詩人の言葉を聞き、カナギは自分の乏とぼしい魔法知識をひっくり返した。

　彼の出身地である東方自治区は、自然環かん境きように恵めぐまれていたこともあり、魔法教会との結びつきがほとんどない。カナギは帝国都市への留学経験があるから、まだしも魔法の概がい念ねんに馴な染じみはあったが、故郷では魔法と聞いただけで顔をしかめる人間も多かった。

　魔法とはそもそも、『力』をある種の形に練り上げ、世界に影えい響きようを及およぼす法だ。

　元となる力が強大であればあるほど、影響力も強くなる。

　たとえば自分の生命力を燃やすのであれば、あるていど才能のある人間なら多少の訓練でできるようになる。さらにどこかの魔法教会に属して上位へ上がり、学び続ければ、魔法陣じんや魔法式、儀ぎ式しきの力を借りてもっと大きな力──自身の外側の力──を繰くることも可能になる。

　その辺りの才能が一いつ切さいないカナギには今ひとつぴんと来ないが、覚醒で得られるのはそのさらに先の力だった。この少女は、自ら世界の構成要素を知り、繰る可能性を手に入れたのだ。

「とんでもない奇蹟だな。詩人、お前はこれにも『意味』があるって言うのか？」

　多少の皮肉を含ふくめて言ったが、詩人は素直にうなずいた。

「おそらくは。しかし彼女、これからが大変ですよ。さっきの様子からしたら、混乱も激しいし、力も使いこなせていないようだし。自分の力と向き合い、世界の真理と向き合わねば使いこなせる力ではないのでしょう。心の安定のほうは、これからの周りの対応によるでしょうね。家族や親しかった友人が離はなれず世話をしてやるのが一番なのですが」

「……家族は知らないけど、身近な仲間は全員死んでるよ」

　カナギの声は少し暗かった。

　エル＝ウルキアは家族同然の群れを組んで仕事をこなす。カナギを追ってきた連中は彼女の他ほかはすべて死んだと、少女本人が言っていた。ほとんどはカナギが殺したのだ。

「やれやれだ……こいつ、どうする？　俺はこのやたらと怪あやしい娼しよう館かんに長居したくないぞ」

　少女が入ってきたときに辺りを走った物ぶつ騒そうな気配は、誤ご魔ま化かしようもないものだった。

　ここの連中は『聖地』に住むにしては、荒あら事ごとに慣れすぎている。もっとも、そんな彼らを脅おどし半分、真実半分のはったりで鮮あざやかに丸め込んで見せた詩人も、相当ただ者とは思えなかったのだが。詩人はうなずく。

「そうですね。この子のことは、可能そうならわたしがやってみます」

「お前が？　こいつの世話？……危なくないの？」

「彼女が目覚めたら、剣で殺すことは難しいでしょう。わたしには別のやり方があります。遺跡の仕掛けを発動させた責任を取りましょう。それより、問題は君ですね」

「俺？」

　訊きき返すと、詩人は穏おだやかにうなずいた。しかし告げた内容はあまり穏やかではない。

「彼女は君を殺すという一念でここまで来たわけですから。下手をすると、君への執念だけの存在になります。君、わたしを信じてこの子を預けます？　それとも今、斬きり殺します？」

　淡たん々たんとした問いに、カナギは詩人の顔を見つめた。琥こ珀はくの瞳が物静かに見返してくる。

　カナギは胸に苦いものがわき上がるのを感じながら、抑おさえた声で言った。

「何言ってんだ、お前。理由がなんだろうが、寝ねてる女子供を斬れるか」

「……本気で言ってます？　この子、君を殺そうとしているんでしょう？」

　詩人は少し意外そうに問い返す。その奇き妙みように邪気のない態度がますますいらだちを募つのらせて、カナギは声を平静にするのに酷ひどく苦労した。やっと出した声は、わずかにこわばっている。

「俺はいつでも本気だよ。こいつが起きてまた俺を殺しにくるなら、相手するだけだ」

　詩人はしばらく不思議そうにカナギの顔を見ていたが、やがてかすかに笑った。

「……君は、いいひとなんですね」

「お前は、割わりとたちの悪い奴みたいだな」

「わたしはただ、博愛主義なだけですよ。善人も悪人も、生者も死者も等しく愛しているだけです。世のすべては、あらかじめ定められた流れの中にある。ひとも、物も、あるようにあり、なるようになるのです」

　詩人の声はなめらかで、紡つむぐ言葉は一種理想的にも思える。カナギは唇くちびるで薄く笑った。

「なるほど。だからお前は、俺がどうしてこいつらに追われてたかとか訊かないわけだ」

「ええ。エル＝ウルキアのお得意先と言えば帝国でしょう。ならば君は帝国の法を犯おかした罪人なのでしょうが、わたしは帝国には恩も恨うらみもありません。彼らの定めた法にも興味がない」

　あっさりと言い切った詩人に、カナギは明るく笑いかけて片手を挙あげる。

「そうか。じゃ、俺はさくっと不死者に会って消えるわ。こいつのことはよろしく頼たのむ！」

　そんな結論を出したカナギを、詩人は面おも白しろそうに笑って見つめた。

「信用されたものですね。……もしもわたしが意をひるがえし、できないと言ったら？」

「謝あやまる」

「彼女にですか？」

「お前にだ」

「……どうして？」

「そりゃ、酷いことをするからだ。ごめん」

　ふと真ま面じ目めな顔になった、と思うと、カナギは詩人のみぞおちを殴なぐりつけた。

　呆あつ気けにとられた顔がまぶたを閉じるのを確かめ、崩くずれる詩人の身体からだを支える。香こう草そうめいた香かおりのする細い身体を適当に部屋の隅すみに転がし、カナギは自分の荷を引き寄せた。

「信用な。……できるわけないだろう。そこまでお人ひと好よしと思われても困る」

　小さく声に出し、扉を細く開けて廊ろう下かをうかがう。辺りには娼館の人間はいないようだ。気づかれる前に逃にげ出そうと決めて扉を閉め、カナギは上着の袖そでをまくった。

　次に自分の荷を解こうとして、少しの間手を止める。

　目の前には薬箱と剣があった。象しよう徴ちよう的てきな、自分の選ぶ二つの道。

　自分は、殺したいのか──生かしたいのか。

「答えは、生きたい、だ」

　誰だれにともなくつぶやいて、カナギは荷に手を伸のばす。


◆



　騒さわがしかったラートリの夜も、ようやく明けた。

　とはいえ、これは時刻上のことで、北部辺境に日が昇のぼるのはもっと遅おそくなってからだ。

　まだ街が寝静まっている早朝に、カナギはラートリの街の奥、不死者の館やかたの廊下を歩いていた。朝からおしかけ、駄だ目めもとで不死者に面会を求めたらあっさり通ってしまったのだ。

　館の使用人に先導され、カナギはただ一人で歩いていく。

　館の長い廊下には窓がなく、しっくいの塗ぬられた壁かべには隙すき間まなく草木や鳥の文様が描えがかれていた。ただの廊下にここまでの装そう飾しよくをほどこすなど、普ふ通つうなら王宮でも考えられない。カナギはその豪ごう華かな内装を面おも白しろく見物している、かと思いきや、めまいで軽く青ざめていた。

　全身の感覚がどうにもちぐはぐな気がして、カナギは使用人に声をかける。

「あのー……すいません、この廊下、斜ななめになってませんか」

「おや、よくおわかりで」

　少し感心した風に言い、使用人は突つき当たりの扉へカナギを導く。

　扉は遠くから見ると大変大きなものだったが、今見ると使用人の背より少し小さい。

　どうもこの廊下は、遠近感を狂くるわすためにあらかじめ歪ゆがめて造られているらしかった。

「何のため、ですか……？」

「洒落しやれです」

　きっぱりと言い切り、使用人は扉を指し示す。

「では、こちらにいらっしゃいますので。あ、剣はお預け願います」

「洒落って……あ、え？　剣は駄目ですか。でも、中にいるの、不死者なんでしょ？」

　問うてみると、使用人は無表情を装いながらも一いつ瞬しゆん言葉をつまらせた。

「……ええ」

「斬っても死なないから不死者なんですよね？　親の形見だから、預けたくないんだけどな」

　困った顔を作ってみせると、使用人は少し嫌いやそうにうなずいた。

「わかりました。扉はどうぞ、ご自分で」

「ああ……どうも」

　言われて、カナギは扉を見下ろす。

　なにやら簡単に行きすぎているような気がする。

　だが今さら疑っても仕方がないし、ここで突っ立っていてもどうしようもない。

　カナギは鳥の姿の彫ほり込まれた取っ手を握にぎり、ゆっくりと回す。軽い音を立てて扉が開くと、ひんやりとした大気が頰ほおをなでた。

　扉の内部は、暗い色の石を張はった大広間である。

　高い場所にある色ガラスが、ちょうど朝日を受けて輝かがやき、床ゆかに色とりどりの光を落としていた。明かりはほとんどそれだけで、部屋の隅は闇やみに溶とけている。

　扉をくぐって立ち止まっているカナギに、低く深い声が話しかけてきた。

「ようこそ、巡じゆん礼れい者しやよ。ここは世界の縁ふち。……あなたは何を望んで、ここへ？」

「──お目にかかれて光栄です」

　カナギが床に躍おどる光を踏ふんで進んでいくと、奥の様子がおぼろげに見え始めた。

　階段状になった場所に据すえ付けられた古い石の椅い子すに、ひとりの男が座っている。

　顔は四〇代半ばのもの、色つやよく、特につり上がり気味の黒い瞳ひとみは生気に満ちて輝いている。ただ、顔の横に落ちる髪かみは真っ白だった。

　これが死を打ち倒たおした人間の顔だろうか。カナギは彼を見つめ、なるべく静かな声を出す。

「……俺は、命の花をわけてもらいにきました。故郷で病に苦しむ者たちのために」

「あなたの故郷とはどこです。東方ですか？」

　知的な響ひびきのある声で言い、不死者はカナギを見つめる。カナギはわずかに迷いの色を見せたが、すぐに答えを口にした。

「東方自治区、美しい水の街。ミズネ・タカミネ」

　懐なつかしいその名を口に出すと、頭の隅すみが酷く痛んだ。

「ミズネ・タカミネ……東方自治区の西方の都市ですね。水と緑に恵めぐまれ、細工物などの名産品が数多くあった。しかし、滅ほろびたのではなかったかな。……最近、魔物の襲しゆう撃げきを受けたとか」

　不死者の言葉が少し意外で、カナギは瞬しばたたく。彼が自分の故郷のことを知っているとは思わなかった。遠い場所なのだ。本当に、恐おそろしく遠い。

　カナギは自分の中の、ごく冷たく冷えた場所から故郷の記き憶おくを引きずり出した。

　道はすべて波打って割れている。澄すんだ水は涸かれ果てた、そしてあちこちで人が死んでいる。

　呪のろわれた街、死の都。懐かしの故郷。

　記憶の中でそれらは、モノクロームの版画のように見える。

　頭が痛い。カナギは自分の声を、少し遠い場所で響くもののように聞いた。

「──お言葉ですが、タカミネは死んではいません。魔物の毒を受け、呪われた都市として帝てい国こくに封ふうじられてはいますが、まだ……生きている。最後の住人が死ぬまで、街は死にません」

「そうかもしれません。そう言えば、あの街からは、ひとり、逃げ出した者がいるという話でした。あなたのことですか？」

「よくご存じですね。なんなら証しよう拠こも見ますか」

　薄うすく微笑ほほえみ、カナギは上着の下に着た黒い衣服の襟えりを開き、肩かた口ぐちから綺き麗れいに筋肉のついた腹の辺りまでをさらした。

　真っ白というわけでもない、象ぞう牙げ色の肌には消えない傷が目立った。だがそれよりひとの目を一番に奪うばうのは、彼の左半身を覆おおうように浮き上がっている濃のう紺こん色の印だった。渦うずを巻き、波立つ水か野放図に伸びた植物のような、ある法則性を持った文様。

　禍まが々まがしい呪いの証しるしだが、何も知らずに見るのなら、それは一種美しくすら見えた。

　玉座の男のまぶたがわずかに震ふるえ、青年の名を囁ささやく。

「あなたはタカミネの薬くす師し、カナギ・サンスイ」

　カナギは沈ちん黙もくを答えに代えて、少しばかり青ざめた顔で乱暴に襟を直した。

「あの街の多くの者が死にました。そして生き残りもまた、この毒で苦しんでいる。……帝国は魔ま物ものを滅めつするが、呪われた者は都市ごと封ふう鎖さして監かん視しするだけです。人々がゆるやかに死にゆくのを待っている。……俺が持ち帰る命の花が、あの街の最後の希望です」

　不死者はつり上がった目を穏おだやかに和なごませてうなずき、傍かたわらの小しよう卓たくから取った木き槌づちで壁に這はっている金色の金属管を打った。

　高い音が響き、やがて背後の扉から、使用人が盆ぼんを持って入ってくる。カナギが振ふり向いてみると、運ばれてきた盆の上には小さな小箱が載のせられていた。

「わかりました。毒を受けつつの長き旅に報むくいて、その身の毒は消える。ミズネの水は蘇よみがえり、住人の身体からも魔物の爪つめ痕あとは消えるでしょう。さあ、命の花です。そして、代わりに──あなたの剣をもらいましょう。命の花の代わりに、命を奪うものを置いていきなさい」

　差し出された箱の中では、小さな白い花がひっそりとカナギを見上げていた。

　カナギはそれを凝ぎよう視しし、そっと左手の手て袋ぶくろをとった。細心の注意を払はらって茎くきをつまむと、そこに生えたトゲが指を刺さし、わずかな痛みを覚える。けれど、カナギは気にせずに花を目の高さまで持ち上げた。

「……すごいな、初めて見た」

　つぶやき、心を奪われたようにさらに見入る。

「さあ、剣を」

　使用人がせかすように手を出した。カナギは思い出したように自分の剣を見下ろし、鞘さやごとベルトから外して使用人の手の中に置く。

「何も有名な剣とかじゃないですが、どうもこの街は剣に興味がある人が多いみたいですね」

「そうですか？」

　答えた使用人の視線の動きを観察し、カナギは唇くちびるで笑う。

「ええ、泊とまってたとこでも、女がわざわざ見に来ましたから。あなたも見ます？」

「は？」

　怪訝けげんそうに使用人が顔を上げる前に、カナギは一度渡わたした剣の柄つかを逆手につかんだ。

　そのまま一息に抜ぬき放つ。

　使用人の額が縦に一筋、正確に薄うす皮かわ一枚だけ斬きれて血が垂たれた。

「わ、わわわ……！」

　怪け我がのうちにも入らない軽傷だが、目の前に血が流れればパニックにもなる。

　使用人は悲鳴をあげ、玉座の男が顔を怒いかりと焦あせりに引きつらせて立ち上がる。

「貴様、一体何のつもりだ！」

「それはこっちが訊ききたい。正しよう真しん正しよう銘めいの不死者の館で、よりによって、今時噂うわさの白色満月草が出てくるとはびっくりだ」

　カナギは疲つかれたように笑って続けた。

「発見されてから二〇年ばかり、ずーっと最高級の麻ま薬やくとして珍ちん重ちようされてた高たか嶺ねの花。実物を花の形で見たのは俺も初めてだ。勉強させてくれてありがとな。で……あんたら、何者？」

　玉座の男が傍らの金属管を何度か叩たたくと、背後の扉から武装した使用人たちがばらばらと入り込んできた。

　警備の男たちが入ってくると、吊つり目の不死者──『自じ称しよう』不死者は細く安あん堵どの息を吐つき、俗ぞくな笑顔になる。

「悪者だ」

「じゃ、斬ってもいいな？」

　カナギの顔から笑みが抜け落ち、彼は一歩踏み出す。

　何気ない動きからにじみ出す殺気に、男たちが引きつった──そのとき。かくりとカナギの膝ひざが崩くずれた。

「あれ？」

　間抜けにつぶやくうちに、呪いのせいとも違ちがう奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんの中、カナギの視界がひるがえった。

「……やっと効いたか」

　重い音がして青年が床に倒れると、すぐさまひとりの男が駆かけ寄って彼の剣を取り去る。

「毒に慣れていたのかもしれません。それにしても……なんだか有名人が来ましたね」

　使用人のひとりが語調を崩し、玉座のほうへ言葉を投げる。

　カナギを倒したのは、彼らの用意した毒であった。あらかじめ、花のトゲに仕込まれていたのだ。玉座の男が唇を歪ゆがめ、頭から白はく髪はつのかつらを引きずり下ろす。

「有名は有名だな。自分の故郷を魔物に食わせたあげくに逃げた、人間のクズとして、だが。まあ、ルースにゃ売れるだろう。しまっとけ」








３　舞台裏にて









（なんにもない、なーんにも）

　夢の中で、少女はぼんやりとつぶやいた。

　さっきから何度も繰くり返している言葉。なんにもない、ここにはなんにもない。

　少女は風吹ふく荒こう野やにひとり、たたずんでいる。

　身体からだには何もまとっていない。

　守ってくれるひとはいない、自分の身を守るものも、ない。

（さみしい）

　そんな言葉を思い浮かべてみるが、ちょっとばかばかしくも思えた。

　さみしいなんて言ったって、ひとりなんだもの。誰もいないのに、同情を引いてどうするの。

　けれど、不意に荒野の向こうから答えが返ってきた。

　──さみしいの？

　柔やわらかくて澄んだ、女の声だ。少女は目を瞠みはり、声の主を荒野に探さがす。

（うん、さみしいの、ひとりでとても）

　──そう。私も、ひとり。とてもさみしい。

　聞こえてきた声は儚はかなげで、もっと絶対的な保護者を求めていた少女の需じゆ要ようとは食い違った。

　けれど、でも、ひとりよりはよほどいい。少女は声にすがるよう、辺りを見み渡わたす。

（じゃあ、私たち、出会おうよ）

　──出会いたい。ねえ、私を助けて。

（助ける。助けるから、どこにいるか知らせて）

　──私はね、

　耳元で柔い声が言い、少女は必死で耳を澄ませた。

　すると、その声は唐とう突とつに、高めとはいえ男声に変わってしまった。

「……起きました？」

　穏やかな囁きに、少女は薄く目を開ける。

　娼しよう館かんの、使用人の使う狭せまい部屋だった。

　珍めずらしいものは何ひとつない、粗そ末まつな部屋。でも、なぜだか落ち着かない気配をはらんでいる。

　すべてが他人ひと事ごとのように遠いのに、何かを喋しやべり出そうとうずうずしている、そんな風に見えた。少女は灰色の室内をガラス玉のような瞳ひとみで見渡し、のぞきこんでくる男へ視線を戻す。

　白い顔、白い髪かみ。無条件に優やさしく細められた琥こ珀はく色の瞳。

　詩人が見守る中、少女はゆっくりと身体からだを起こした。

　彼女は詩人の整いすぎた容よう貌ぼうにも特に動じる気配なく、無感動な目で自分の姿を見下ろす。

　常にまとっていた黒衣は取り去られ、クリーム色の粗末な上下を着ていた。てのひらには包帯がされている。指で確かく認にんしてみると、のど元にも治ち療りようされた痕あとがある。

「痛いところや、苦しいところは？」

　寝しん台だい脇わきのスツールにかけた詩人が、静かに問う。彼の古風な白い衣ころもや、金糸銀糸で刺し繡しゆうを入れた帯を見て、少女は首を横にふる。赤あか紫むらさき色の瞳を上げ、白い青年と視線を合わせた。

「あなたは、誰」

　発せられた声は、どこか他人のもののようだった。

　というより、少女には元の自分の声が思い出せなかったのだ。

　声ばかりではない、過去のすべてが、そして今このときの身の回りのすべてが酷ひどく遠く、無味乾かん燥そうだ。ここはどこで、自分は誰だろう？

　わからない、そしてどうでもいい。

　意思のない所作で首をかしげる彼女に、詩人は戸と惑まどう様子なく答えた。

「わたしは詩人ですよ。今はソラと名乗っています」

「私の、何」

「友人です」

　そう言われて、少女は記き憶おくを探さぐる。吹きっさらしの荒野のようになってしまった頭の中に、彼の顔は見あたらなかった。遺い跡せきで出会ったときは、顔など認にん識しきしている余よ裕ゆうがなかった。

「私、あなたを知らない」

「それはそうでしょう。これから知るんですから。まずは、君の名を聞かせてくれますか？」

　問われてもう一度荒野を探る。馴な染じみのあるいくつかの名前が見つかった。

　自分のは、おそらくこれだ。

「私。……ミリアン。ミリアン・カレスティア」

　名乗ったミリアンを、詩人はしばらくじっと見つめていた。彼の視線は強くとも、あまり負ふ荷かを感じさせないのが不思議だった。

「なるほど、ミリアン。……赤と青、力と冷静、思いやりと理性」

「何、それ」

「君が持っているものです。わたしに見えるもの。君が今は失っていて、いずれ取り戻すもの」

「わからない」

「今はわからなくても大丈夫。それより、今大事なのは、これからどうするか、ですよ。ミリアン、君、自分が今まで何をしていたか……覚えてます？」

「今まで」

　逆方向へ首をかしげ、ミリアンは考えた。

　戦せん闘とう訓練と家事の手伝いをしていた──これは昔すぎる。

　花が舞まい落ちてくるのを見上げて、手をふっていた──これはもっと昔。

　ひとと斬きり結んでいた──これが、最近。

　思い出した途と端たん、息が苦しくなる。荒野にすさまじい風が吹き、摩ま擦さつで何かが発火する。

　少女の髪が端はしから炎ほのおのゆらめきに吞のまれそうになるのを見て、詩人は素す早ばやく彼女の手首をつかんだ。今度の炎は害意をはらみ、熱を持っている。
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「放して──燃えるから」

　少女はわずかに動どう揺ようし、つぶやいた。しかし詩人はどこか微笑ほほえんでいるような無表情で、首を横にふる。

「放しません。炎を収めてください」

　できるわけない──そう思ったが、この、優やさしい声をかけてくれた人が燃えるのを見るのは嫌いやだった。嫌だ、と思うと炎はするすると消えて、心の中も静かになった。

　こうすればいいんだ、少女は少しだけ何かがわかったような気になり、安あん堵どを覚える。

　一度まぶたを閉じ、もう一度開くと、赤紫色の瞳にはわずかに感情の色が戻った。

「私……ひとを、追ってた。罪人。街をひとつ滅ほろぼして……死し刑けいになって、でも、逆らって逃にげて──私の仲間を殺した」

「カナギのことですね」

「……そう」

　その名を聞いて、ミリアンは奥歯を嚙かみしめる。詩人はゆっくりと問いを続ける。

「君は、今でも彼を殺したいですか？」

「当たり前だ！」

　ぱっと少女の瞳の中に殺気が宿った。しかし詩人は、そのせいで蘇よみがえった強い意志の光もまた、彼女の目の中に認めていた。引き結んだ唇くちびるに笑えみの色を含ふくみ、詩人はため息を吐つく。

「……今はそれでも、仕方ないんでしょうね。いいですか、ミリアン。カナギは今、この街にいる……はずです。少なくとも昨晩までは居たし、君の治療もしました」

　少女の手を取って喋る詩人に、ミリアンは今度は希望の色で瞳を輝かがやかせた。

「今は？」

　訊たずねると、詩人は少し妙みような顔をした。妙というか、やけに人間らしい顔を。彼は苦く笑しようした。

「……多分、不死者の館やかたへ行ったのだと思います。いや、それがですね。彼、君の治療をした後、ここの宿中の人間に睡すい眠みん薬やくを盛もったんですよ。あとは荷物ごと姿が見えなくなってまして。どうやら我々は彼に相当嫌きらわれたみたいですね」

「嫌われていて、いい。私もそこへ行く。あれを捜さがし出して、殺す」

「一いつ緒しよに行きましょう。でも、その前に食事をしないと」

　自然な所作でうなずき、立ち上がる詩人を見上げて、ミリアンはまた首をかしげた。

「あなたは、どうして……私に優しいの」

　詩人は目を細めて答える。

「友だちだからですよ」

　聞き慣れないその言葉を聞いたとき、少女はすべて他人事みたいに味気なくなってしまった世界の中で、彼の姿だけははっきりと見えるのを感じた。


◆



「帰った……？」

　棒立ちになる少女に、館の門番は重々しくうなずく。

「はい、命の花を手に入れられまして、すぐに発たたれました。何やらお急ぎのご様子で」

「そんなばかなこ……！」

「そうですか、了りよう解かいいたしました。ご親切にありがとう、お仕事お疲つかれ様ご機き嫌げんよう」

　突つっかかっていきかけたミリアンの口を押さえ、フードを深く被かぶった詩人は一気にそう言った。門番は彼の恐おそろしく爽さわやかな口調に、なんとなく居い心ごこ地ち悪そうに視線をそらす。

「いえ、その……ああ、あなたがたは、不死者にお会いしなくてよいのですか？」

「無欲かつ満ち足りた小市民なもので。あげく貧びん乏ぼう暇ひまなしといいますか、わたしたちもなかなか忙いそがしいのですよ。それではまた」

　だめ押しに口元でにっこり笑っておいて、詩人はとっとと歩き出した。どのへんにそんな力があるのだか、少女を引きずったまま、大通りから横道へそれる。

「噓うそだ！」

　そこまで来てようやっと詩人の手をふりほどき、ミリアンは燃える瞳ひとみで館の方角を見やった。

「あれはまだ、あそこにいる。そう感じる」

「本当ですか、ミリアン？」

　少女は怒いかりの色を隠かくさないまま、深くうなずく。詩人は指でフードを押し上げ、思案顔で空を仰あおいだ。

「彼が門番を買収して我々をまこうとしている……のなら、いいんですがね」

　曖あい昧まいなところで言葉を切り、詩人は長い杖つえをついて路地の先へと歩き始めた。ミリアンは忙しく館のほうと詩人を見比べて、結局早足で彼について行く。

　両側を石造りの建物で囲まれた路地は細く、隅すみ々ずみまで舗ほ装そうされていた。

　曲がりくねり、分ぶん岐きし、渦うずを巻き、小さな階段をあちこちに配した小こ綺ぎ麗れいな路地が、この街には張はり巡めぐらされている。ミリアンは長身の詩人を見上げ、心配げに問う。

「どこ行くの？」

「ん？　ああ……少し、気になることがありまして」

　詩人はそこまで言うと声をひそめ、少女の耳元へ囁ささやいた。

「実はわたし、以前もこの街に来たことがあるんです。そのときと随ずい分ぶん様子が変わっている」

「……そう」

　重大な秘密のように明かされはしたが、今のミリアンにとっては特に興味のない事こと柄がらだった。

　素っ気ない返事にもめげず、詩人は続ける。

「かつてここは本物の楽園でした。娼しよう館かんなんてものはなかった。あれは日常に飽あいた人々の求める一種の異次元ですよ。本物の楽園に、そんなものがあるわけがない」

「娼館って？」

　本気で首をかしげられ、詩人は瞬しばたたいた。空を見上げて少しだけ思案する。

「そう……ある種の治ち療りよう院いん、兼けん、宿のことですかね。それはともかく、この街、何かが起こっているようです。正面から行くのは気が引けるので、裏からこっそりあの館に侵しん入にゆうしましょう」

　言われて、ミリアンは詩人の姿を頭の天てつ辺ぺんから足のつま先まで見み渡わたした。

「できるの？」

「安心してください。この街、色々裏道抜ぬけ道が多いんですよ。館の主あるじの趣しゆ味みでね。いくつかならわたしも知っています」

「そう」

　ミリアンは小さく安堵のため息を吐き、再び詩人の顔を見上げる。

「……ソラ、前来たとき、館の主って、見た？」

　彼女の興味がカナギ以外の事柄に向いたのを聞き、詩人は唇の端はしをわずかにほころばせた。

「見ましたよ。女性なんですがね。まるきり少女のようなひとだった」

「子供っぽい、てこと？」

　そう問われると、詩人は小さく声を立てて笑った。

「そうとも言いますね。でも、少し違ちがう。『少女』というのは、ある意味でとても大人です」

　ならば『少女のよう』というのはどんな風なのだろう、と思いながら、ミリアンはふと立ち止まった。何かの予感にうながされ、背後を振ふり返る。

　曲がりくねったモザイクの路地、建物を突っ切るトンネル状の通路の真ん中に、ひとりの少女が立っているのが見えた。

　華きや奢しやな肢し体たいに、腰こしまである髪。すべてが真っ白で、顔の中身はぼやけている。

　夢で見たひとの顔のように、造作が滲にじんでしまって、目鼻立ちがわからない。

　しゃり、と音が鳴ったので、ミリアンは彼女の両足首に足かせと鎖くさりがついているのを知った。

　銀色の、装そう飾しよく品のような鎖だった。

「ところでミリアン、カナギに会っても、すぐには殺さないでくれませんか」

「──なんで」

　気になる話をふられ、ミリアンは詩人に鋭するどい視線を投げる。彼は背後の白い少女のことは気づいていないらしく、前方を見て歩き続けている。ミリアンがちらともう一度少女のほうを見ると、路地にはまったく人ひと影かげなどなくなっていた。詩人は続ける。

「彼、あからさまに死相が出ているんですが……やけに生気に満ちてもいます。あれは、まだ彼にはやることがある、というしるしではないかと思ってるんですよ。何か、そう、重大なことが。わたしは彼の行く先が見てみた──！」

「どうしたの……？」

　急に余よ裕ゆうをなくして立ち止まった白い青年を見上げ、ミリアンはわずかに首をかしげる。

　詩人は指先まで固まってたたずんでいたかと思うと、今度は急に路地の壁かべに背をつけた。

「具合でも、悪い？」

　心配する風ふ情ぜいのミリアンに向かって、ひらひらといたたまれない様子で手をふる。

「黙だまって……その……あっちに、世界で唯ゆい一いつの、わたしの苦手な種類の人間がいるんです」

「世界で唯一……」

　一体それはどんな奴やつだろう。

　ミリアンがそっと路地から顔を出してみると、向こうのほうに街の正門が見えた。

　館の使用人らしき男と一緒に街に入ってきたのは数人の男と、女一人の旅人たちである。

　特に変わったところがあるとも思えず、ミリアンは首をかしげていたが、すぐに詩人がその襟えり首くびをつかんで路地に引き戻もどしてしまった。


◆



「いやあ、しかしまあ、地下通路も使わず、こんな少人数でようこそ！」

　館の使用人は帽ぼう子しをかぶり直し、背後の客に愛あい想そよく微笑ほほえんでみせる。

　しかし、返ってきた声は恐おそろしく冷たかった。

「それはどういう意味かしら。私の共通語が間違っていなければ、どうやら私たちはばかにされたと思ってよいようですわね？」

「はっえっ？　いえ、そんなことはさっぱり全然！」

　使用人は、引きつった笑え顔がおで長身の女を見上げる。

　彼女は薄うすく微笑み、自分より少し背の低い使用人を薄茶色い瞳でねめつけた。若いと言われる歳としではないが、自分の魅み力りよくをよく理解している類たぐいの女だ。真っ白な外がい套とうの上に、恐ろしくまっすぐな赤みを帯びた金きん髪ぱつが零こぼれている。

　若作りしない美び貌ぼうで酷こく薄はくに笑い、女は使用人に人差し指を突きつける。

「私はいいの。伯はく爵しやくに対する非礼を詫わびなさい」

「いやあ……俺ぁ割とどうでもいいんだがなあ」

　背後で気合いの抜けた声が言い、帽子を取って頭を搔かいた。

　こちらの着ている薄茶色の革かわ外套は実に高価そうな代しろ物ものだったが、中身と絶望的に似合っていなかった。万ばん人にん向けな色と形がここまで似合わないというのはつまり、高級品が似合わない男なのだろう。何が悪いというわけでもないが、冴さえない容貌だった。壮そう年ねんと言うには少し早いのかもしれないが、とりあえず若さはない。

　癖くせのある暗い茶色の髪に帽子を置き直し、伯爵と呼ばれた男は軽く背を丸めて歩き出す。

「とりあえずさっさと行って茶でも出してもらおうや。俺は腹が減った」

「バシュラール様、帝てい国こく貴族がそんな調子ではいけません。もっと背筋を伸のばして」

　女は厳しい語調で言い、荷物を抱かかえたたくましい男を連れて伯爵に付き従った。

「母親みたいなこと言うんじゃねえよ、色々と切なく思い出しちゃうじゃねえの。あの美しくも厳きびしいものさしとかな。あー懐なつかしいなー痛かったなー」

「ご母ぼ堂どう、今年でおいくつでしたっけ」

「六〇にしてまだまだ元気。……早いとこ弱ってくれねえかな……あー、それはともかく」

「は、はい？」

　一体どういう関係性なのだかよくわからない旅人たちの一歩前に立っていた使用人が、慌あわてて振り返る。日焼けした貴族らしくない顔に大まじめな表情を浮かべ、伯爵が問う。

「ここに白い美人はいないか？」

「は？」

　唐とう突とつな話に、使用人は男女の顔を見比べた。

　頭の中を様々な打算が駆かけめぐり、結局曖あい昧まいに微笑む。

「な、何をおっしゃるんですか、伯爵。美人ならそこにいらっしゃるじゃないですか」

「あら」

　目を細めて女が笑う。あまり楽しそうではなかった。

　内心冷や汗あせをかく使用人に、しかし伯爵は首を横にふってみせた。

「うんにゃ。こういうんじゃねえよ。男だ」

「……は？　はあ……男ですか。男で美人で白いんですか……？　それはなかなかお目にかかったことが……」

　さすが貴族、随ずい分ぶん限定された趣味だなあなどと思いつつ、使用人は早くこの案内の仕事が終わることを祈いのり始めていた。


◆



「頭かしら、お客です」

「んー……よし、ちょっと待て」

　男は小さなガラス瓶びんに慎しん重ちように蓋ふたをして、頰ほおのこけた顔を上げた。つり上がった瞳ひとみが印象的な男は帝国風の光こう沢たくのある裾すその長い上着に着き替がえてはいたが、カナギが見たらあの謁えつ見けんの間にいた偽にせ不死者であることに気づくだろう。

「で、誰だって？」

　ポケットへガラス瓶を押し込み、男は深しん紅くの革を張った椅子から立ち上がる。

　この館やかたのお仕着せを着た部下が、彼を先導しながら使い古した紙し片へんに書いたメモを見る。

「ギスラン・アシル・キアーラ・ディノ・バシュラール・デュ・フェルテラ伯爵、とその愛人と召めし使つかいです」

「長いな。あの帝都の物好きって奴か、クリュソー辺境伯の紹しよう介かいっていう。扱あつかいやすそうか」

「判断に困りますね」

「ふむ。まあいい。……ああ、ようこそいらっしゃいました、伯爵」

　ごく誠実そうな笑顔を作り、頭と呼ばれた男は部下の開けた扉とびらから応接室のひとつへと入る。

　クリーム色の壁にびっしりと鳥や獣けものや人の姿が描えがかれた、そう広くはないが豪ごう華かな部屋だ。

　飾かざり格ごう子しの間に色ガラスを張った窓を眺ながめていた男が振り返る。立ち位置と服からして、これが伯爵だろう。見当を付け、男は深く一礼した。

「長旅お疲つかれ様でした。わたしのことはアーガフォンとお呼びください、閣下」

「ああ、そちらこそわざわざお迎むかえご苦労さん」

「ご苦労などと。まさか本気でおっしゃっているのではありますまいな？　こんな高貴なお客様が、自らこちらまでご足そく労ろうくださるとは……思いがけない喜びです。光栄に存じます」

「確かにひでえとこだなあ、ここは。ソリ仕立てるのに随ずい分ぶんかかっちまった。疲れなかったか、シュナル？」

「ちょっと疲れはしましたけれど、面おも白しろかったですわ。私、冒ぼう険けんは好きですの」

「それは素す晴ばらしい」

　アーガフォンは女のほうにも愛想をふりまきながら、そのしなやかな肢し体たいを眺め回す。

　そんな彼の様子も気にせず、バシュラールは暇ひまそうに自分のあごをひっかいた。

「まあでも、俺もいい気晴らしになったわ。帝都は刺し激げき的っちゃあ刺激的なんだが、ずっと居ても食い飽あきる。あんたんとこの『花』が流行はやるのもそのへんが理由だあな。ま、最近ひでえ品薄だが。どーすんだ、いくらお上品な奴らが多いっつったって、そろそろ暴れ出すぜ」

「申し訳ないことです、高貴なお客様たちにご迷めい惑わくをおかけするなど、もちろん本意ではないのですが……わたしたちにも色々と事情がありまして。バシュラール伯におきましては、是ぜ非ひその辺りをご考こう慮りよしてやっていただきたく」

「はいはい。そのへんは普ふ通つうにお仕事の話。双そう方ほう損しないようにしましょうや。うん。で、とりあえず俺は腹が減っ……」

　けほ、と背後でシュナルが妙みように可か憐れんな咳せきをした。バシュラールは中空で視線を止めて、続く言葉を飲み込み、変へん更こうした。

「……とりあえず、施し設せつ見学とかさせてくれたりする？　アーガフォン」

「もちろんですよ、さ、こちらへどうぞ」

　アーガフォンは相変わらず完かん璧ぺきな笑顔で笑い、扉を押さえる。ひょこひょこと歩くバシュラールの腕うでに、シュナルがするりと腕を回した。

「私もついていっていいかしら？」

「おーおーいいともよ。薬の善よし悪あしはお前のほうがわかるしな。いいよな？」

「美しいひととご一いつ緒しよできて光栄の極きわみです」

　深々と腰こしを曲げて慇いん懃ぎんに言ってから、アーガフォンは彼らを先導して館の中を歩き始めた。

「この館は基本的に前世界の遺い跡せきです。とはいえ、ご心配なく。気が狂くるうような仕し掛かけには引っかからないよう、ご案内いたします。さて、元の持ち主から平和的に譲ゆずっていただいたこの館、前世界の仕掛けの他ほかの特とく徴ちようは──いくつかのちょっとした洒落しやれっ気ですな。隠かくし扉、歪ゆがんだ廊ろう下か、動く天てん井じよう……そら、こちらの扉など、いかにも開きそうでしょう？」

「そりゃあなあ。なんだ、実は壁かべに描いてでもあんのか？」

　物もの珍めずらしそうにのぞきこむバシュラールの腕を、女がさりげなくぎゅっと握にぎりしめる。

　アーガフォンは唇くちびるだけで笑って、扉を開けてみせた。

　中はまったくの闇やみだ。下方からのぼってくる生なま臭ぐさい空気が、そこに深い穴が開いているのを告げていた。

「実際開くのですが、先がありません」

「……いい趣しゆ味みですこと」

「これは、元の持ち主の趣味ですよ。どうも人間、長生きすると趣味がよくなるようで」

　皮肉げに笑み、アーガフォンは続ける。

「ここでなら、家の中で冒険ができる。侵しん入にゆう者しやには強い場所です。帝国の役人だろうが戦せん闘とう種族だろうが、この中でなら充じゆう分ぶん迎むかえ撃うてます。ま、あの連中がこんな僻へき地ちにくるほどの物好きとも思えませんが。我々の中でも、新参者は道に迷いますよ。運が悪いと消えてしまう」

「やっかいじゃねえか、それ」

「まったくですとも。ただし、やっかいごとの始末には便利なのです。──地下には例の『花』、白色満月草の栽さい培ばい地ちがあります。もちろんご存じですね？　睡すい眠みん薬やくにもなりますが、素晴らしい夢を見せる効能のほうで有名です。この館の特産品ですが、まあ、地下は陰いん鬱うつな場所だ。閣下のいらっしゃるところではないでしょう」

　流りゆう暢ちように喋しやべり続ける男は何度も廊下の角を曲がり、短い階段を上り降りし、隠し扉をくぐり抜ぬけた。バシュラールたちに方向感覚がさっぱりなくなったころ、彼は数人の部下がたむろする小部屋に入った。その先の、錠じよう前まえが二つついた扉を自らの手で解錠し、薄うすら笑わらって振ふり返る。

「さ、こちらへどうぞ、伯爵。毒薬の展示場になっております」

　そう言って開いた扉の先は、細長い部屋だ。窓はひとつもない。

　男が燭しよく台だいを差し入れると、部屋の片側に設しつらえられた棚たなの一部が、ぼんやりと浮かび上がった。

　ゆらめく炎ほのおに照らされるのは、棚に並べられたガラス瓶や箱の数々だ。

　なかには奇きっ怪かいなオブジェめいて、様々なものが入っている。

　植物の実や種、可憐な花そのもの、毒々しい羽虫、一見食用に見えるキノコ、鉱石、果ては奇っ怪な形の髑髏どくろや、ミイラ化したひとの腕までもが、毒の原料として展示されていた。

　そしてその効果を示すための悪趣味な人体模型の数々が闇から照らし出されたときには、バシュラールは片かた眉まゆを上げて瞬まばたき、シュナルは目を細めた。アーガフォンは得意げに続ける。

「大災害以来、発見され、活かつ躍やくした毒のほとんどが集められています。おわかりになりますか？　これが『悪霊の慈じ悲ひ』、あちらが『盲もう目もくのまなざし』。これは毒花の蜜みつです。酒や茶にえもいわれぬ風味をつける。そして例の『白色満月草』……あなたは何でお使いで？　水薬ですか？」

　振り返った男は女のほうを見やる。シュナルはこわばった笑いを浮かべ、男を見返した。

「あら、私が麻ま薬やく常習者に見えます？　他人ひとに使うんですわ」

「なるほど、これは失礼を」

　まじめくさった顔で一礼し、アーガフォンはふと思いついたよう、上着のポケットから小さなガラス瓶を取り出した。シュナルの前へそっと差し出し、微笑ほほえむ。

「ひとに使うならば、独創的なものはいかがです。一週間後の祭りでお披ひ露ろ目めする予定なのですが、特別にひとあし早く、試供品を差し上げましょう。この地下で掘ほり出された猛もう毒どくですよ」

「なんだこりゃ。木の根か？」

　手を伸のべようとしたシュナルに先んじて、バシュラールが訊たずねた。

　彼はガラス瓶に顔を近付けて、中に入った白く小さな固まりをまじまじと見つめ、ひょいと手にとる。アーガフォンはバシュラールに瓶を渡わたすと、軽く肩かたをすくめた。

「太古の木の根。そう言われておりますが、詳しよう細さいは不明です。これを粉にしてほんの少し飲むと、大変素晴らしい光景が見えるようですよ。そして後、身体からだが焼けただれる」

「焼ける？　毒でか？……まあいいや、もらっとく」

　顔をしかめて首をふり、バシュラールは小瓶を内ポケットへしまった。

　アーガフォンは慇懃に微笑むと、細長い部屋の突つき当たりにある扉を開く。

　穏おだやかな光が入り込み、男女の客はほっと息を吐はいた。

「いかがでした？　祭りになれば、もっといかがわしいものも入り込んで参りますよ」

「お前さんがもう、充じゆう分ぶんにいかがわしいぜ。こいつにゃちょっと刺激が強いかもしれん」

「ああ……これは失礼をいたしました。申し訳ない。美しいひとには美しいものをお見せしなければね。こちらの部屋なんかいかがです。こちらはいかがわしくはありませんよ」

　苦く笑しようして一礼し、アーガフォンはまた歩き出し、ひとつの扉の鍵かぎを開けた。

「……？　豪華な物置だな」

　おそるおそる扉の中をのぞきこんだバシュラールの表現は、この上なく適切だ。

　窓のない部屋はもので埋うまっている。

　山と積まれた櫃ひつからはみ出しているのは、丁てい寧ねいに刺し繡しゆうされた衣服の類たぐいだ。細かに織り込まれたタペストリが投げ出され、その上で宝ほう飾しよく品ひんが輝かがやき、細密画の入った煙草たばこ入れや燭台が円えん卓たくの上に危あやうげに載のっかっている。

　豪華な、というよりは雑然とした部屋だった。ものの多さもあるが、その質がまちまちなせいで、なおさらごちゃついた印象を受ける。アーガフォンは目を細めて言う。

「この館を、不死者の住まいと信じてやって来た人間たちの貢みつぎ物です。わたしにはよく理解できないのですが、どうもまだ、神や不死者にすがりたい人間というのは多いらしいのですね。彼らは、なぜだか、人間以外に支配されていたいらしい」

　役者のように喋る男に、バシュラールは肩をすくめる。

「そりゃ、そういう奴やつらもいるだろうよ。うちの国も、初代皇こう帝ていは神さんの啓けい示じを受けた、ってことになってるからこそやってけてるんだぜ。お前さん、そうやって必死な巡じゆん礼れい者しやの皆みなさん騙だましてっと、いずれ祟たたられるんじゃねえの？　不死者はまだいるんだろ、この街のどっかに」

「おお、伯はく爵しやく、残念ながら、ここの不死者は病です。彼女はひとの願いを叶かなえなくなってしまった。だからこそ、仕方なく廃はいされたのです。今はもう神の時代ではありません」

「不死者が病気か、そりゃあすげえ。最近あっちこっちで不死者が消えたってえ話を聞くが、きっと何割かはあんたみたいのがやってることだろうな。ま、いいさ。時代は変わるもんだ」

　バシュラールは適当にうなずき、アーガフォンは微笑む。

「お言葉ですが、閣下。時代は変えるものです。金になるものなら売ればいい。命の花だろうが、毒だろうがね。金が入ったら使う。そうして世界は回ります。我々は確かに悪党だ、不可侵である遺跡に隠れて麻薬を売り、毒の市をやってる。それでも世界は回しているし、巡礼者には対価さえ払はらえば夢を見せてやる……ひとを救わなくなった神や不死者より大分マシだとは思いませんか。……なんだ？」

　最後の台詞せりふは、扉の陰かげで合図を送っている部下に向けたものだ。

　アーガフォンは目を細めて合図を眺ながめ、すぐに笑顔に戻ってバシュラールに向き直った。

「申し訳ない、どうも部下が呼んでいるようでして……ほんの少し退席します。大変恐きよう縮しゆくですが、この辺りを見物していてくださいますか。気に入ったものがあれば、持っていってくださっても構かまわない。けれど、あまり遠出はなさらないよう。案内なしでは、迷うか……下手をすれば命の危なくなる場所です。それでは、失礼を。すぐに戻って参りますので」

　男はにこやかに言って、部下のひとりと話しながら廊下を歩いていった。

『客』が二人ばかり消えたとか消えないとか、そんな話が漏もれ聞こえたような気がするが、定さだかではない。


◆



　アーガフォンが消えた後、シュナルは辺りへと抜け目なく視線を配った。

　廊下にひとり、こちらの部屋を見張っている人間がいる。

　とりあえずにっこり微笑みかけて、シュナルは貢ぎ物部屋の扉とびらを閉める。

「おーなんかすげえなあ。こういうの燃えないか、シュナル。玉石混こん淆こう！　探せばお宝が」

　積まれた櫃の前に立って満足そうに言うバシュラールを、シュナルは冷たくにらみつけた。

「そんなこと言ってる場合ですか。証しよう拠こ品の山ですよ」

「山すぎて持って帰れねえよ、これ」

「後で運ばせればいいでしょう」

　声のトーンを落として話し合う。男は床ゆかにしゃがみこんで巻かれた絨じゆう毯たんの端はしをつまみ、少し笑ってシュナルを見上げた。

「俺たちのこと、物好きだって言ってたな」

「実際そうじゃないですか。にしても、酷ひどい増築、改装っぷりのようですわね」

「だな。役人避よけに、悪人がここまで凝こったことやるもんかねえ」

「私には理解できません。……いいですか、私はちょっと見張りと楽しいお話をしてきますから。バシュラール様はここにめぼしいものがあるかどうか調べといてください。それでは」

「おー、気をつけろよー」

　扉の隙すき間まから猫ねこのように廊ろう下かへ出ていくシュナルに軽く手をふる。

　そのとき、背後でかすかな音がしたような気がして、バシュラールは振り返った。

　しばしそのまま耳を澄すませるが、あとはひたすらの静せい寂じやくだ。廊下でシュナルと使用人の男が浮かれた声こわ音ねで話し合い、こちらから遠ざかっていくのが聞こえる。

「……気のせいか」

　納なつ得とくして目の前の円卓に向き直ったとき、彼の背後では大きな櫃の蓋ふたが持ち上がっていた。

　次の瞬しゆん間かん、バシュラールの後頭部に痛みが炸さく裂れつする。

「たたたたたたあ……なんだ一体！……おお？……」

　ろくな悲鳴もあげられずに地に這はい、のたうちながら床の上で寝ね返がえりを打ってみると、バシュラールの上には、木製の大きな櫃……というより棺かん桶おけの蓋が載っかっていた。重い木製の蓋をのけようと手をかけ、彼はふと硬こう直ちよくする。

　部屋の隅すみにある、蓋の開いた棺桶の縁ふちにすがっている人ひと影かげに気づいたのだ。

「……ひとを死人扱あつかいしやがって……」

　低い声で言い、棺桶の中から緩かん慢まんな所作で身体を引きずり出したのは、黒くろ髪かみの青年だ。死者には見えないが、酷く青ざめている。蓋を投げたのは、どう考えてもこいつだろう。

「えー……なんだー、お前さん、その、棺桶に寝るのが趣しゆ味みな物好き君、かな？」

　バシュラールは寝っ転がったまま言い、相手の反応を見る。

　黒髪の青年──カナギは棺桶から床に降り立つと辺りを一いち瞥べつし、積まれていた宝ほう剣けんの一本を手に取った。

（あらら？　なんか、嫌いやな展開になってねえか？）

　冷ひや汗あせをかくバシュラールを見下ろし、カナギは無表情に訊きいた。

「……趣味で棺桶に入りたがる人間に会ったことあるのか、お前」

「いや、ねえな。でもまあ、世の中広いし、そんな奴もたまにはいるんじゃねえかなあと」

「いねえよそんな奴！」

　勢いよく言い返し、カナギは剣を抜ぬいた。

　こいつは斬きる気だ。直感し、バシュラールは自身の上にのしかかっていた棺桶の蓋をつかむ。重い木製の蓋を両手で持ち上げ、バシュラールはカナギの剣を受けた。

　鈍にぶい音がして、剣が棺桶の蓋に食い込む。

　腕に感じた衝しよう撃げきに、バシュラールのこめかみをたらりと汗が流れ落ちた。

　見ればカナギの刃はは、重く分厚い棺桶の蓋に、半ばまで食い込んでいた。

「なまくらか」

　カナギは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちし、宝剣の柄つかから手を離はなす。蓋に食い込んだ宝剣はそのままにして身をかがめると、彼はバシュラールが腰こしに差していた剣の柄を握にぎって抜きはなった。

　呆ぼう然ぜんとしているバシュラールに向け、カナギはもう一度剣をふるう。再び大気が切り裂さかれて鳴き、今度は蓋が見事に両断される。

　バシュラールは真っ青になって二つになった蓋の下から抜け出し、必死で手をふった。

「ま、待て、待てえ！　なななんなんだそのびっくりな技わざは!?　俺ぁその剣で林りん檎ごくらいしか斬ったことねえぞ！　だいたい俺にゃあ突とつ然ぜん斬りつけられる覚えがねえ！」

「ほー？　じゃあ、不死者をどっかに押し込んで自分がなり代わったあげく、大まじめに命の花を取りに来た俺に凶きよう悪あくな毒盛った奴らとはまったく縁えんがないとでも!?」

「ない、ない、全然ない！」

　悲鳴のように叫さけび、バシュラールは円卓の下へ転がり込んだ。

　すかさずカナギが卓を蹴けり倒たおし、上にのっていた金属製の食器一式がすさまじい音を立てて散らばる。宝石の転がる床の上、カナギは引きつるバシュラールに剣を突つきつけて問うた。

「なら説明しろ、命がけで。お前は何者だ？　棺桶の中でだいたいの話は聞いてたからな」

「え、えーっとだな。俺はこう……帝国首都での麻ま薬やく流通に関する便べん宜ぎを図はかる代わりに収入の一部をいただこうという目的で毒市にやってきた大貴族……あれれ？」

「よーし悪党だな！　斬られろ！」

　あらためてカナギの剣がバシュラールに襲おそいかかった。

　バシュラールはぎりぎりで身を伏ふせて避よける。

「待て待て待て！　そういうことにゃあなってるが、違うんだって！　おいてめえ、俺を殺すと後こう悔かいするぜ！」

　突然ドスの利きいた声で叫ばれ、カナギは怪訝けげんそうに眉まゆを寄せた。

「なんでだよ」

　バシュラールはきっとカナギをにらみつけると、唐とう突とつに床にはいつくばった。

「なにしろ俺には、お前さんが訊きたい情報を全部提供する用意があるのだ！……平たく言うとだな、命いのち乞ごいだ！　すみませんでしたあ！　斬らないで！」

　勢いよく卑ひ屈くつな命乞いっぷりに、カナギのほうが思わず青ざめる。王おう侯こう貴族はふんぞりかえっていれば憎にくらしいが、はいつくばられると気分が悪い。知識階級とはいえ根っからの平民のカナギは、わなわなと震ふるえて言葉をつまらせた。

「な……おま……貴族の誇ほこりとかそういうのはないのか！」

「あるからこそ、投げ捨てることもできるんじゃねえか。さ、何が知りたい？」

　バシュラールはカナギが毒気を抜かれたことを察し、少し落ち着いて正座する。

　カナギはなおも相手に剣を突きつけたまま、いささか疲ひ労ろうの色を滲にじませて問うた。

「……じゃあ話せ。あの中で聞いてたけど、さっき喋しやべってたのがその毒の市とかの元もと締じめ？」

「そうそう。名前はアーガフォン。元はけちな悪党だったらしいが、今はここの頭かしらで、麻薬と毒の市場をかなり握ってる。最近、帝国中心部まで食い込んできやがった。貴族趣味で、細くて長身の女は守備範はん囲い内。……ちなみに、それ聞いてどうすんだ？」

「締め上げて、不死者と本物の命の花がどうなったか聞き出す」
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　ためらいなく言い切った青年を、バシュラールはまじまじと眺ながめた。

「ってお前さん……ひとりでか？　ここ、館やかた中じゆうどころか街中奴やつらの仲間しかいねえぞ」

「だからどうした？　むしろ一いつ般ぱん人じんに迷めい惑わくかけなくてちょうどいい。ほれ」

「ほれ、って……」

　目の前に、柄を向けて自身の剣を差し出され、バシュラールは戸と惑まどう。

　カナギはいかにも嫌そうに顔をしかめて言った。

「帝国じゃ、剣は貴族の誇りだろ。簡単に奪うばわれるな。で、そう簡単に床にはいつくばったりするな。貴族の誇りは領民の誇りだ。生きてる限りはちゃんと誇れ」

「わあー……本気のばかだなあ、わけえなあ……」

　心底から感心して言い、バシュラールは手を伸のべ、なぜか剣の柄ではなく、刀身をつかんだ。

　カナギが怪訝に思う前に、指にしていた指輪のひとつを空いた手の親指で強くこする。

　すると、指輪の宝石の中に、ぼんやりと細かな光文字が浮うかび上がった。その文字はくるくると回ったかと思うと、青白い火花を呼ぶ。

　火花は瞬またたく間に電撃となり、毒どく蛇じやのように剣を這はい上ってカナギを打った。

「うわ！」

　殴なぐりつけられたような衝撃を感じ、カナギはよろめく。

　何があったのかはわからないまま、四し肢しが痺しびれ、目の前がちかちかする。

「……見たか、光魔法教会特製・雷らい撃げき指輪の試作品第五号の効き目を」

　わざわざ説明して、バシュラールは床ゆかに落ちた自分の剣を拾って鞘さやに納めた。

　カナギは視力を取り戻そうと、必死に目を細める。

「てめ……なんだその卑ひ怯きよう技……！」

「いわゆるひとつの魔法機械だ。自分が呪じゆ文もん唱える代わりに、魔法力のある石に呪文書き写して発動させてんの。威い力りよくは小せえが、魔法の才能なくても使えるのがいいとこだな」

　に、と笑って、他にも指輪をした指を動かしてから、バシュラールは少し表情をあらためた。

「そんなこんなで落ち着いたとこでだな。お前さん、逃にげろ。ここはひとりでどうこうなる規模のもんじゃねえ。詳くわしくは言えねえが、多分俺はお前さんの敵じゃあないし、ここの奴らも長くない。いいか、一週間後には街中が正体を現して、ここには山ほど悪党が集まる。お前はそれまでにこの街を出ろ。もしできなかったら、これを右腕に結んどきゃいい」

　そう言って内ポケットから趣味の悪い黄色の布を取り出すと、櫃ひつにすがっているカナギに向けて放り投げた。その拍ひよう子しに、布にまぎれていた小こ瓶びんがカナギの足元に落ちる。

　音に反応してカナギが視線を落とすと、彼の視界は不意に晴れた。床に落ちた小瓶が見える。

　彼は身をかがめ、痺れの残る指でそれを拾いあげた。

　バシュラールが気づいて解説する。

「あー、そりゃ、さっきアーガフォンがくれたやつだな。新発売の毒の試供品だって」

　しかし、カナギには彼の声はやけに遠くに聞こえていた。ただ、瓶の中身を凝ぎよう視しする。

　ガラス瓶の中には、白い珊さん瑚ごのような、骨こつ片ぺんのような欠片かけらが転がっていた。

「──ッ……！」

　激しい頭痛に襲われ、カナギは空いた手で顔の半面を押さえつける。頭が割れそうに痛んだ。せっかく戻った視界の半分が、真っ白にかき消される。

　過去の記き憶おくが巻き戻されて、ちらちらと眼前に躍おどった。意識が混こん濁だくしかけている。

　わななく手で、カナギはガラス瓶を落とさないようにと握にぎり込んだ。

　剣を、と、唐突に思う。

　自分が剣を持っていないのが酷ひどく恐おそろしい。あれがないと駄だ目めだ。自分の剣でないと駄目だ。この酷い頭痛には覚えがあった。心の冷えた場所に押し込んであるはずの記憶が蘇よみがえりかけているせいだ。こんなとき、自分の剣を手にしていれば、もう少しだけマシなはずなのに。

「ん？　どうした？　なんか病気か？」

　バシュラールはカナギの様子が尋じん常じようでないことに気づき、肩かたをつかんで軽く揺ゆすった。

　反応はほとんどない。

　魂たましいを奪われたように瓶を見つめて震える青年を持てあましているうちに、廊ろう下かから話し声が近付いてきた。警けい戒かいを呼びかけるよう、シュナルがことさら通る高い声で何やら喋っている。

「……おい、お前さん、ちょっとここに隠かくれてな。館の奴らが戻ってくる」

　バシュラールはカナギの腕をつかみ、半ば引きずるように大きな衣装戸と棚だなのほうへ連れていく。戸棚に押し込まれる寸前にカナギはようやっと顔を上げ、冷えた瞳ひとみでバシュラールを見た。うろのような瞳に気け圧おされ、バシュラールはあごを浮かす。

「な、ななななに、どうした？」

「……これについて、奴ら他ほかに何か言ってたか」

　カナギの手の中の小瓶を眺め、バシュラールは首をかしげる。

「さ、さあなあ……古い木の根だと思うとか、使うと人間が焼けるとか、ここの地下から出たとか、そんなことくらいで……ああもう、よくわかんねえけど時間がねえ！　話は後で聞く！」

　ぼんやりしているカナギを戸棚に押し込んで扉を閉め、背を向ける。その直後、バシュラールは背後で何か複雑な物音と、押し殺した悲鳴があがるのを聞いた。

「……なんだ？」

　眉まゆをひそめて振ふり返り、そっと戸棚を開けてみる。中には何着かの衣装がかかっているだけで、青年の姿はなかった。

　女物の衣装をかきわけて見ると、奥の板がくるりと半回転して、急傾けい斜しやの通路へ繫つながっているらしいのがわかる。

「……あらー……こんなとこにもあったの、仕し掛かけ。……ご無事で」

　祈いのるような所作を見せて戸棚を閉じ、バシュラールは扉のほうへと向き直った。

　部屋はすさまじい荒あれようだ。ノックの音を聞きながら、彼は肩をすくめる。

「……俺もな」


◆



　館の地下は、地上に負けず劣おとらず広く、複雑だった。

　岩を掘ほり抜ぬいて造った通路はしんしんと冷え、明かりも少ない。

　そんな場所での作業を愚ぐ痴ちりあいながら、二人の男が歩いてくる。彼らが蠟ろう燭そくを入れたランプを掲かかげると、横穴に設しつらえられた棚にずらりと並んだガラスの箱が炎ほのおを映してきらめいた。

　酒の貯蔵庫に似た場所だったが、ガラス箱の中に入っているのは例の珊瑚に似た物体だ。

「異状なし、と」

「つーかそもそも、どんなんが異状なわけよ？」

「音がするらしーぜ、よく知らねーけど」

「知らないじゃ意味ねーような気がするな」

　気楽に言って笑いあい、ふと、耳元で風の音を聞く。

　振り返る前に首筋で衝しよう撃げきが弾はじけ、二人の男は相次いで倒たおれた。

「やあ、なんとも鮮あざやかですね」

「声、ひそめて」

　のんびりとかけられた声に囁ささやき、ミリアンは手にしていた円えん筒とう形の砂すな袋ぶくろをベルトに引っかけた。端はしに輪になった紐ひもがついただけの一見ただの革かわ袋ぶくろだが、適切に使えばほとんど音を立てずに相手を打ち倒すことができる、立派な隠し武器だ。

「……ただの使用人、じゃないですよね？」

　言われた通りに声をひそめて、詩人がゆっくり歩み寄ってくる。足音と気配を消すのは、彼も得意のようだった。ミリアンは倒れたランプを立て直し、どうにか保っていた炎の明かりで男たちのいでたちをざっと見み渡わたす。

「素人しろうと。武装してるけど……ちんぴらの類たぐい。それより、これ」

　手早く抜き取ったのは、男のひとりが腰に下げていた剣だ。

「剣ですね」

「あいつのだ」

「あいつって──カナギのですか？　そう言われれば、そうかな。よくわかりますね」

「変わってるから」

　わずかに湾わん曲きよくしたシルエットに、絶ぜつ妙みような重さと長さ。エル＝ウルキアの仲間内でも話題になっていたその切れ味は、ちょっとすさまじいものがある。片時も剣を手元から放さない様子に、夜もあれを抱だいて寝ねるのだろうと下世話な冗じよう談だんを言われてもいた。

　それがここにあるというのは、あからさまにおかしい。

「……先を急ごう」

　ランプの蠟燭を消し、カナギの剣を手にして少女は立ち上がる。闇やみの中で詩人がうなずき、ミリアンに手を貸して、気絶した男たちを横穴へ引きずり込んだ。

「この辺りも以前来たときとは随ずい分ぶんと様相が変わっています。ここのくぼみは世界中の美酒を集めた貯蔵庫でした。そしてこの先が……ミリアン？」

　詩人がわざわざ声をかけたのは、少女がいきなり立ちすくんだからだ。

「……ソラ、ここに住んでいた女性って、あなたと同じ白い髪？」

「そうですよ」

「目は水色？」

「どうしてわかるんです？」

「あそこにいるから」

　言われて、詩人は少女が指さす場所を見る。そこにあるのは、ひたすらに暗い地下通路と、先のほうで薄うすぼんやりと光っている出口らしきものだけだ。人ひと影かげはない。

　詩人はミリアンを見下ろした。

　彼女の目は人にん間げん離ばなれして透すき通り、奥の方でちらちらと炎のような影が映っていた。

「ミリアン……彼女は、他にはどんな様子です？」

「……足に鎖くさりがついてる。この場所のどこかに閉じこめられているんだ、きっと。助けてほしいって言ってる、私に。……あ」

「どうしました」

「……消えてしまった」

　そうつぶやくと、少女の目からも炎の影は消えた。

　詩人はしばらく思案げな顔で彼女を見つめていたが、やがて前方へ視線を戻して歩き出す。

「確かに、不死者の伝言かもしれませんね、それは。……しかし、そうですか」

「何？」

「何でもありません。ごらん、ミリアン。この先にあるのは地下庭園ですよ」

「地下に、庭？」

「ええ。……ここです」

　廊下の果てにたどり着いた詩人が静かな声で告げ、ミリアンは目を少し見開く。

　花だ。見み間ま違ちがいではない。

　目の前に広がっているのは、ドーム状の天てん井じようを持つ広い部屋だった。壁かべや天井に使われている石自体が、あちこちで薄ぼんやりとした光を発して、部屋全体を明け方のような青い光で満たしている。そして床ゆかを覆おおっているのは花だった。白い花。細く繊せん細さいな花弁が揺れている。

　一歩内部へ踏ふみ込んで、詩人は何かに気を取られた。

　ミリアンも同じものに気づき、部屋の一角を見やる。

　そこには黒々とした穴が開いている。空気穴かとも思うが、そこから風の音、以外のものが聞こえてきた。何かが滑すべり落ちてくるような気配が近付いてきた、と思うと、真っ白な花の上にまったく別種の色しき彩さいが落ちてくる。黒と赤。──黒髪と、上着の深しん紅く。

「カナギ！」

　花の中に転がったのは確かにあの黒髪の青年だ。

　そうと見ると少女の瞳が燃え上がり、室内の大気が花びらを巻き込んで渦うずを巻いた。

「待って、ミリアン。人が来ます」

　鋭するどく囁き、詩人はミリアンの手を取った。

　少女は顔をしかめて振り返り、しかし詩人に逆らうことはなく、身を伏ふせた。

　地に這はってしばらく息をひそめていると、通路のほうから複数の気配が近付いてきた。彼らはミリアンが気絶させた男たちを見つけたらしく、慌あわてた会話が交かわされ、乱れた足音が近付いてきて──地下庭園の入り口で立ち止まる。

　詩人とミリアンは息を潜ひそめて、彼らが引き返していくのを待った。

　館の人間たちの気配が完全に消えたのを確かく認にんして、詩人とミリアンはほぼ同時に顔を上げる。

「……きっとすぐ戻ってきます。……カナギ？」

　倒れたカナギは目を閉じたままだった。詩人が指を伸のべて額に触ふれる。ミリアンが囁く。

「死んだの」

「まさか。でも酷ひどい熱だ。カナギ、起きられますか」

「……シオミか？」

　薄く目を開いたカナギは、なぜだか詩人たちのまったく知らない人間の名を口にした。

　詩人は首を振って訂てい正せいする。

「ソラ、です」

　その名を聞き、カナギの目がやっと焦しよう点てんを合わせた。詩人を見て瞬まばたく。

「……詩人。お前、どうして……」

「詮せん索さくは後です。肩かたを貸しますから、とにかくここを脱だつ出しゆつしましょう。ミリアン、いいですね」

　ミリアンは答えず、カナギを見つめていた。彼からは、嗅かぎ慣れた匂においがする。

　それが死にかけた獣けものの匂いだと気づき、ミリアンはてのひらを強く握にぎり込んだ。
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　夢とうつつが入り交じり、どこに線を引いていいのかわからない。

　目の前をいくつもの人影が通り過ぎるのだが、そのうちの何人が自分の記き憶おくの中にだけ存在する死人で、何人が今目の前にいる生者なのだか、区別がつかない。

　カナギは途と方ほうに暮れていた。どうして、こんなにも世界は混こん沌とんとしているのだろう。

　──そもそも、自分は生きているのだろうか、死んでいるのだろうか。

「死にかけているんですよ」

　ごく落ち着いた、優やさしい声がそう言って、カナギは重いまぶたを開けた。

　殺風景な石造りの部屋の中、崩くずれかけた暖だん炉ろで火が燃えているのが見える。

　暖炉の傍はたで詩人が微笑ほほえみ、ミリアンはカナギと対角線上の壁かべ際ぎわで膝ひざを抱かかえていた。

「……ここ、どこだ。俺……今、喋しやべってたか？」

　壁にもたれていた身体からだを引きずり起こそうとすると、それだけで頭がぐらついた。

「ラートリの外の遺い跡せきですよ。エータから来るときに通った場所の一角です。わたしたちは不死者の館から抜け出して、放ほう棄きされた遺跡の居住地区へ潜もぐり込んだんです。思い出しました？」

　詩人にそう言われてみれば、確かにそんな気もした。薄ぼんやりと記憶が戻もどってきて、同時に混乱と不安も蘇よみがえる。カナギは痙けい攣れんするように震ふるえ、辺りを見渡した。

　落ち着きをなくした瞳ひとみが、傍かたわらに置かれた自分の剣を見つけ、わずかに見開かれる。

　わななく指で剣をつかみ、引き寄せる彼を、詩人は静かに眺ながめた。

「大分熱が出ているようですから、そのせいで少し意識が混乱しているのでしょう。ちょっとだけ、くだらない昔話みたいなうわごとを話していました。しばらくは休むことですね。ここにひそんでいればそうそう追っ手も来ませんよ」

「……そうか」

　気のない様子でつぶやき、カナギは剣を片手に立ち上った。ミリアンが不安げな顔を上げる。

「危ないですよ、カナギ。よろけてるじゃないですか」

　手を伸べる詩人を無視し、カナギは壁にすがるようにして暖炉の前に立つ。詩人は、彼が何度も失敗しながらポケットを探さぐり、ようやっと取り出したガラスの小こ瓶びんに目をとめた。

「なんです、それ？」

　問われて、カナギは詩人を見つめる。

　熱にうかされた瞳が酷く嫌いやな光を宿して詩人をねめつけ、唇くちびるが引きつるように笑う。カナギは小瓶を詩人の目の前に突つきつけた。詩人は瞬きもせず、たたずんでいる。

「魔ま物ものだよ」

　囁ささやくように言って瓶の蓋ふたを取り去ると、カナギは瓶の中身を炎ほのおの上に落とした。

　指の先ほどの白い欠片かけらは炎の中に落ちたかと思うと、不思議に涼すずしげな、硬こう質しつな音を立てて千ち々ぢに砕くだける。

　カナギは、その音がやむと細い息を吐はき、膝を崩しかけた。

　無言で抱だき留めようとする詩人の肩をつかみ、どうにか押しのける。

「よせ。……もう平気だ。それより、俺がラートリから出て、どれくらいになる？」

「半日ほどですが……君、今のは一体？」

　詩人はそれ以上手を出そうとはせずに一歩引き、問いを投げた。カナギは自身の胸むな元もとをつかみ、どうにか正常な呼吸を取り戻そうとしている。その指は相変わらず震えていたが、確かに、起きた直後よりは落ち着き始めているようでもあった。

「魔物だって……言っただろ？　お前らこそ、一体どうしてあんなとこにいたんだ」

　カナギはどうにか壁に背を預け、部屋の隅すみのミリアンに視線をやる。

　少女は彼を、ぎり、とにらみ返した。しかしその瞳は、少しだけ激しさを失している。

　詩人は少女とカナギを見比べ、言葉を選んだ。

「君を捜さがしに行ったんですよ。彼女の希望もありまして」

「……ソラ。もう、殺してもいい？」

　囁くように言ったミリアンを、詩人とカナギが見やる。少女は、今はカナギだけを見ていた。

（きっと、もうすぐ死ぬ、こいつ。その前に──私が、殺さなきゃ）

　ミリアンは思う。でも──なぜ？　自分はどうして、こいつを殺したいのだったっけ？

　ミリアンは自問して、即そく答とうできないことに気づいてぞっとした。

　覚かく醒せいし、心が荒こう涼りようとなった直後、カナギのことを思うとすさまじく心が震えた。彼を殺さねばと思った。その思いは心ここ地ちよい興奮をすら含ふくんでいたのだが、今、何かの強い不安にさらされ、かつ死にかけている彼を見ていると、心が揺ゆらいでしまいそうだった。

（……私、本当にこいつを殺したいの？　他ほかに、何か……）

　何かなかったのだろうか、自分には。それを考えると心臓をぎゅっとつかまれたように胸が苦しくなって、ミリアンは小さく震えた。

「ミリアン、もう少し待ってください」

　詩人は少女を言葉で制し、カナギに向かって声をひそめた。

「……カナギ、彼女のことはどうにかなります。それより、自分の身体の心配をしてください」

「ほっとけ。お前の面おも白しろ半分の心配は腹が立つ。それじゃ」

　投げ出すように言って、壁にすがって出口へ向かったカナギの腕を、詩人の長い指がつかむ。

「それじゃ、って君。まさか戻る気じゃないでしょうね」

　静かに問うた詩人の顔を、カナギはもはや隠かくしようもないぎらつく瞳で見返した。

「お前には関係ない」

「やめましょう、物ぶつ騒そうすぎますよ。今、あの街では不死者はどこかへ幽ゆう閉へいされ、館は怪あやしげな人間たちが仕切っています。君も酷い目にあったのじゃないですか？」

「……なんかの犯罪組織が不死者を廃はいして、毒の市をやってるんだ。俺は奴やつらを問いただして、本物の命の花を手に入れる。……どけ、普ふ通つうに殴なぐるぞ」

　詩人はひるむことなく、ただカナギの瞳をのぞきこんでいた。

「カナギ、あそこで何かありましたね」

　妙みように確信に満ちた声に、カナギは詩人を見返す。

　詩人の琥こ珀はく色の瞳はやけに澄すんでいて、ほとんど金色に見えた。

（……なんだ？）

　おかしい、と思ったのは一いつ瞬しゆんのことで、次の瞬間には心臓が嫌な音を立てる。

　心に薄うすい刃やいばを差し込まれたような感覚を覚え、カナギは詩人の目を凝ぎよう視しした。

「目が、こちらの世界に向いていません。君は今、何を見ているんですか」

　詩人はすべてを見み透すかすようにカナギの目を見ている。やけにまっすぐな視線だった。

　ひとによったら意味もなくひざまずきたくなるだろう、わけもなく真実を言いたくなるだろう、彼の声と同じく、詩人の目には妙なものが宿っている。

「……」

　カナギは無言で詩人の襟えり首くびをつかみ、乱暴に壁かべに押しつけた。

　詩人は衝しよう撃げきに息をつめ、ミリアンが跳はね起きる。

「ミリアン！　やめなさい」

　詩人の声が飛び、少女はびくりと身体を震わせて固まった。カナギはうっすらと笑う。

「……お優やさしいな。お前、今、変な術使っただろ」

　前からおかしいとは思っていたのだ。顔が綺き麗れいなくらいで、ああもひとがいいなりになるものだろうか、と。おそらくは違う。詩人は目を細めた。

「わたしにそんな力はありませんよ、ただ──」

「ただ、思わせぶりな言葉で相手を暗示にかけて縛しばり付けてるだけ？」

　怒いかりに煮にえたぎったカナギの目をのぞきこみ、詩人はぽつりと言う。

「──ええ。歌を伝え、予言を為なす──それは、ひとの言葉でひとを操あやつる、ということ。世界の意志で人を繰くる、それが『詩人』ですよ」

「世界の意志だ？　寝ねぼけるな。お綺麗な言葉と神秘的な背景利用してる詐さ欺ぎ師しってことだろ、それ。──本当のところは何もわかっちゃいない、背負ってもいないくせに。……最低だな」

　つぶやくと、部屋の隅で底冷えのする声がした。

「最低なのは、お前のほうだ。呪のろわれ者」

「ミリアン」

　詩人の声がたしなめるように名を呼ぶが、少女は淡たん々たんと続けた。

「──不死薬開発のために禁制の毒や生物を購こう入にゆうした罪、魔物を街へ導き入れた罪、殺人罪、求きゆう刑けいは死刑。魔物の掃そう討とう戦に参加し終身刑に減刑、後、脱だつ走そうして再度死刑宣告。……カナギ・サンスイ、お前、どうしてまだ生きている。罪を背負う気があるのなら、死ね」

　並べ立てられた罪状に表情をなくし、カナギは詩人を放した。

　ミリアンは、煮え立つ瞳で彼をにらみつけながら、詩人を守るように一歩前へ出る。

　カナギの唇はゆるやかに、自じ嘲ちようの笑みに歪ゆがんだ。

「死んで償つぐないになると思うんなら、百回だって死んだ。……なんならもう一回勝負するか？」

　言い切って、カナギは剣の柄に手を置いた。ミリアンはかっとして自身も剣に手をかける。

　詩人はミリアンの肩かたに手を置き、軽くため息を吐いた。

「どうしてそういう言い方になってしまうのでしょうね、君らは。カナギ、別にわたしは最低だろうが最高だろうが一向に構いませんが、わざわざ危険を押してまで助け出した君に、あっさりあの場所に帰られるのは納なつ得とくがいきません。事情を話してもらいますよ」

　かたくなに言う詩人に、カナギは不快げな視線を向けた。

「……何こだわってんだ、お前は。第一、そんな話聞いてどうする」

「決まってるでしょう。歌にするんです」

　詩人はそう言って、少し笑ってみせる。

「だいたいのことは、ミリアンから聞きました。君がその、魔物によって滅ほろびた街の最後の生き残りなら、君には魔物のことを他ほかの人々に伝える義務があるのではないですか？」

　急にもっともな理り屈くつを言われ、カナギは返答に窮きゆうした。詩人は自身の胸に手を当てる。

「とかく、帝てい国こくは魔物と呪いの知識を独どく占せんしたがる。けれどわたしは権力とは関係のない放ほう浪ろうの詩人です。役人や軍人に、わたしの歌を殺すことはできません。あなたの話が歌となれば、民たみ草くさの間に千年歌い継つがれることもある。……後の世の誰かのために、話してみません？」

　彼はカナギに同情するようでもなく、ただ穏おだやかに、そう言った。

「……なんのために？」

「なんのため、と考えないから、わたしたちは歌い続けられるんですよ」

　もとより年ねん齢れい不ふ詳しよう気味の詩人の容よう貌ぼうが、不意に老人めいたものに見え、カナギは瞬しばたたく。

　なるほど、詩人というのはそういうものか。

　名もなく、心をうろにして、善悪を断ずることなく、ただ『歌い継ぐ』存在なのか。

　ようやっと納得が行き、カナギは彼に感じていた怒りがゆるんだのを感じた。カナギは詩人をにらんで剣の柄から手を離はなし、恨うらみがましく悪態をつく。

「……そういう普通の理屈が言えるなら、最初からそうしろよ」

「君がここまで暗示にかかりにくいとは思っていなかったんですよ」

「……って、やっぱりお前、暗示かけてたのか!?」

「ええ。まあ、色々便利なもので」

「いまいち誠実さに欠ける奴だな！……まあいいや」

　悪びれない詩人に頭痛を覚えて額を押さえ、カナギはてのひらの陰かげからじっと暖だん炉ろの炎ほのおを見つめた。燃える炎は数多あまたのひとの命を守り、ときに奪うばう。

　かつて炎の中で見た光景を思い出しながら目を細め、カナギはゆっくりと口を開いた。

「……どこまで聞いてるのか知らないけど、二年前に滅びたミズネ・タカミネは東方自治同盟西部の都市で──魔ま物ものの毒に犯おかされた。さっき見せたあれと同じやつに」

「さっきの欠片かけらですか？　なんというか……生きているようなものには見えませんでしたが」

　軽く首をかしげる詩人に、カナギもうなずいてみせる。

「そうだな。俺も魔物って言ったら、もっと見るからに恐おそろしい獣けものみたいなもんなんだと思ってた。でもあれは実に植物的で、水でゆるやかに成長し、一定の周期で菌きん糸しのようなものを飛ばす……最初は、恐ろしく生命力の強い植物だってふれこみで手に入れた」

「薬にしようと思ってですね」

　相づちを打たれて、カナギはふと、発ほつ作さ的に小さく笑った。

「ああ。ただし、ただの薬じゃない。不死薬だ」

「不死薬……？」

「そう。東方の基本的な考え方でもあるけど、薬草学の基本は『循じゆん環かん』だ。自然の流れなくして、その技術はないからな。生きて死ぬ定めを受け入れてこその薬くす師しなんだ。……当然、不死薬の研究は禁きん忌きになってた。──だから、俺は裏社会の援えん助じよを受けて、それを研究した」

　あまりに遠い昔のことに思えるが、それはほんの数年前の話だ。

　なぜ不死薬を、という問いを挟はさまない詩人を視界の端はしへ置き、カナギは続ける。

「あの魔物は闇やみ商しよう人にんから買った。確かにすごかったよ、切り刻んでも、欠片から再生するんだ。俺は何種類かの抽ちゆう出しゆつを試ためして、再生の有効成分らしきものを自分で吞のんでみた」

「自分で？　危険だとは、思いませんでした？」

「いや。俺たちは、薬草の類たぐいは自分で試すのが普通だ。……まあ、吞んだらとんでもない悪夢に襲おそわれたんで、その時点でまずい、とは思ったな。でも、奴らが主に穀こく物もつに寄生するってのがわかったのは、街中に奇き病びようが流行はやってからだった」

　まずは、静かだった街に暴力事件が増えた。

　錯さく乱らんし、痛みにのたうち回る患かん者じやの症しよう状じようを見て、カナギは確信したのだ。

　自分が吞んだものと、彼らが口にしたものは同種だと。そのころには、カナギの身体からだにも異変が現れていた。あの濃のう紺こん色の渦うずは、やがて腐くさり果てる場所に現れる前ぜん兆ちようだ。

　カナギは詩人を見つめ、はっきりと言う。

「……詩人、よく聞いとけよ。奴やつらが寄生した穀物を食べるとまず、妙な幻げん覚かくが見えて、精神錯さく乱らんを引き起こす。次に焼け付く痛みに襲われ、徐じよ々じよに身体の血管が収縮して、四し肢しの端から腐り出す。手足を失して生き残る奴もいるが、体力ない奴は初期段階でばたばた死ぬ」

「なるほど。……では、君の余命は？」

「…………お前って、本当に…………」

　こともなげに聞き返され、カナギはついつい苦く笑しようを漏もらした。本当に遠えん慮りよというものを知らない男だ。この調子では、カナギが死んでも表情ひとつ変えないのかもしれない。もっともその距きよ離り感は、一種気楽なものでもあった。カナギはため息をつく。

「余命は知らない。穀物で食った奴とは違うし、早くからその場しのぎの対たい抗こう薬やくを使ってた。……対抗薬は街の人間にも処方したけど、副作用が酷ひどくて、弱ってる人間には使えなかった」

「そうですか……でも、それだけなら、単なる特とく殊しゆな毒草のせい、で終わったんじゃないですか？　どうしてそれが魔物とわかったんです」

「菌糸を出してた母体が、地下にいたんだ。多分、俺の服か何かについた魔物の欠片が水路に落ちて、地下で増ぞう殖しよくしたんだろうな。……あるとき、魔物の毒のせいで錯乱した奴が、地下水路に落ちた。そいつの血が魔物にかかった途と端たん……奴らは変質した。自在に動き回って人を喰くうようになったんだ。石いし畳だたみを割って出てきたころには、手に負えないほどのでかさだった」

　言葉にすると生々しく記き憶おくが蘇よみがえり、まぶたが痙けい攣れんした。それでも刻むように続ける。

「俺は山に薬草採とりに行ってて、偶ぐう然ぜん助かった。そのころは、対抗薬を作るのに必死だったんだ。そうこうしているうちに、どこからかぎつけたのか、あの──帝国の奴らが来た」

「ならば、別にそれは君のせいというのでもないじゃないですか」

「……は？」

　場ば違ちがいに吞のん気きな声にカナギが顔を上げると、案の定、詩人は柔やわらかく微笑ほほえんでいた。

「君、妙みように背負い込むことはないですよ、それは。街が滅びるのも、君たちの言う、『循環』でしょう？　ただの運命だ。対抗薬を作ったり、やるべきことはもうやってるじゃないですか。帝国は単に、彼らの法を守るため、魔物以外にも『犯人』を作りたかったんでしょう」

　あまりにあっけらかんとした物言いに、カナギは思わず声を荒あらげた。

「……どうしてそういう口を挟まなきゃ気がすまないんだ、お前は！　運命だ!?　神秘主義もいいかげんにしろ！　あれは俺が蒔まいた種だ、俺が刈かる！」

「どうやってですか。……ああ、それで、万病に効く命の花を求めているのですね。なるほど」

　怒ど鳴なりつけられても動じず、詩人は納得してうなずいた。

　目の前の現実離ばなれした男を締しめ上げてやりたい衝しよう動どうをどうにか抑おさえ、カナギは言いつのった。

「さっきの俺が持ってた魔物は、ラートリの地下から出たって話だ、同型なんだ！　あれが流通したら、また山ほどの街が死ぬ。……俺はラートリに戻ってあの魔物を滅めつする。……邪じや魔まするってんなら不死者だろうが神だろうが斬きってやる」

　強きよう烈れつな意志と焦しよう燥そうを滲にじませるカナギに、詩人は少し思案してから首を横にふった。

「不死者や神は魔物を封ふう印いんしている側ですよ。君が斬らねばならないのは、不死者に害為なし、魔物を掘ほり出した輩やからだ。違いますか、カナギ。……そうなれば目的はわたしも同じです」

「は？　目的って……ただの観光旅行だろ？」

　カナギがいらだちながら言うと、詩人は少し笑った。

「昨晩、殴なぐられなければ言おうと思っていたんですがね。わたしは以前、ここの不死者に会いに来たことがあるんですよ。そのときした、再訪の約束を果たさねばなりません」

「再訪って……おま……じゃあ、あの街がおかしいのも……？」

「知っていました。ここまで物ぶつ騒そうな事情だとは思いませんでしたけど」

　けろりと言われ、カナギは頭を抱かかえる。

「……だからお前は信用できないんだ、どうせ山ほど裏があるんだろ、そんな顔だ。……お前、頼たのむからついてくるとか言うなよ？　俺は闘たたかえない奴の面めん倒どうは基本的にみないからな！」

「カナギ、わたしのことをそんなに心配することはありません。これまで、運のよさとはったりだけで色々切り抜ぬけてきたんですから」

「はったりって……自分で言うな！　ていうか誰がお前を心配した！　俺は、お前が目の前で危なくなったりされたら邪魔だから言ってるんだ！」

「ああ、そんなことになったら助けたくなっちゃうんでしょうね、君は。……でも、わたしはそこまで無む謀ぼうじゃありませんよ。麓ふもとの街に連れん絡らくしましょう、協力を仰あおげるかもしれない」

「んな悠ゆう長ちようなことやってられるか！　その間にあれが流通したらどうする!?」

　聞く耳持たない様子のカナギを、詩人は真っ向から見つめた。

「カナギ、君、死にたいんですか？」

「誰だれがだ！　俺はあの街に帰るまで、なんとしてでも生き残る！」

「なら、少しは搦からめ手も覚えましょうよ。ね？」

　何か、ばかにされているような気がして、カナギはじっとりと詩人をにらむ。

「お前……俺をなんだと思ってるんだ、一体」

「短気でお人ひと好よしの苦く労ろう性しよう。嫌きらいじゃないですよ。君は、生きているほうが面おも白しろそうだし」

　ならば、死んでいるほうが面白い人間もいるのだろうか。

　怖こわい考えに至って絶句したカナギを尻しり目めに、詩人はミリアンに視線を落とした。

「ミリアン、いいですか？　彼の命を取るのは、あの街のことが片づいてからで。……君も、不死者を助けたいのでしょう？」

　ミリアンは不安げな瞳ひとみで詩人を見、カナギを見た。

「……でも、あんまりゆっくりしてると、こいつ、死んでしまいそう」

「誰が死ぬか！　何があっても生き残って勝負してやるから安心しろ！」

　そう言うと少女の顔がぱっと輝かがやき、カナギは妙な気分になった。

　次に詩人を見ると、彼は満足そうに笑っていて、さらに妙な気分にさせられた。

　そう言えば、自分は自ら、この二人と今しばらく行動する、という約束をしたことになってしまったのかもしれない。

　いらだち半分、先行きの不安半分で、カナギは苦いため息を吐ついた。


◆



「本当に大だい丈じよう夫ぶか、あれに任せて」

　高い天てん井じようの下、カナギは崩くずれかけた円柱に背を預け、小さなたき火の向こうに座った詩人を眺ながめる。詩人の言葉に従い、三人は遺い跡せきをたどってエータの街近くまで戻ってきたのだが、街に入ったのはミリアンだけだった。カナギと詩人は、例の礼拝堂の片かた隅すみに身を潜ひそめている。

　詩人は手の中の楽器をつま弾びいて言う。

「君がミリアンたちとやった大立ち回りがありますからね。わたしたちは危険人物扱あつかいされている可能性が高いですよ。辺境の街では危険だと思われたら即そく、排はい除じよされます。その点、ミリアンは覆ふく面めんをしてましたから。気づかれはしないでしょう」

「……それもそうか」

　だるそうにうなずいて目を閉じた。カナギの顔には憔しよう悴すいの色が濃こい。

　詩人は弦げんと戯たわむれていた指を止め、安らかな眠ねむりとはほど遠い場所にいるカナギを見た。

「彼女だって君にここで死なれては困るはずです。あれは賢かしこくて強い子ですよ、大丈夫」

「どうだかな。ひたすら不安定に見えたけど。……覚かく醒せいするって、具体的にどんな風なんだ？」

　目を閉じたまま、カナギはミリアンのことを問うた。

「さて。世界の構成要素が見えるのだ、と言いますが──目に見える世界が色を変えてしまうのでしょうね。異界をのぞけば、惹ひかれるのは当然のこと。彼女は、そちらへ引っ張られることを恐おそれています。自覚があるかどうかはわかりませんが」

「何がこちらであちらなんだか、俺にはさっぱりだけど……お前、面めん倒どう見切れるの？」

　詩人はでたらめな即興演奏を再開しながら、特に考えこむ風もなく答えた。

「彼女は溺おぼれているようなものです。すがれそうなものなら、こちらの世界に居続けるためのきっかけになりそうなものなら、何でもかんでもつかんでいる。わたしとか、君を殺すということだとか……不死者を助ける、ということだとか。すがられることはできますが、陸へ上がってくるのは彼女の仕事ですよ。わたしは彼女が落ち着いたら身を引きます」

「冷たい奴だな……」

　カナギが思わずそう漏らすと、詩人が笑う気配があった。

「そうですか？」

「ああ。冷たい。一度手を取ったんなら、しっかり握にぎってろ。せいぜい気合い入れて隠かくし通せ」

「……何をです？」

「自分が何も愛してないってことをだよ」

　言われて、詩人が瞬まばたく。カナギを見ると、彼はまだ目を閉じていた。

「カナギ……ひょっとして君は、彼女に同情したいんですか？」

「……かもな。しないけど。そんな資格がない。俺は誰かに優やさしくし続けたりできないから」

　カナギの言葉を聞いた詩人の指は、惑まどうようにぎこちなくなり、やがて楽器を弾ひくのをやめた。代わりに詩人の声が、不思議にゆっくりと語り始める。

「──以前訪おとずれたとき、ラートリは穏おだやかな眠りに包まれていました。白色満月草──麻ま薬やくとして売られていたというあれは、もとよりあそこに自生していた植物です。花がもたらす眠りで島は静まりかえり、起きている人々の声は眠りを妨さまたげぬよう、囁ささやきになった。凍こおった海が還かえってきたかのようなざわめきに満ちた街。わたしはそこから、不死者を連れ出そうとしました」

　意外な言葉に、カナギは目を開けて瞬く。詩人は小さな炎ほのおを見ている。

「連れ出すって、どこへ？　そんなことしたら魔ま物ものの封印とか、どうなるんだよ」

「そうですね、きっと大変なことになったでしょう。……でも、あの場所に居続ける限り、彼女は永遠に少女のまま、籠かごの鳥のままです。わたしは彼女の夢を醒さまし、世界を見せたかった。けれど彼女はあそこから出ることを断り、わたしは再訪を約して立ち去った。ずっと傍そばにいる──という選せん択たく肢しは、考えませんでした。詩人は流れるものだから、それが自然だと思っていた。でも、冷たいのかな、これは」

　そう言う詩人はごく普ふ通つうの同年代の青年に見え、カナギはつい、彼から視線をそらした。

「あー……なんだ、お前、不死者に惚ほれてたのか」

「………………惚れ？」

「なんだ、その微び妙みような沈ちん黙もく。違うのか？　すごい恋れん愛あい話に聞こえたんだけど」

　カナギが問い返すと、詩人はさらに沈黙した。ついで戸惑った声を出す。

「いや、ええと、そうなのかな。心がないとは色々なひとに言われてきましたけど、きっと心がないものは何かに惚れたりしませんよね？」

「お前……子供？　心がない人間なんかいないだろうが」

「はあ……そうなんですか？　初めてそんな風に言われましたけど」

　途と方ほうに暮れる詩人が物もの珍めずらしく、カナギは小さく失しつ笑しようした。

「難なん儀ぎな奴やつだなあ、お前。それでのこのこ戻ってきたらあの事態か。その上、あいつ……ミリアンにもくっつかれて。不死者を助けるのはいいけど、その途と端たんに痴ち話わ喧げん嘩かになるんじゃないの？　どうするんだ」

「痴話喧嘩って……ミリアンはわたしに恋こいしているわけじゃないでしょうし……万が一恋だったとしても、わたしにはどうしようもありませんよ」

「……そりゃまた、甲か斐い性しようのない……」

「甲斐性のある放ほう浪ろうの詩人というのもどうかとは思いますが……」

　どことなく力無い様子で応こたえる詩人に苦笑して、カナギは何度か咳せき込んだ。

　不快げに眉まゆをひそめ、ポケットから水薬の小こ瓶びんを取り出す。詩人はちらとその瓶を見た。

「それが、呪のろいの対たい抗こう薬ですか？」

「そう。……あんまり頻ひん繁ぱんに使っちゃまずいんだけどな。内臓荒あれるから」

　カナギは水薬を一ひと滴しずく吞のみ込み、こめかみを手で押さえて太い柱にもたれかかった。

「──なあ、詩人。お前、前にあの……ラートリに来たとき、命の花って見たか？　その……白色満月草じゃなくて、万病に効くっていう、伝説のあれ」

「見てはいません。けれど、あの場所は不思議に暖かかった。思うに、魔法学者ウゴルの仮説は正しかったのじゃないでしょうか。ラートリは、ある周期で濃い大気が宿る場所なのではないかと思います。だとすれば、特とく殊しゆな薬効を持つ花が生えたとしても不思議ではありません」

「思います、とか不思議ではありません、じゃ困るんだけどな……。やれやれだ。でもまあ、本物の不死者に会えば、その辺も明らかにはなる、か。そいつ、監かん禁きんされてるんだろ？」

「らしい、ですよ。ミリアンが不死者の助けを求める声を聞いています」

「いまいちよくわかんないんだけど、不死者ってのは、死なないってのと、遺い跡せきの仕し掛かけを使える、って以外に何がこう……特別なんだ？　そんな、人間にとっつかまるようなもんなの？」

「そうですね。不死者の力は、『覚醒位』の魔導師に近い、というのが通説ですが……そんな相手をどうやって監禁しているのやら。正直、わたしにもわかりませんよ」

　詩人が軽く肩かたをすくめ、カナギはため息を吐いた。

「なるほどね。しかしまあ、少なくとも今年の祭りでは、不死者はエータには降りてこれないな。でも、エータの奴らは祭りの間中家に閉じこもってるから気づかない、と。阿あ呆ほうな話だ」

「……ちょっと待ってください、カナギ。なんですか、その──不死者がエータに降りてくるだの、町民が祭りの間閉じこもってるだのというのは？」

「ん？　いや、エータの祭りの話だろ？　年に一回、この時期に、不死者がエータに降りてくる祭りがあるって聞いて、俺はわざわざここまで来たんだけど。お前、聞いてないの？」

　聞き返してみると、詩人は表情から笑えみを消してカナギを見つめてくる。

「聞いてないもなにも……そんなことあるわけないじゃないですか。いいですか、不死者はあそこで、魔物を封ふう印いんしているんですよ？　祭りだからって外に出るわけにはいきません。不死者のお膝ひざ元もとに住むエータの民たみが、そのことを知らないはずがないでしょう。君、間ま違ちがった噂うわさを聞いたか、騙だまされたんですよ。一体誰だれがそんなことを言ったんです」

「……最初は暗黒街の知り合いに、その祭りの時、エータの宿で命の花を手に入れた奴がいる、って話を聞いて。あと……エータの宿の主人と、町長もそういう祭りがあるって言ってたけど」

「…………」

　カナギと詩人は顔を見合わせ、互たがいに思考を巡めぐらせた。カナギがのろのろと言う。

「……俺が騙されたとすると、エータの街ぐるみで、ってことか？」

「……そうなりますね。ひょっとしたら……エータも街ごと、毒市の連中の一味かもしれない」
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（だあれもいない、なんにもない）

　耳元で誰かが囁いたような気がして、ミリアンは眉を寄せた。

　少女はエータとラートリを繫つなぐ遺跡を抜ぬけて、エータの街の街路に立っていた。

　雪の積もった土気色の街には、静せい寂じやくだけが満ちている。

　風が吹ふき、少女の薄うす黄き色いろい髪かみと、道に落ちた花びらを舞まい散らした。

（どうしてこんなに人ひと気けがないんだろう、まだ昼なのに）

　ミリアンは荷物を背負い直し、凍った街路を歩き始めた。いつもの動きやすい黒装束だが、白い顔や黄色い髪はむき出しだし、剣はカナギたちのところへ置いてきた。街の人間に不ふ審しんがられることを一番に警けい戒かいした結果だが、この様子だと選択を間違ったのかもしれない。

　曇どん天てんの下、家々はすべて板戸を閉め、路地裏にも人ひと影かげはない。家の中に意識を向ければ、ひとがいないわけでもなさそうなのはわかる。それでも、不安になる静けさだった。

「……あ」

　不意に小さな声を聞き、ミリアンは振ふり返る。

　背後には、路地裏からおそるおそる顔を出している少年の姿があった。

「お姉ちゃん、不死者？」

　怯おびえと期待が半々になった瞳ひとみで、少年が問う。ミリアンは少し動どう揺ようし、首を横にふった。

「違う。……ここの子？　町長さんは、どこ？　わかる？」

「わかるよ。お姉ちゃん、旅人なんだね。でも……今日、本当は外を出歩いちゃ駄だ目めなんだ。……案内していいか、母さんに聞いてくる」

　嬉うれしそうに言い、少年は路地裏へ引っ込んだ。

「……あれ、おじちゃん、誰？」

　直後、そんな少年の声が聞こえ、ミリアンは視線を上げた。

　路地裏に血なまぐさい気配がある。すぐさま路地へと駆かけ込むと、異様な光景が目に入った。

「今日は──外に出ちゃあイケナイ──ソウだろ、悪い子」

　妙に甲かん高だかい声が言い、曲刀が光る。

　凍り付いた路地にいたのは、緑色の服を着た男だった。骨張って瘦やせた長身で、強いカーブを描えがいた剣を怯えきった少年の首元に突つきつけている。

「……誰だ、お前」

　誰何すいかするミリアンの声に恐きよう怖ふがないのを知り、緑の男はけたけたと笑った。

「やあ──女の子。殺すナラ、女の子のほうが、イイ──かな」

　この男からは、血の臭においがする。

　少女は素す早ばやく荷を投げ出し、自分の着ているマントをはねのけた。

　布の内側に仕込んだ細いナイフを取り、一挙動で投げつける。

　男は少年を突き放して首をすくめ、ナイフを避よけた。数歩踏ふみ込み、ミリアンに向かって曲刀をふるう。少女は身を沈しずめ、地を蹴けった。

　民家の軒のき先さきに指先をかけ、恐おそろしい身軽さで身体からだをその上へと押し上げる。

　軒を足がかりに屋根へかけ上った少女を見上げ、緑の男はぽかんと口を開けた。

「すげえ！　鳥ミタイだ！」

　叫び声をあげた男を横目に、ミリアンは木製の屋根を蹴って走り出そうとする。しかし、緑の男は少し身体を沈めたかと思うと、足あし腰こしのバネだけで異常な高さを跳とび上がった。

　男は軽々とミリアンの目の前に着地し、禍まが々まがしく薄ら笑う。彼の手で曲刀がきらめいた。

　斬きられる──ミリアンが本能的に思ったとき、視界が真っ赤に染まった。血……ではない。

「──エェ？」

　非人間的なうめきをあげて、男が自分の身体を見下ろす。

　彼は炎に巻かれていた。いや、炎に似た何かに。熱はない、ただ、端はしからぐずぐずと溶とけていく。服も、肌も。

「ぎゃアアア！」

　男の悲鳴に、ミリアンは全身を震ふるわせた。どっと汗あせが噴ふき出る。

　途端、炎はかき消えた。男は半ば転げ落ちるように路地へ降り、駆け出していく。

　震えが収まらず、少女は我知らず、自身を強く抱だきしめた。

　恐ろしかった。見知らぬ自分の力と、それが制せい御ぎよできない予感が。
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　そのころ、街の集会場では、奇き妙みような会見が行われていた。

　学校などにも使われる石造りの建物の広間に、街の有力者たちが集まっている。

　町長の老人、有力商人、自警団の団長。

　数段高い壇だん上じようにいる三人と向かい合っているのは、奇妙ないでたちの人物だ。

　ひとりは金髪で、帽ぼう子しから外がい套とうから、杖つえまでもがすべて目に痛い緑色。男性的な格好だが、中身は中性的な容よう貌ぼうの女性だ。妙につるりとした顔は年ねん齢れい不ふ詳しよう。

　もうひとりは大男だが、これも全身すべて緑で固めていた。

　女が、手て袋ぶくろをした指で杖をいじりまわしながら言う。

「毒市に入るための割り符ふは確かく認にんしたろ？　私たちはラートリの祭りに呼ばれた客だよ。予定よりも到とう着ちやくが遅おくれてしまってね。この街にある、ラートリへの近道を使いたい。……この街は、毒市の恩おん恵けいで生きているのだろ？　なのにどうして、そこまで遺跡の道案内を拒こばむのだい」

「お前らが、合い言葉を知らんからだよ。正規の客なら、必ず知っている」

　町長が厳しい顔で言うと、緑の女が目を丸くし、次に声をあげて笑い始めた。身をよじって笑う女を、傍かたわらの大男は見もしない。

「はははは、なんだ、そんなことか。これはやられたね！　じゃ、まあいい。本当のことを言おう。私たちは毒市の客の一部に用がある──物ぶつ騒そうな用がね。そう、殺しを生業なりわいにしているのだよ。この割わり符ふは、他の祭りの参加者から拝はい借しやくしたんだが、合い言葉を聞く前に彼らとはおさらばしてしまったよ。……さて、そろそろおとなしく道案内する気になった？」

「脅おどしか。ちんぴらの類たぐいだな」

「来い、みんな！」

　自警団長が声をあげる。しかし、応こたえるものはいなかった。女はまだくすくすと笑っている。

「残念、自警団は私の部下が遊んでしまった。手て応ごたえがなくてつまらなかったみたいだから、他ほかの町民も殺してしまうかもしれないね。さ、二度目のお願いはしないよ。次は命令だ」

　女の唇くちびるが不気味な笑みに歪ゆがみ、室内におびえが満ちたとき。

「──却きやつ下かだ、却下！」

　突とつ然ぜん割り込んできた声に、部屋にいた全員が顔を上げる。

　正面の扉とびらが開け放たれ、姿を現したのはカナギだ。彼の姿を目にし、町長は棒立ちになった。

「お前……どうして生きて……いや、どうしてここに……」

　自ら半ば罪状を吐はいたような形になった町長に、カナギは自じ嘲ちよう気味の笑みを向ける。

「どうしてだろうな。多分、やたらと生き汚ぎたないからじゃないか？　しかしまあ、随ずい分ぶん愉ゆ快かいな話を聞かせてくれたもんだ。……町長、あんたらもラートリにいる毒市の連中の一味だったとはな。万病に効く『命の花』ってのも、客寄せのデマか？」

「それは……違う。我々は奴らの仲間ではない、命の花も昔からの伝説だ、しかし……」

　町長は言いよどみ、事情の飲み込めない緑の女は、町長とカナギを代わる代わる見やった。

「ちょっと……お前たち、いきなり何なの？　特にお前。一体何者？」

「ん？　俺は通りすがりのただの薬くす師しだ。あんた、毒市の客だな？」

　カナギは面めん倒どうくさそうに答える。実際には、面倒というより体調が悪かったのだが。

「……そうだけれどね……どうしてただの薬師がそんな立派な剣を持ってるわけ？」

「護身用に決まってるだろ。おい、町長。こいつらは俺が片づける。この恩、高く買えよ」

　カナギのあまりにマイペースな話の進めっぷりに、女は呆あつ気けにとられて瞬しばたたいた。が、やがて引きつり笑って、手の中の杖に仕込まれていた刃やいばを抜いた。彼女に付き従っていた大男も、くの字に折れ曲がったナイフを抜いて歩み出る。

「片づけるだって？　私たちを、お前ひとりで？　は、身の程ほど知らずな！」

「身の程知らずはそっちだろ。俺は今すごーく具合が悪い。てことで、一五秒で終わらせる」

　だるそうに言い、カナギは剣の柄つかに手をかけた。次の瞬しゆん間かん、瞳の色が切り替かわる。
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「魔ま物ものが出た──魔物だ、あれは悪あく霊りようの火だよ……」

　囁ささやくように言いながら、ミリアンの炎で奇妙な火傷やけどを負った男は酔よったように道を歩いていく。彼は街を訪おとずれた緑の女の部下で、自警団を片づけた後に街をふらついていたのだった。

　男は主人のいる集会場を目指そうと、黄昏たそがれ時の大通りに出た。

　その男の足が止まったのは、道の真ん中にたたずんでいる人影を見たからだった。

　長い杖を持った、白い長身の影だった。

　ざ、と風が吹ふき、道に落ちた花びらと、白い青年の髪かみを吹き散ちらす。

　青年は切れ長の目をゆっくりと開け、緑の男を見た。見るからに禍々しい緑色の装束と、あちこちに火傷を負った男を見て、彼は──ごく優やさしく微笑ほほえむ。

　少しも心温まらない、人間らしくない笑え顔がおだった。

「ひ……」

　現実離ばなれした光景に何を見たのか、男は全身をこわばらせ、立ちすくむ。

　詩人はゆるゆると手を上げ、彼を指さす。

「血の臭いがするね。……気をつけなさい。君には、死霊が憑ついてるよ」

「──げっ！」

　緑の男が説明しがたい恐怖に目をむいたとき、彼は背後から、首筋を殴なぐりつけられた。

　崩くずれ落ちる男の後ろには、薄黄色い髪の少女が立っている。

「ソラ！」

「やあ、ミリアン」

　近所で会ったときの挨あい拶さつのような調子で言われ、ミリアンは彼に駆かけ寄った。

「ソラ、どうしてこんなところに……しかも、闘たたかえないのに、あんな」

　出で会あい頭がしらにそう言った少女の顔は、無表情の下に怯おびえと安あん堵どを漂ただよわせていた。

　詩人は彼女を見下ろし、ほんの少し考えてから微笑む。そのとき彼はひょっとしたら、カナギの言葉を思い出していたのかもしれなかった。

「闘えないけれど、君がそばにいるだろうと思いましたから。はったりは得意なんです」

「そんな……でも、危ない」

　恐れの色が消えない少女の頭に、詩人はぽん、とてのひらを置いた。ばかにするようではなく、それはただ親愛の情を示すものだった。

「確かに、危ないのかもしれませんね。次からは、君が守ってくれますか？」

　笑ってそう言われ、ミリアンはぽかんとして彼の顔を見上げた。

　カナギがいたら頭を抱かかえそうな台詞せりふを、詩人はあっさり吐いて少女を見ている。

　返事がないのを理解が至らないせいだと思ったのか、彼はさらに繰くり返した。

「突然離れたり、消えてしまったりせずに、わたしの傍そばでわたしを守ってくれます？」
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「な──そんな」

「駄だ目めですか？」

「い、いや、だ、駄目じゃない……その……わかった」

　何度か首を横にふってから、結局うなずく。混乱して頭がくらくらしたが、さっきまで酷ひどかった怯えは面おも白しろいほどに解け消えた。

　誰かを守る──そんな単純なことが、彼女には思い至らないことだったのだ。守ってくれと言われたのは一五年の人生のうちでおそらく初めてだった。

　それは彼女自身の力を肯こう定ていし、信しん頼らいを預あずけるという宣言だった。

　視界が明るくなったような気がして、ミリアンは辺りを見た。

　道、花びら、家々、空。

　すべてが色を違たがえて見える。すべてがミリアンの耳に、何かを囁きかけてくる。

　耳を澄すませれば、何を囁いているのか聞こえる気がした。

　単純な詩人の一言で、何かが腑ふに落ちて自分の力への恐おそれが少しだけ軽くなった。

　誰かを守るためなら、できるかもしれない。操あやつれるかもしれない。

　説明しがたい温かなものが全身に流れ、手首にはまっている古いバングルが脈打つように温度を持つ。ミリアンはバングルを押さえ、視線を詩人に戻した。

　騒さわがしいミリアンの視界の中でも、彼は彼のまま、そのままに見えた。詩人は笑う。

「君が無事でよかった」

　ミリアンが言葉を失していると、ごく控ひかえめに、第三の声が割り込んでくる。

「……悪いが、いいかな」

「やあ、カナギ。どうやらまだ生きてますね」

　少女の肩かたに手を置き、詩人はフードを被かぶりなおして振ふり返った。

　カナギは背後に町長を伴ともない、肩に外がい套とうをかけて立っている。

「ああ、俺ってかなりしぶといと思う。自分でも」

「……あんたも生きとったのだな、詩人」

　町長が疲つかれたような声で言い、詩人は彼に会え釈しやくした。

「まだ死ぬべき日ではないようで。あなたは、わたしと彼に死を、と望まれたのですか？」

　詩人の言葉を、町長は否定も肯定もしなかった。

　はれぼったくなったまぶたの下から街を見み渡わたし、のろのろと喋しやべる。

「わしが望むのは、街が平和であることだけだ。そこそこに豊かで、な。だが、全部狂くるった」

　詩人はわずかに自身のフードを上げ、町長を見やった。

　白い髪の間からのぞいた琥こ珀はくの瞳が初老の男と視線を合わせ、刹せつ那な、金色の光を宿す。

　町長の眼球はわずかに震ふるえたが、カナギとミリアンはかすかな違い和わ感かんを覚えただけだった。

「……不死者を廃はいそうとしたのは、あなたですか？」

　詩人が問うと、町長は彼から視線を外さず、どこかうなされるように言う。

「最初は、違う……。ただ、あのころ……街は貧しくて、あの悪党が……アーガフォンが、もちかけてきた……不死者を封ふうじて、裏の商売ができると……奴は色んなことを知っとった。わしは、この街に迷めい惑わくだけはかけないという約束で、町民たちにも隠かくして──奴に手を貸した」

「迷惑かけないって……麻ま薬やく商売なんてしてたら、危ない奴らがくるのは当たり前だろ」

　カナギは呆あきれて口を挟はさんだが、町長は朦もう朧ろうとした様子で首をふった。

「わしは、ここさえ、この街さえ無事なら──それでよかった。邪じや魔まなものはすべてあそこへ押しつけた。お前たちも、な。街の連中も、本当は、気づいておった……しかし、沈ちん黙もくを守った。──きっと、狂ったのだ、アーガフォンも、不死者も、町民たちも、わしも……遺い跡せきはひとを狂わせる。祟たたられたのだ、だが、もう終わる、きっと……もう終わりだ」
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　宙をふわふわと光球が舞まう。

　と思うと、それは思案するように震え、ひっくり返って小さな炎ほのおの球になった。

　しばらく静かに燃え続け、部屋の隅すみの寝しん台だいの上まで行くと、ぱん、と音を立てて弾はじける。

「魔法の発現する姿は、魂たましいの形によるといいますが……やはり君には、炎の形が向いているんでしょうね。他にはどんなことが？」

　詩人がうなずいて言うと、ミリアンは辺りを眺ながめた。

　ここはエータの外れの空き家だ。勝手に拝借しているが、扉とびらを閉とざした町民たちが文句を言うはずもない。竈かまど、兼けん暖だん炉ろの中では本物の炎が燃え、薬湯の入ったやかんが煮にえていた。

　ミリアンは辺りのものの囁きに耳を傾かたむけ、いたずら程度の軽い害意を、部屋の隅の棚たなを止めている釘くぎに向けた。

　すぐさまそれはするりと抜ぬけ落ち、棚は傾く。上に載のっていた箱がひとつ、寝台へと落ちた。

「……ミリアン、お前はどうしてすべて俺の近くで実験をする……」

　綿入れ布ぶ団とんの隙すき間まから恨うらみがましい声がするが、ミリアンは気にせず詩人を見上げた。

　彼は手にしていた繕つくろい物を膝ひざに置き、少女にうなずいてみせる。

「すごい。魔法の知識は何もないんでしたね？」

「ない。でも、すべてが、喋っている声が聞こえるから……攻こう撃げき的なものと、そうでないものを聞き分けて。わたしも、同じように……話しかけてみているだけ」

　ミリアンの声はとぎれとぎれだが、段々と落ち着いてきていた。

　寝台に横たわっていたカナギが、布団を押しのけて顔を出す。

「適当だな、おい。そんな感情任せな危なっかしいことでどうするんだ。お前みたいな奴は本来、とっととどっかの魔法教会に飼い殺されるべき……わっ！」

　すかさずミリアンが今度は棚自体を落としたので、カナギは慌あわてて布団の中に退たい避ひした。

　彼の布団の上に木製の棚が落ちるのを確かく認にんしてから、詩人は笑って机に向かう。

「町長曰いわく、今のラートリの『祭り』というのは、選ばれた罪人たちに街が開かれ、ばか騒ぎをするものみたいですね。その一方で、麻薬や毒草の取引がある。危険な客がエータを通過する間、町民たちは扉を閉ざして息をひそめている、と。ラートリの祭りの招待には審しん査さがあるそうですが、中へ入ったら皆みな仮面をつけ、仮装するとか。帝てい国こくの湾わん岸がん都市風ですね」

「……だからって、どうして俺たちまで仮装しなきゃならないんだよ……面めん倒どうな」

　布団の中から聞こえる文句に微笑ほほえみ、詩人は膝の上の布を広げてミリアンを手招いた。

　素す直なおにやってきた少女に当てられたのは、緑色の古風なドレスだ。

「カナギ、別に君はここで休んでいてもいいんですよ。何せ身体からだが──」

「弱くない！　全部呪のろいのせいだ！　別に俺は病弱じゃないから！」

　カナギは叫ぶが、寝台の中で言ってもまったく説得力がない。

「──大体、あの魔物を滅めつして、命の花を手に入れるのは俺の仕事だ。むしろお前らがついてくるほうがおかしいんだぞ」

「いいじゃないですか、わたしたちは不死者に会いたい。君も花のことを彼女に聞きたいんでしょう？　一いつ緒しよに行動した方が得というものです。町長さんは妙みように呆ほうけちゃってたみたいで、援えん助じよは頼たのめそうにないし。そこで、安全に潜せん入にゆうするために、仮装ですよ」

「……なあ、詩人。お前、絶対面白がってるだろ？」

「面白いですとも。あの三人組がちょうどお祭り衣装を残していってくれましたしね。ああ、ミリアン……裾すそ、ちょうどよくなったみたいですね」

　詩人がミリアンに話しかける声を聞き、カナギは布団の中で暗くなった。

「本当に、あの無駄に華か麗れいな衣装を着るのか、俺が……」

　くるくる丸まる布団に視線をやり、詩人は小さく笑う。

「せっかくの『祭り』ですから。派手に行きましょう、派手に」
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　ラートリの祭りに最後の客が到とう着ちやくしたのは、もう夕刻になってからだった。

　開け放たれた正門の両側で、仮面の男たちが一礼する。

　言葉を発することなくさしのべられた門番の手に、客のひとりが半かけの金貨を投げ渡わたした。

　暗色の衣ころもをまとった門番たちはそれをうやうやしく受け取り、懐ふところからコインの片割れを取り出す。断面がきっちり合ったのを確認すると、四人の門番はあらためて、深く腰こしを折った。

　頭を下げた彼らの間を、客はゆるやかな歩調で通り抜ける。

　長身の二人は、共につば広の帽ぼう子しをかぶって、長いマントをひらめかしている。片方の帽子は黒く、銀の造花が山盛りだ。マントも半分が黒く、半分は銀。黒いところには銀の花文様が散っている。もう片方のいでたちは、白い帽子に金の造花、半分が白で半分がグレイのマントに、金の花文様になっている。

　真ん中を歩く少し小こ柄がらな人ひと影かげは、頭からつま先まですべて緑色で仕立てた時代がかったドレスをまとい、波打つ薄うす黄き色いろい髪かみを背にばらまいていた。

　客たちの顔には門番と同じく、ただしもっと凝こった仮面がつけられている。

　華麗ではあるが一種異様ないでたちは、今のこの街には一番馴な染じむ代しろ物ものだった。

　大通りには早くもかがり火が燃え、女たちの嬌きよう声せいが響ひびいている。

　薄うす闇やみの中にたたずむ街は相変わらず玩がん具ぐめいていたが、祭りのために衣装を着き替がえていた。

　灰色の空を箱船に似た建築物のシルエットが切り抜き、灯ともされた炎がモノトーンの景色に鈍にぶい色を付ける。

　石いし壁かべに色を付けたチョークで絵が描えがかれているのが見え、開け放たれた窓から女の幸せそうな歌が聞こえた。道では仮面をつけた人間が行き交かい、すべての家の扉に取り付けられた金銀の球体が、辺りの光を集めてはちかちかと光っている。

　視界もせわしなければ音もうるさく、大気を吸い込めば何やら甘い香かおりがする。

　すべてが沈黙を捨てた街の中、三人の客は黙だまりこくって道を歩んだ。

　ある家の扉が音を立てて開け放たれ、ひとりの男がまろぶように出てきた。彼は歌いながらよろめき歩いて、真ん中の緑の女へ軽くぶつかる。

「と、ととと、失礼……？」

　その案外柔やわらかな感かん触しよくに、男はとろんとした視線を上げた。

　と、その先にあったのは刃やいばだ。

　白い帽子の従者が突つきつけた剣けんを眺め、男は弾はじけるようなばか笑いを始めた。

　黒い従者がその身体を道の横にのけ、三人はまた歩き始める。

　道の端はしで燃える炎の中に、ちょこちょこと近寄っては綺き麗れいな色の玉を放り込む人影を見やって、白い従者がつぶやいた。

「麻薬焚たいてるな。道理でみんなご機き嫌げんになるわけだ」

「そうでなくとも、大気の濃こさだけで酔よえそうですよ」

「……気持ち悪い」

　ごく正直な感想を漏もらし、ミリアンは仮面の下で浅い呼吸を繰くり返す。

　彼女の視界もまた、うるさいざわめきで覆おおい尽つくされていた。

　ざわめきはどれも悪意に近い興奮に満ちていて、呼吸するたびに胸がつまった。濃のう厚こうなスープの中で煮込まれるような気持ちだ。

　喧けん嘩かでもあったのか、路地裏で鈍い音がして、大通りに誰だれかの身体が倒たおれ込んだ。すかさず館やかたのお仕着せを着た影が路地へ飛び込み、無ぶ粋すいだとばかりに倒れた人間を奥へと引きずり込む。

　三人は仮面の顔を見合わせ、各おの々おの小さく首をふった。

　そんな喧けん噪そうも、不死者の館に近付いていくに連れて遠ざかる。陸橋の下をくぐり、ひんやりと冷えた広場を通り抜け、優美によじれた階段を持つエントランスへと向かう。

　かがり火の燃える不死者の館の前で、街の入り口にいた門番と同じ、帝国風の装束を身につけた者が丁てい重ちような礼をした。

　黒い従者は正門のときと同じように、半かけのコインを相手に渡す。今度は汚よごれた銅貨だった。これが、祭りの参加者の証あかしの割り符ふだ。

　門番が糸で繫つないだ半かけコインの中からそれに見合うものを取り出し、ぴたりと合わせる。

　古い硬こう貨かの表面には鳥の姿が現れ、古風な共通語が躍おどっているのがかすかに見えた。門番が流れるような文字を確認してうなずくと、ようやっと館の正面玄げん関かんが内側から開いた。

「ようこそ。……もうすぐ会議が始まります」

　館の中で三人を迎むかえ入れた使用人は、顔の上半分だけを覆う仮面をつけていた。

　無礼にならない程度に客たちの姿を眺ながめ、半歩先へ立って歩き出す。

「ご予定では今朝方の到着ということでしたが。何か突とつ然ぜんのことでも？」

「主人が足を傷いためた。議場までいかほどか」

　歌うような男声で黒い従者が答える。

　案内役は緑のドレスの女を振ふり返った。なるほど、言われてみれば歩き方が少しおかしい。彼は手を貸そうと言いかけて、すぐに考え直した。この従者たちが手を出していないのに、自分が手助けを申し出るのは妙だ。そうでなくとも、この館に来る客は妙な人間ばかりなのだ。うかつなことを言って怒いかりを買うのはごめんだった。

「議場へは、このまままっすぐ参りまして、あの角を右へ。その後しばらく歩くことになります。両側が肖しよう像ぞう画がになっている廊ろう下かで、青いドレスの貴婦人の前で合い言葉を言うと控ひかえ室から迎えが。──いかがでしょう。時間もあまりございませんが、途と中ちゆうで休んでいかれますか」

「ありがとう。お前こそ少し休んどけ」

「は？」

　丁てい寧ねいに折り曲げていた腰を伸のばす前に、使用人の目の前で火花が散った。ような、気がした。

　男が崩くずれ落ちるのを確認して、白い従者は鞘さやに入った剣をマントの中へ戻す。

「じゃ、俺は議場だ。お前らはせいぜい華はなやかにやってくれ」

「幸運を」

　黒い従者が穏おだやかな詩人の声で言った。

　軽くうなずきあい、白い衣装をまとったカナギはまっすぐ、黒い衣装をまとった詩人とドレス姿のミリアンは脇わきの廊下へとそれて、それぞれ足を速めた。
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　よく磨みがかれた石の上に敷しかれた絨じゆう毯たんはえんじ色で、細かな織り模様が延々と連なっている。

　カナギは足音をひそめて走った。

　辺りを行き交うひとの気配は少なく、案内役を倒した後は誰一人姿を見かけない。

　もう会議とやらが近付いているせいなのか、館の入り組んだ構造に警備を頼たよっているのか。ところどころに燭しよく台だいの燃える廊下を進んでいくと、やがて不意に、ひとの視線を感じた。

　明かりと明かりの間、薄闇で壁に身を添そわせ、気配を探さぐる。

　酷ひどく強い視線だと感じたが、あらためて探してみるともう、かき消えていた。

　一いち抹まつの不安を覚えながらも壁から離はなれようとしたとき、今度は確かにひとの声が聞こえる。

「……だよなあ。麻ま薬やくなんて焚いたら、まともに話し合いとかできやしねえって。いっそあれよ。部屋に通気孔こうとか開けときゃいいんだよ」

「用意してございます」

「あ、そう」

（……あいつだよ、間ま違ちがいない）

　この先で交差している廊下の、左から来るのはどう考えても、あの貢みつぎ物部屋で出会った男だ。気合いの抜ぬけた図ずう々ずうしいしゃべり方といい、アンバランスな足音といい、顔を見るまでもなく明らかである。

「しかしまあ君らも難なん儀ぎだわな。荒あら事ごとの他ほかにもこんなことしなきゃなんねえんじゃあ。ここの主人はちーと変わりもんだな。わざわざ帝てい国こく風の衣装とかそろえて、貴族趣しゆ味みっつーか」

「バシュラール様、ご自身が貴族なのですから、その言い方は」

「シュナル……お前さあ、せっかくなんだからもうちょっとやさし……じゃなくて、そんな跳はねっ返りなところも可愛かわいいな！」

　とってつけたように言い換かえると、シュナルの目が仮面の下で『この大根役者』と言っているのがわかった。バシュラールが廊下の端に視線をそらしたとき、突然重い音が響く。

　怪訝けげんに思って見れば、一歩先を歩いていた案内役が、床ゆかへと崩れ落ちていた。

「おお？　どーした、やっぱりあんまり麻薬とか焚たくから……あ？」

　仮面のせいで狭せまくなったバシュラールの視界の真ん中に、剣を片手にした白い人影が立っている。一いつ瞬しゆん何かを連想して目を見開いたバシュラールの前に、シュナルが躍おどり出た。

「曲くせ者もの！」

　鋭するどく囁ささやき、シュナルは飾かざり物のような剣を抜く。

　女の打ち込みは堂どうに入いったものだったが、白い人影は一度軽く打ち合っただけで、シュナルの手首を取ってねじ上げてしまう。仮面の下からのぞく女の唇くちびるが屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ。

「……ッ！　バシュラール様！　私に構わず、斬きってください！」

「……俺が？　ばか言え、俺は弱えんだ」

　つぶやき、バシュラールは指輪に手をかけながら、時間稼かせぎの文句を考える。

　そんな彼へ、白い人ひと影かげが声をかけた。

「また会ったな」

　聞き覚えのある、低めにかすれた声に、バシュラールは目を瞠みはった。

「あっ、てめえあれだな！　命の花目当てで来て、ここの奴らにとっつかまった病弱君！」

「なッ、誰が病弱か！　って、いや……そうじゃなくて、ええと──とりあえず騒さわぐなよ」

　取り乱しかけてどうにか立ち直り、白い衣装をまとったカナギは、刃をシュナルの首筋に押しつける。バシュラールは不快げに片かた眉まゆを上げた。

「斬るなら斬れ！　そんなことでひるむ我々ではない！」

　心底悔くやしそうにシュナルが叫ぶのを手で制し、バシュラールは一歩前へ出た。

「シュナル、ちぃと黙ってろ。そう、もうちょっとだけな。しかしま……病弱君は相変わらず物ぶつ騒そうだねえ。女を人ひと質じちにするってのはいただけねえけどな。……で、何。俺はお前さんに、逃にげろって言ったはずだぜ？　どーして年長者の言うこと聞けねえの。今度は何なの」

「あんた、これから毒市の『会議』に行くとこか？」

　くぐもった声で問われ、バシュラールは首をひねる。

「んー？　そうだが？」

「こんな状じよう況きようでお願い事も妙みようだが、俺はここの主人とあんたが持ってた毒に用がある。詳くわしいことは説明してる暇ひまがないが、一いつ緒しよに議場に行かないか。この衣装の持ち主は、議場に入る合い言葉を知らなくてね」

「……なるほどねえ。しかしお前さんは、暇があろうとなかろうと、今説明をしなきゃならんぞ。命がけで、な」

　急に重苦しくなったバシュラールの声に、カナギは眉を寄せた。

　その背にちくりとわずかな痛みが走り、思わず背筋が凍こおる。

　殺気も気配もなかった、しかし今、彼の背後には誰かいる。そしてカナギの背に剣けん先さきを突つきつけている。

　カナギが動けずにいるうちに、着ぶくれのする衣装を身につけたバシュラールの後方の闇やみからも、ひとつ、二つ、と人影が現れる。

　どれも長身の、黒衣をまとったシルエットだ。

　闇と戦せん闘とうに慣れた瞳が、覆ふく面めんの間からカナギをじっと見つめている。

「……戦闘種族……エル＝ウルキアか」

　カナギは慎しん重ちように刃やいばを引き、シュナルを放す。

　脇から伸びたエル＝ウルキアの手が、素す早ばやくカナギの剣を奪うばい取った。

　剣が手から離れた瞬間、カナギは頭が白くなるのを感じた。強く目を閉じ、我を忘れて剣を奪い返しそうになる利きき手を、もう片方の手で押さえ込む。

　目を開けて、酷く震ふるえる右手を見下ろし、カナギはバシュラールをにらみつけた。

「エル＝ウルキアを従えるってことはあんた……帝国の軍人か、役人か？」

　バシュラールは失しつ笑しように近い笑いを浮かべ、両手を開いてみせた。

「まあそのへんだと思っとけや。で、お前さんはどうだ。相変わらず、ここの奴らを闇やみ雲くもに斬る気で帰ってきたのか？　返事によっちゃ、ご希望に添えないでもないぜ」

　彼の口調は気楽だが、根こん拠きよある落ち着きを持ってもいた。

　カナギは彼を眺め、意を決して口を開く。

「……むしろ、ここの奴らを救いに来た。俺は薬くす師しだ。ここで掘ほり出したって毒の流通を阻そ止ししたい」

「何でまた？」

「あれが流通したら、街がいくつか滅ほろびるからだ」

　カナギの言葉に、バシュラールは少しだけ首を傾かたむけた。

「……なんだかでかい話になってきやがった」
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　連れ添った男と貴婦人の影が壁かべに映り、通り過ぎていく。

　優美な祭りの客は、しかし、残らず毒市の客でもある。

　ひとの気配が遠ざかったのを確かく認にんしてから、ミリアンと詩人は今まで潜ひそんでいた彫ちよう像ぞうの陰を出た。慎しん重ちように廊下を横切り、壁に張り付く。詩人が壁に取り付けられた、金属製の鳥の彫刻を見上げ、その翼つばさ部分に触ふれる。

　重い音を立てて彫刻がわずかに回り、少し離れた場所でちょうつがいの外れる音が響ひびいた。

　ミリアンは鋭い耳でその音がした場所を探さぐり、壁を調べた。人の手が何度も触れたせいでわずかに柄がらのぼけた箇か所しよを見つけて、強く押す。

　すると、何の変へん哲てつもなく見えた廊ろう下かの壁の一角がなめらかに回転し、詩人とミリアンの姿を壁の中に飲み込んだ。

「隠かくし通路ばっかり。……おかしな趣味」

「元からしゃれっ気のある場所ではありましたが……改装されてます。侵しん入にゆう者しやを阻はばむように」

　低くつぶやきあい、薄うす暗ぐらい隠し通路を行く。蠟ろう燭そく代わりにはめこまれた微び発はつ光こう性の石の下、階段が地下へと続いているのが見えた。二人は仮面を取り去り、足早に階段を下りていく。

　階段を下りた先はひどく暗かった。長い廊下の先のほうに、わずかな明かりが見える。注意深く進んでいくと、両側に格こう子しのはまった小部屋がいくつか並んでいるのが見えてきた。辺りには、家か畜ちく小屋に近い悪あく臭しゆうと混じって、煙けむたいような刺し激げき臭しゆうが漂ただよっている。

（ここ、きっと地ち下か牢ろうだ）

　ミリアンの想像はおそらく当たっていた。今は格子の向こうに生き物の気配は感じ取れないが、昔から血なまぐさい陰いん湿しつな行こう為いが繰くり返されてきた場所なのだろう。

　詩人は、昔この街は楽園だったと言っていたけれど、楽園に牢屋があるものだろうか。

　ミリアンにはよくわからない。答えの出ない疑問は頭の隅すみへ押しやって、少女は衣装の下で剣を握にぎりしめた。詩人の一歩先を歩いていくと、やがて辺りの空気が変わるのがわかる。

　これは生者の匂においだ。

　人影はなくとも、ここは最近もひとが頻ひん繁ぱんに行き来している場所だ。

　脇わきの壁に明かりを灯ともした扉とびらの前で、詩人がミリアンに手をふった。ここだ、というように。

（私がやる）

　少女は唇の動きだけで囁き、金属製の扉に触れた。

　扉には覗のぞき窓があり、今は内側から木製の蓋ふたで塞ふさがれている。

　目をこらすと、扉はやがて元の姿を失し、囁きか小さな文字の集合体のように見えてくる。

（開いて、中に入れて）

　ミリアンが扉の声を真似まねして囁きかけると、鍵かぎとかんぬきが温度のない炎ほのおに包まれる。

　扉の向こうで驚きよう愕がくの悲鳴があがり、鍵が音を立てて開き、かんぬきが落ちた。

「ミリアン、待っ……」

　詩人の声も聞かず、ミリアンは真っ正面から扉を開けて中へ踏ふみ込む。

　中は天てん井じようの低い貯蔵庫だった。

「ひ……」

　見張りらしき男が、積まれた袋ふくろの山に張り付いて震えていた。

　少女が目を細めると、彼の顔は炎に包まれる。温度はないが、恐おそろしい幻げん影えいを呼ぶ炎だった。

「…………！」

　声もなく叫び、男が気絶したのを見て、ミリアンは詩人を振り返った。

　彼が静かにそこに立っているのを確認し、ほっと息を吐く。

「うまく行きましたね」

「あなたが、そこにいたから」

「わたしは立っていただけですよ。君の力です。それより、ここは当たりでしょうかね」

　立っていただけ、見ていただけ、否定しなかっただけ、それが重要なのだ。

　思うだけで口には出さず、ミリアンはじっと詩人を見てから、向き直って室内を見み渡わたした。

　辺りにはびっしりと袋や樽たるが積まれている。

　カナギとの打ち合わせでは、二人は毒をまとめて貯蔵している場所を探し、すべて処分してしまう役目になっていた。

　ミリアンは傍かたわらの袋に、手にした剣を突き刺す。零こぼれてきたのは薄うす灰かい白はくの粉だった。指につけて感かん触しよくを確かめる。

「……麦だ、これ。でも……」

　少女は口元を薄いヴェールで覆おおい、麦の袋をさらに横へ裂さいた。

　すると、大量の粉と一緒に小さな袋が滑すべり出してくる。

　小さな袋の中身が白くきらめく別種の粉であるのを確認し、ミリアンは顔を上げた。

「ミリアン、こっちの扉を」

　詩人は部屋の奥にもうひとつ扉を見つけ、ミリアンを手招く。

　少女が駆かけ寄って、少し頑がん固こな扉を開けてやると、その先には奇き怪かいな光景が広がっていた。薄暗い部屋の中を、一いつ杯ぱいに金属管が這はっている。

　それなりの広さのある室内には炉ろらしきものがあり、防水布で作った筒つつや、分厚いガラスで作った瓶びんなどが所ところ狭せましと積まれていた。

「何？」

「毒の類たぐいを精製していたんでしょうね。ついでだから壊こわしちゃいましょうか。派手にやったら攪かく乱らんにもなるでしょうし」

「……うん。まとめて燃やす」

　ミリアンはうなずき、袋の積まれていた部屋に戻もどっていく。そして片かた端はしから、剣で麦の袋に穴を開けて回った。

「ミリアン？　何を……」

　もうもうと舞まい散る麦の粉に、詩人が咳せき込んでいると、ミリアンは彼に歩み寄って麦の袋をひとつ渡した。

「これ……一体、どうすればいいんです？」

「中身、開けて」

　迷いなく言われ、詩人は首をかしげつつ従う。小麦だか麻ま薬やくだかわからない粉で大気が白くなるとミリアンは満足し、詩人の袖そでを引っ張った。

　彼に手伝わせて気絶した見張りの男を廊下へ引きずり出し、倉庫の扉を閉める。

「そっち……向かいは何の部屋？」

「これは……あっちにあるのと一いつ緒しよですよ。牢屋だか、粗そ末まつすぎる個室だかです」

　マントの肩かたを払はらいつつ、詩人は廊下側からかけられていた、地下牢のかんぬきを外した。扉を開けてのぞいてみると、牢の内部にはどんよりとした気が淀よどんでいる。

「入ってすぐのところに、罪人を落とす穴があります。やっぱり牢屋ですね」

「そう、じゃあ、その中にこの、見張りの人を連れて入って」

「……ミリアン、君、一体何をする気なんです？」

「火をつける」

　そう言って詩人たちに一歩遅おくれて牢へ入ってきたミリアンは、向かいの倉庫を見やった。

　もう少し正確に言えば、倉庫の扉の覗き窓、その中を。

　室内でもうもうと巻き上がっている粉の中に、囁ささやきかける。

（火を、火花を、剣がかち合うときみたいに）

　少女の目の中で真しん紅くの光が弾はじけた。

　細かな可燃性の物体が充じゆう満まんする倉庫の中で火花が散り、一いつ瞬しゆん遅れて爆ばく発はつが起こる。
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　時間を少しさかのぼり、ミリアンと詩人が館やかたの中を探検し始めたころ。

　館の広間では『会議』が始まっていた。

　広間と言っても正式のものではなく、隠し扉の奥に造られた円形の部屋だ。真ん中に置かれた重い石のテーブルも丸く、それを囲んだ人々は皆みな、顔に仮面をつけている。

　入り口正面、巨きよ大だい都市の鳥ちよう瞰かん図ずが見下ろす席についているのが、今この館を牛ぎゆう耳じっている頭かしらであり、不死者を演じていた男、アーガフォンだ。彼と一番遠い席に、バシュラールとカナギが並んで、他ほかの招待客に交まじって座っている。暖炉はアーガフォンの後ろにあり、室内には他にもいくつもの火ひ鉢ばちが置かれていた。

「ではまずは、白色満月草の市場価格についての決着を祝して乾かん杯ぱい。……毒は入っておりませんよ、念のため」

　下手な冗じよう談だんに周り中から低い笑い声があがる。どんなに陰いん鬱うつな笑いでも、笑っておくのが礼れい儀ぎになっている場所らしい。真っ青な陶とう器きの盃さかずきが掲かかげられ、カナギも唇くちびるを湿しめした。薬草の甘い香かおりのする果実酒だった。確かに毒ではないかもしれないが、安全だという保証もない。

　白い帽ぼう子しの陰かげでうつむいたままの彼は、相変わらず珍めずらしい白ずくめだったが、この街へ帰ってきたときとはいでたちが多少変わっていた。帽子が女性用の、少しつばが狭せまく、周りにヴェールを垂らしたものになっている。手袋も薄ベージュの、繊せん細さいな模様をくりぬいた吸い付くような感触のものに替かわった。

　それだけで彼を連れの女性だと言い張ったバシュラールも相当のものだが、その自信満々の主張があっさり通ったのにはいささか呆あきれた。この男、よほどの上客なのか、もの凄すごくばかにされているのか、きっとどちらかに違ちがいない。

　祭りの夜には誰だれも仮面の下をあらためない、という掟おきての下、カナギは毒市のテーブルについている。

「さて、では人ひと心ごこ地ちついたところで、簡単な遊びなどいかがです？」

　盃を置いたアーガフォンが、軽い調子で言う。その視線が自分のほうを向いているのに、カナギは気づいた。

　主人が合図すると、仮面の使用人たちが客ひとりひとりの前へ、赤く塗ぬられた木製の盆ぼんを置く。細かな区切りのついた盆の上には、木の皮や葉から始まって、小さな器うつわに入った琥こ珀はく色の液体などが並べられている。

「さて、こちらにご用意したのは、精製していない、いわゆる毒の原料ですね。なかなか皆さんがお目にかかることはないでしょう。いや、目にしても気づいてはいないことがほとんどだと思われる。この中で、ひとつでも正体を当てることができたら、その毒は当てた方に独どく占せん的に卸おろさせていただきます」

　彼の言葉に、部屋の空気がざわめいた。

　言葉にならない視線が行き交かい、盆の上へと落ちる。アーガフォンは笑った。

「もちろん、舐なめても嚙かんでも構いませんよ」

「それで死んだらどうする」

　質問の声に、男はうやうやしく答える。

「解げ毒どく薬やくがございます。催さい吐と薬もね。いかがです？」

　異常に礼儀正しい発はつ戦せんの台詞せりふに、室内の誰もがどことなく落ち着かない気分になった。挑発されたら受けて立ち、ばかにされたら報復し、危険なことには進んで首を突つっ込んでみたい人間が揃そろっている。それでも目の前に置かれたものは、ナイフやこん棒とは勝手が違った。

　すぐに答える声がないのを確かく認にんしてから、主人の視線は再び、カナギの帽子の上へ止まる。

「どうです、そちらの白い方。もしもわたしの記き憶おく違いでなければ、薬には詳くわしいということだったかと」

「おいおい、直接取引に関係ねー奴やつの個人情報、こんなとこで漏もらすんじゃねえよ」

　バシュラールが呆れ声を出してみせると、アーガフォンは慌あわてたように、それでもゆったりした動作で頭を下げた。

「いや、申し訳ない。ついつい考えなしにものを申しました」

（わかってやってるな）

　そう思うと生来の好戦的な性格が首をもたげて、カナギはせいぜい女らしくバシュラールの袖を引いた。物好きな、とでも言いたげな視線を投げてから、バシュラールは肩をすくめる。

「……やるってよ」

　途と端たんに室内を興奮の波が走る。幾いく人にんかは手や卓たくを叩たたいて勇気ある挑戦者を誉ほめ称たたえ、ついには俺もやる、という人間まで現れた。

「ならば一いつ騎き打うち、ということになりますね」

　周りをあおるようにそう言って、アーガフォンは満足げに指を組んだ。

　名乗り出た男とカナギの横には、水の入った盃と、解毒薬だという濃のう緑りよく色の液体が入った小さな盃が並べられた。とりあえず解毒薬のほうを確かめてみると、確かに偽にせ物ものではないようだ。

　ごく一いつ般ぱん的な解毒薬とされている煎せんじ薬の、原料を多少しぼった簡かん易い版ばんだとカナギは見た。

「ではまず、こちらの葉から」

　アーガフォンが指さしたのは、肉厚の緑の葉だった。

　カナギはそれを指でつまみ上げ、鼻先へ近付ける。香りは青あお臭くさいだけで、葉脈はまっすぐにすんなりと伸のびている。肉厚だが流線型のいさぎよい形だ。

　勝負相手ということになっている男が、ちらちらとこちらを見ているのがわかる。

　気にせずカナギは、頭の中を探さぐっていた。

　本来、毒と薬は同じものである。カナギが薬草学を学んだ東方の医い療りよう院いんでも、似たような試験は年中あった。草花や、特に樹皮の区別は慣れていてもつきにくい。とはいえカナギは無む駄だに記憶力だけはあるほうで、暗記で苦労した覚えはなかった。

　薬草のことを思い出すとき、カナギの頭の中ではいくつかの扉とびらが開く。ちょうど彼の持っている薬箱のように、脳内に細かな引き出しが山のようにあるのだ。香りや姿、知名度。条件によってめまぐるしく引き出しを開けては閉めしながら、カナギは仮面の間からその葉を差し込んで軽く嚙んでみる。

　苦い味が舌に広がって、香りがいっそう鮮せん明めいに感じられた。突き抜けてくる香りが頭に回り、くらりとめまい寸前の感覚に襲おそわれる。脳内の中の引き出しが三つほどにしぼられ、あとは勘かんが頼たよりだ。

　差し出された石版にその草の名前と、毒の名を書きつづってバシュラールのほうへ押しやる。

　もうひとりの男のほうは、これも結構真しん剣けんに傍かたわらの仲間と小声で囁きあっている。ここで流通している毒の種類に関しては、彼らのほうが詳しいだろう。それでも当てずっぽうで名を当てるのは難しい。カナギの真似まねをして葉の端はしを嚙んでいるのを眺ながめ、やめておけばいいのにと思う。が、忠告してやるほど優やさしくもない。

　アーガフォンはやがて出そろった答えを見比べ、軽くうなずいてカナギへてのひらを向ける。挙動は上品だが、視線は強くなっていく一方なのがよくわかる。

「正解です」

　その言葉が辺りの緊きん張ちようを解き、ため息とざわめきが部屋の中に充みち満ちた。

「……すげえな、どうしてわかる？」

　律りち儀ぎに感心して聞いてくるバシュラールに、また石版を渡わたす。『昔、試ためしに食べて三日寝ね込んだ』と書かれた文字を見て、バシュラールは思わずあごを引いた。

　後の勝負も大体同様に進んだ。カナギが毒の俗ぞく名みようを知らないときはバシュラールが悩なやみ、当てはまりそうなものを回答した。外したのは七回やって二回だけだ。その二回ぶんはライバルの男が正解したが、本当に当たりだったのかどうかは怪あやしい。おおかた政治的意図というやつが絡からんだのだろう。

　最後の樹皮の正体を当てる段になって、カナギの出した石版を読んだバシュラールは派手な反応をした。へーとかほーとか感かん嘆たんしまくったあげくに樹皮をつつく男に、アーガフォンは礼儀正しく声をかける。

「そんな愉ゆ快かいな結果がでましたか？」

「おうよ。……こいつは精製した白色満月草の粉を小麦粉に混ぜて、薄うすくして焼き上げたのに苦い蜜みつを塗ったもんだとよ。ちょっと反則くさいな」

　円卓を少しトーンの高いどよめきが包んだ。主人が指を組み直し、わずかな間言葉をなくす。

「あと、そっちの奴な。とっとと吐はかせたほうが身体からだのためだって」

　だめ押しのように競争相手を指さすと、カナギと張り合っていた男はいつのまにやらこくり、こくりと舟ふねをこいでいる。それがあまりよい眠ねむりではないのは、仮面の下からのぞくやけに白い顔色で一目瞭りよう然ぜんだった。

「……素す晴ばらしい」

　アーガフォンは言って、立ち上がった。声が低くなったのは震ふるえを抑おさえたからかもしれない。

　彼は円卓をぐるりと見渡し、バシュラールとカナギに微笑ほほえみかけた。そして円卓の真ん中に布をかけられて黙もく殺さつされていたものを指し示す。

「正直、最後の問題を見破られるとは思いませんでした。よほどの専門家でいらっしゃる。さて……言い出したからには、わたしは約束は守ります。けれど、白色満月草はここにいる皆で分けることに決まってしまっている。これはわたしの恐おそろしい失態です。生なま半はん可かなものでは贖あがなえますまい。──あなたには、是ぜ非ひともこれを受け取っていただきたい」

　言葉の終わるとほぼ同時に、使用人が円卓へと近付き、中央のオブジェから布を取り払はらった。

　出てきたものはそれこそ芸術品のように美しく、誰だれもが感嘆のため息を吐く。

　もっともカナギだけは、一気に体温が下がるのを感じていた。

　心臓を素手でつかまれたような気分だ。顔をうつむけ、震える指を組み合わせて力を入れる。

（聞いてないぞ、こんなにでかいのがあるなんて）

　円卓の中心に置かれていたのは、乳白色の珊さん瑚ごだった。正確に言えば、そのように見えるものだ。歳とし経へた木々のミニチュアか化石のように腕を伸ばし、分ぶん岐きし、繊せん細さいにねじれている。ところどころが透とう明めいに透すけて見え、その斑まだらの入り具合がまた細工物めいて美しい。幅はばは成人の一ひと抱かかえ、高さは腰こしくらいまでもあるだろうか。

　館の主人は人々の反応に満足したようで、ゆっくりと円卓の周りを歩き出す。

「大変美しいでしょう。けれど世のすべては一いつ対ついでできているものです。光と闇やみ、生と死、出会いと離り別べつ、美と醜しゆう悪あくさ。皆みな様さまの目の前にある、この美が要求するものはもっとも醜みにくい死に様です。そう、これは毒なのですね。けれど、嚙んで確認するわけにはいきません。少量でも体内に入れれば、その人物は……ぼん！　地じ獄ごくの炎ほのおで、四し肢しが焼け落ちる！」

　カナギの座った椅い子すの背もたれへ手を置いて、アーガフォンは軽く揺ゆすってみせた。

　趣しゆ味みの悪い男だ。ただでさえカナギは気分が悪い。これだけの量があったらこの部屋中どころか、街中を死に絶えさせられる。

「どこから出てきたものだ、これは」

　質問の声があがり、アーガフォンはそちらへ笑いかける。

「この館の地下からですよ。太古の木ではないかと言われています。大災害前のね。ここの氷に封ふうじ込められていたんです。切り出すのは大変でした。実際切り出せたのは、ほんの小さな欠片かけらだったのですが、我々はこれを培ばい養ようすることに成功しまして」

（よせ）

　今すぐその口を閉じてくたばれ、そう内心悪態を吐つく。

　自信満々の男の様子が数年前の自分に重なって吐き気がした。自分が愚おろかなことを知っているつもりで忘れて、薄ら笑って辺りを見渡していたころ。カナギは不死薬を作ろうとしていた。

　それを目指したのは何にも祈いのりたくなかったからだ。何にも膝ひざを折りたくなかったからだ。

　魔ま導どう師しにも、神にも膝を折りたくなかった。

　剣でひとを断たち切れるよう、自分は死を断ち切れるようになると思っていた。

　そうなったら、きっと逃のがれられると思った。いくら剣の腕を磨みがいても、少しも小さくなることがなかった、奇き妙みような焦しよう燥そうとむなしさから。けれど、間違いだったのだ。

　死の街と化した故郷に立って、初めてわかりかけた。

　死の証あかしを背負って馬車に揺られて、小さな窓から差し込む朝日に当たって確信した。

　自分は祈るべきだった。

　ひとは祈らなくてはいけない。

「培養の……きっかけ……そう、水です。ただの。お見せしましょうか？」

　男が喋しやべっているのが聞こえる。カナギはバシュラールの袖そでを引いた。バシュラールは微び動どうだにせず、了りよう解かいを気配だけで伝えてきた。

　彼が立ち上がろうとしているのがわかったので、自身も続く。椅子を押しのけかけて、カナギは不意にめまいを感じた。呪のろいのせいかと思う。が、違う。

「……なんだ!?」

　部屋中の人間が浮き足立ち、当てもなく周囲を見渡している。

　揺れたのは石造りの館のほうだったのだ。重い轟ごう音おんと共に壁かべも床ゆかもびりびりと震えている。

　これにはアーガフォンも色をなくし、館の者を呼び寄せて命を伝えてから、必死で声を張りあげる。

「落ち着いてください、是ぜ非ひお席のほうへ。今原因を調べますので」

　そんなことを言われても、元々ろくな信しん頼らい関係などない集団だった。人々は次から次へと席を立ち、アーガフォンを問いつめるか扉のほうへ駆かけ寄るかを選せん択たくし始めた。

　バシュラールは席を立ち、ただひとり、動じない様子で叫んだ。

「待て、貴様ら！　いいか、待てよ。待ってろよ。いいな？」

　ひとを怒ど鳴なりつけ慣れた声に、室内の注目が集まる。いくつもの視線を集めたまま、彼はなぜか服を脱ぬぎ始めていた。仮面を取ったしかつめらしい表情と、慌あわててマントを取り、上着を脱ごうとしてよろめいている様があまりにアンバランスで、揺れの不安を忘れた誰かがくすりと笑い声をあげる。

　なんとなく辺りの緊張がゆるんだころに、バシュラールは上着を脱ぎ終わって円えん卓たくに叩たたきつけた。彼がその下に着込んでいたのは、緑と黒でまっぷたつに色分けされた衣ころもだ。真ん中には大きく、陽光と天てん秤びんの意い匠しようが銀で縫ぬい取られている。

「よし、よくぞ待った。神聖帝てい国こくルース、光魔法教会法務部特別監かん査さ課所属、辺境監査官ギスラン・バシュラールだ！　麻ま薬やく毒薬の栽さい培ばいおよび売買、不死者監禁の罪で貴様らを逮たい捕ほする。全員動かず裁きの時を待て！」

　びし、と館の主人を指し弾だんする様子は堂に入ったものだったが、反応は今ひとつ真剣みに欠けた。誰もが一度は気け圧おされるのだが、バシュラールの発言の内容を理解するにつれ、室内には生ぬるい笑いがわき起こる。

「何だお前ら、何がおかしい？」

　憮ぶ然ぜんとしたバシュラールに、調子を取り戻した館の主人が笑って答える。

「さて。はりぼての大国の王が、ありもしない法について語られるのがおかしいのでしょう」

「ばか言え。神聖帝国ルースがなきゃ、他ほかの何がある。どんな国があるってんだ？」

「帝国の方はいつでもそんな調子ですな。だが、ばかを言っちゃいけない。あなたがたの掲かかげる『法』より、我々には確実なものが必要なんです。それは、力と、金だ」

　アーガフォンが合図すると、バシュラールに館の者が駆け寄る。丸まる腰ごしの帝国の役人は、それでも怯おびえは見せずに首をふった。

「不死者を廃はいしたっつっても、結局はその古い考えか。なあ、お前さんよ。力ってのはな、別に暴力だけじゃあねえぜ。そっちのほうがお好みだってんなら、それくらいはこっちも用意するけどな？」

「ばかが」

　あざ笑った使用人がバシュラールの手を取る。その手首に上等な手て袋ぶくろをした手が重なった。

「ん？」

　男は顔を上げる前に、世界が一回転するのを見た。自身よりよほど重みのありそうな男を軽く投げ飛ばしたカナギに、他の男の手が伸のびる。しかし彼はカナギが手を出す前に倒たおれた。

　その額には深々と、細い短剣が刺ささっていた。

「なっ……！」

　アーガフォンの視線が出入り口へ向かい、そこから黒い人ひと影かげが音もなく押し入ってくるのをとらえた。常人離ばなれした運動能力を持つ戦せん闘とう集団、エル＝ウルキアの男たちが集まった客たちを翻ほん弄ろうし、いとも容易たやすく取り押さえていく。

　エル＝ウルキアのひとりが一本の剣を宙に放り、カナギはそれに駆け寄った。

　手の中に慣れた重みが戻ると同時に、帽ぼう子しとヴェールをかなぐり捨てる。

　どうしようもなく震ふるえていた指が剣に吸い付き、興奮に一度だけ痙けい攣れんする。

　無む駄だに華か麗れいなマントをひらめかせて円卓上へ躍おどり上がると、アーガフォンと目があった。カナギは唇くちびるを発ほつ作さ的な笑いに歪ゆがめ、仮面を取って投げつける。戸と惑まどいと警けい戒かいから純じゆん粋すいな怒いかりへと、相手の顔が面おも白しろいほど変わっていく。

「どこぞに消えたと聞いてはいたが──薬くす師し、やはり貴様か」

「ああ、俺だよ」

　低く答え、カナギは円卓上を駆けた。せいぜいが五歩。珊瑚に似た魔物を横目に剣を抜ぬき、アーガフォンへ向かって振ふり下ろす。相手は間かん一いつ髪ぱつで避よけ、テーブルの上に転がった。

　一転、二転して魔物の向こうへ回り込んで飛び起きる。

　起きあがったアーガフォンが魔物に手をかけているのを見て、カナギは動きを止めた。

　闘たたかいのときは空くう虚きよなまでに冴さえ渡わたるはずの精神が、逃れようのない恐れでかき混ぜられている。カナギは剣を取った手に我知らず力を込め、相対するアーガフォンは薄く笑った。

「役人の手先になってたとは知らなかったな。減げん刑けいでも持ち出されたか？　東方の呪のろわれ者」

　アーガフォンはせいぜいふてぶてしく言って、魔物の白い枝をなでさする。

「この場限りの協力だ。にしても、よくもまあ騙だましてくれたもんだな、偽にせ不死者」

　抑おさえた声で言い、カナギは真まっ直すぐに剣を構えた。

　鋭するどく鍛きたえられた金属は、底冷えのする光を宿してアーガフォンに向けられている。

「……死ぬ前にひとつ言え。あれを売ってたのはいつからだ」

　カナギが言うあれ、というのはもちろん、円卓中央の魔物のことだ。

　カナギが手に入れた魔物の欠片も、裏社会の販はん売ばい経路を使って流通していたものだった。

　この街での商売とまったく無関係と考えるのは難しい。

　一〇〇年以上も人里に姿を現さなかった魔物が、どうして人間の手に渡って再び世に出てきたのか。その解の一いつ端たんを見み出いだそうと、カナギの瞳ひとみはアーガフォンを凝ぎよう視ししている。
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　刃やいばと同じ色の彼の瞳を見返し、しかし、アーガフォンはどこか歪いびつに笑えんだ。

「さて、おおっぴらにはこれから売りだそうとしてたところだった。──貴様のことは知ってたよ、名だけはな。運命の輪を回した者……カナギと言ったな、薬師。貴様は死ぬべきだった。それが貴様の幸福であり、運命だった」

「……なんの話だ」

　俗ぞくな悪党と思っていた男が口にした言葉は妙に予言めいており、カナギは眉まゆをひそめる。

　アーガフォンはちらと辺りを見渡した。

　悪党揃ぞろいと言っても、毒市の連中に戦闘の専門家は少ない。エル＝ウルキアに鎮ちん圧あつされつつある室内からカナギに視線を戻し、アーガフォンは唇の端はしで笑う。

「運命に抗あらがうな、という忠告だ。我々は運命の修正者。そうしてこの世の裁定者だ。──カナギ・サンスイ、貴様の運命も、ここで修正してやろう」

　囁ささやくやいなや、アーガフォンの手元で短剣がひらめいた。

　ポケットに忍しのばせていた、ほとんど食事用のような、短いナイフだ。それがひと思いにアーガフォンの手首を切り裂さく。動脈まで断たち切られた傷から、鮮せん血けつが飛び散るのが見えた。

　血液の赤い粒つぶが魔物の白い枝に落ちる。

　魔物は、痛みを感じたように、不意にわずかに震ふるえた。

　血の落ちた場所が、焼けただれたように赤黒くなっていくのが、カナギにはやけに鮮せん明めいに見えた。

　赤黒い跡あとはゆるやかに増えていき、そして──美しい音がした。

　──おかえり

　誰だれかがそう言ったような幻げん聴ちように、カナギは凍こおり付く。

　見開かれた瞳の中で、ゆるやかに過去が巻き戻る。肌の上を嫌いやな汗あせが這はっていく。

　魔物は震え、枝と枝をこすりあわせて音を奏かなでている。

　り、りり、りろ、と幾いく重えにも響ひびく鈴すずの音のように音は鳴り、爆ばく発はつするように一いつ斉せいに、えもいわれぬ和音を紡つむぎ出す。

　誰もがその場ば違ちがいな音に振り向いた。たくさんの人間の顔。呆ほうけたような顔。

「ではな、薬師。正しきひとの住すみ処か──地獄でまた会おう」

　カナギはアーガフォンが妙みように優やさしげな笑え顔がおで両手を広げているのを見た。見ろ、とでも言うように。人々を、カナギを歓かん迎げいするかのように。

　その目の前で、珊さん瑚ごのような魔物はずるずると増ぞう殖しよくを始めていた。赤黒く変色した場所が、水ぶくれのようにふくらみ、弾はじけては新たな枝を生み出し、円卓上を埋うめようとしている。

　一いつ瞬しゆん音がやんだ、と思った直後、魔物の中心部から、槍やりのように尖とがった数本のトゲが飛び出し、アーガフォンを串くし刺ざしにした。

　カナギは無む我が夢む中ちゆうでテーブルから転げ落ち、力の限り叫ぶ。

「魔物だ、来るぞ！」

　語ご尾びにぺきぱきという音が連続して重なり、野太い悲鳴があがった。

　振り返ると、円卓の上が乳白色の珊瑚で覆おおわれている。アーガフォンの血を吸って増え始めたそれは、今も成長を続けていた。植物の生長を高速で見ているかのような勢いで、それはどんどんと分ぶん岐きし、枝を高く伸ばしていく。枝同士がこすれあうと澄すんだ音を奏でるそれは、一見とても恐おそろしいものには見えなかった。

　しかし、円卓近くにいたひとりのエル＝ウルキアの男は恐きよう怖ふの叫びをあげて身もだえている。彼は網あみにかかった魚のように珊瑚の中に捕とらえられ、彼に張り付いた途と端たん軟なん化かしたそれに体中を灼やかれていた。肉の焦こげる独特の匂においが辺りに満ちる。

　仲間を助けようと駆かけ寄った男が珊瑚に向かって斬きりつけると、それは案外もろく床ゆかへと落ちた。しかし素す直なおに床に転がっていたのは数秒で、すぐにその身体からだを軟化させて男の足元へ巻き付く。嫌な匂いの煙けむりを立てて崩くずれる彼の足を食い、魔物は一気に増殖して彼の姿を真っ白な檻おりの中へ覆い尽つくした。

「て、撤てつ退たい、戦略的一時撤退！」

　バシュラールの悲鳴に似た命令を待たずに、人々は出口へと殺さつ到とうする。

　室内では魔物の立てる涼すずやかな音と、ひとの苦鳴とが奇き怪かいな不協和音を奏でていた。


◆



　爆破の衝しよう撃げきが頭の上を過ぎ去ったとき、詩人は死人と肩かたを並べていた。

　幸運にも、まったく知らない人間の白骨死体と、であった。牢ろう屋やの穴の中には、かつてここに監禁されていた人間の白骨死体と、詩人と、彼をかばうように身を投げ出したミリアンと、ついでに、放心しきった見張りの男が押し込められている。

　ミリアンは身体を起こすと、まっすぐに詩人を見上げた。

「……ソラ、生きてる？」

「……まあ、かろうじて」

　詩人の言い方は控ひかえめだった。実際には、彼女の力に守られて髪かみの一筋も傷ついてはいない。

　同じく穴の中に引っ張りこまれた見張りは、飛び込んできた石の欠片かけらで、あちこちにちょっとした切り傷を作っていた。

「よかった」

　こくりとうなずき、ミリアンは穴の外へとよじ登る。詩人は爆ばく破はの衝しよう撃げきで目を覚まして震えている見張りの男の肩に手を置き、慰なぐさめるように一度軽く叩たたいてから少女に続いて穴を出た。

　辺りは結構な惨さん状じようだ。倉庫と牢の壁かべは吹ふき飛び、瓦が礫れきの山と化している。もうもうと立った粉の煙が爆発の原因だった。大気中に一定濃度の可燃性の粉末が満ちると引火して爆発が起きることがある。知ってはいたが、目の前でわざとやられたのは詩人も初めてだった。

　マントを取って丸め、穴の中に放り込んでいると、さらに地下のほうから美しい音が聞こえたような気がした。

　詩人は中空に目をこらし、瓦礫の向こうへ声をかけた。

「ミリアン、そっちは適当でいいから上へ上がりましょう。──嫌な予感がします」








６　開花









「せーの！」

「おう！」

　暑苦しいかけ声とともに、両開きの扉とびらが閉じられる。

　間かん髪はつ容いれずに上等な机や棚たながひっくり返され、扉の前へ積み重ねられた。

　一息吐ついた男たちを嘲あざけるように、りりん、とあの音が響く。

　次の瞬間には扉の隙すき間まから細い糸のようなものが無数に進入してきて、部屋中を嘆なげきと悲鳴と怒いかりのうなりが満たした。

　一斉に逃にげ出す男たちの中に深紅の上着を羽は織おり直したカナギの姿を見つけ、バシュラールは彼を追った。意外な俊しゆん足そくで追いつき、声をかぎりに叫ぶ。

「おい、どうすんだあれ！」

「とりあえず逃げろ！」

「他はなんかねえのか！」

「ここまででかいと小手先じゃどうにもならないんだよ！」

　扉をまたひとつ開けて別の部屋に出ると、カナギは窓に駆け寄り、そこにかかっていた布を引きちぎった。それを抱かかえて廊ろう下かへ出ると、短くなった蠟ろう燭そくを取って布へ押しつける。防寒効果のために油をしませてある布は、嫌な匂いを発して焦こげ、やがてめろりと炎ほのおを噴ふいた。

「小手先技そのいち、火！」

　他の人間があらかた廊下へ出てきたのを確かく認にんし、室内へその布を放り込む。敷しき物ものや家具を焦がすその匂いに、魔ま物ものの立てる音が不意に止まった。

　人々がおお、と感かん嘆たんの声をあげる。

「そのに、音！」

　次に辺りを見渡し、カナギは剣で壁から生えた金属製の燭しよく台だいを叩いた。

　金属同士がふれあう音は案外とよく響き、鐘かねの音に似て大気を震ふるわせる。カナギはバシュラールへ向き直った。

「わかったか？」

「その二つで魔物を撃退できる、ってのか？」

「一応は。ただし、音は足止めにしかならない。とにかく粉々になるまで高温の炎で焼くんだ、それ以外にあれを殺す方法はない」

　バシュラールの肩に手を置いて早口で言うと、カナギは踵きびすを返してまた走り出した。

「おいこら、それで結局逃げるのか！」

「ここは任まかせた、がんばれ！」

　どこか悲痛な叫びにそう答えて走っていくと、前方から大人数の足音が近付いてきた。

「なんだ？」

　物ぶつ騒そうな金属の響きに、カナギは反射的に壁に身を添そわせる。

　彼とすれ違いにバシュラールたちのところへ走っていったのは、きちんと揃そろった鎧よろいの一団だった。抜ぬき身みの剣がちりちりと音を立てている。彼らの列は延々一〇秒以上もカナギの前を走り抜け続けたので、彼はこの集団が全員マントをバシュラールの紋もん章しようのついた飾かざりで止めているのを見てとることができた。バシュラールが彼らを迎むかえて声をあげる。

「おー！　お前ら！　よく来てくれた、でもちょっと遅おそい！」

「はっ、申し訳ありません！　慣れぬ気候に体調を崩す者が続出しまして！」

「そんな鎧着て来ちゃうからだよ、重くねーのか！」

「いえ、これはついそこで着ましたが、どうも長靴ブーツが悪かったようであります！」

　緊きん迫ぱく感かんがあるのかないのかわからない会話を背後に、再びカナギは走り出す。

　窓はないだろうか。ただでさえ迷めい路ろのような館やかただ、これだけ走り回ってしまうともう、現在位置がわからない。館の中は騒然としていた。今までどこにいたのかわからないような人間が右往左往し、ついでに館の仕し掛かけにはまって悲鳴をあげたりしている。

「カナギ！」

　喧けん噪そうの中で自分の名を呼ぶ声がして、カナギは振ふり向いた。

　廊下の向こうから黒服白はく髪はつの男と、緑のドレスの少女がこちらへ向かってくるのが見える。

「詩人、ミリアン！　よくここがわかったな」

　詩人は彼にしては珍めずらしい黒ずくめの姿で、こともなげに言った。

「単に一番騒さわぎが大きいところに向かっただけです」

「なるほど、頭いいな」

　うなずいたカナギの呼吸が荒あらいのを見て、詩人は彼の顔をのぞきこむ。

「……平気ですか？」

「どうにか。……でも事態は最悪だ、魔物が凶きよう暴ぼう化かしたあげくに帝てい国こくの連中が山ほど来てる」

「……確かに、最悪。……！」

　ミリアンが顔をしかめてつぶやく。そして唐とう突とつに息を吞のんだ。

　彼女が廊下の一点を見つめて固まっているのに気づき、詩人とカナギはミリアンの視線を追った。向こうの曲がり角に、三つばかり黒い人影がある。バシュラールたちを陰かげながら護衛していた戦せん闘とう種族、エル＝ウルキアたちの男たちだ。彼らもまた、こちらを注視していた。

（ああ……そういや奴ら、ミリアンの仲間か）

　ようやっと気づいて、カナギは自分が緊張と興奮で冷静でないことをあらためて知った。

「アクラ」

　ミリアンの唇くちびるが動き、カナギたちの聞き慣れない名を呼ぶ。

　少女の目が動どう揺ようし、見たこともない深い安あん堵どと幼さと誇りを浮うかべたとき、カナギはいささか複雑な思いに襲おそわれた。

　思わず詩人を見ると、彼はいつも通りの仮面めいた横顔をさらしている。白い睫まつ毛げが顔に落とす影だけが、ほんの少しだけ憂うれいに似た色を帯びても見えた。

「……ミリアンか。ミリアン・カレスティア」

　訛なまりのある共通語で言い、黒服のひとりが一歩前へ出る。三〇前後の、厳きびしく冷えた声の男だった。ミリアンは数歩彼に歩み寄り、はたと、夢から醒さめたようにカナギたちを振り返った。

　白い男はただ彼女を見守るように立っており、カナギは眉まゆを寄せている。少女の目には現実感が戻りつつあり、迷うような色がちらついた。

　彼女は思考にもならない思考を断たち切るように瞬まばたいて、仲間のほうへと近付いていく。

「アクラ、帝国の仕事か？」

「そうだが……お前、なんて格かつ好こうだ」

「え」

　吐き捨てるように言われ、ミリアンは自分の格好を見下ろした。緑色の古風なドレス。

　とっぴな色だが、けなされるほどでもない──と思いかけてはっとした。

　急に、過去の記き憶おくと共に過去の感覚が戻ってきたのだ。

　女であることを捨てて、掟おきてと人殺しの技わざにすべてをかけていたときの感覚が。

　途と端たんに、このところのすべてがいたたまれないものに思え、息がつまる。

「ミリアン、お前のほうの仕事はどうした、カレスティアの請うけ負った使命は」

　アクラが厳しく訊きく。カレスティアは、エル＝ウルキアの中でミリアンが所属していた小集団の名だった。

「それは、まだ……」

「他ほかのお前の仲間は？」

「皆みな、死んだ」

「……それで、お前は何をやってる。ここで何をやっている？」

　覆ふく面めんからのぞくアクラの目が、蔑さげすみの色に染まるのをミリアンは見た。

　心臓の位置が冷え、少女は震えた。そうだった、そうなのだ。仕事を後回しにして得体の知れない他人や、仲間を殺した人間と一いつ緒しよに行動するなんて、どうしてそんなことをしたのだろう。自分は自分だけでなく、死んでいった仲間たちをも侮ぶ辱じよくした。ミリアンは呆ぼう然ぜんと口ごもる。

「私、は……」

「仕事中だよ」

　そこへ、実に不ふ機き嫌げんそうなカナギの声が割って入った。

　ミリアンは瞬き、つまっていた息を吐く。アクラは無関心な瞳ひとみをカナギに向ける。

「誰だ、お前は」

「こいつの標的だ」

　臆おく面めんもなく言い、カナギはミリアンを指さした。

「こいつはこいつの仕事に必死だよ、うざったいくらいにな。あんたらも自分の仕事をしろ」

　いらだちを隠かくさずに言うカナギを見て、アクラは鼻で笑う。

「ああ、なるほど、色男だな」

「……殴なぐるぞ」

　真ま面じ目めにむっとしたカナギを、アクラは無視して続けた。

「こんな奴をひとり殺すのに、一体何人死んだ。どれだけかかった？　まともな仕事とは思えないな。お前らのせいでどれだけこっちが迷めい惑わくをかけられたと思ってる。ミリアン、エルの名を貶おとしたお前に、カレスティアを名乗る名めい誉よはふさわしくない。それとも、カレスティアの連中、どこへか逃にげたのじゃあるまいな？　豊かな土地へしがみつき、名を捨てたのでは？」

　戦闘種族の男の声には、まぎれもない怒いかりと嘲あざけりがあった。

　しかし彼の言葉が進むに連れ、ミリアンは震えの収まるのを感じていた。

　彼の言っていることはおかしい──そう思うと、彼の姿が視界の中でほどけ、彼の本心が、憎にく々にくしげな囁ささやきになってミリアンの耳に響ひびいてきた。少女の唇が、ひとりでに動く。

「……迷惑をかけられて、帝国から受け取る金が減ったか、アクラ」

「わかったような口をきくな！」

　アクラが吠ほえるように言った途端、ミリアンの髪かみが端はしからほろほろと燃えた。

　少女は、仲間たちがおののく声をあげて後ろへ下がるのを見た。

　身体的な技を重んじ、魔法と無む縁えんな彼らには、彼女の姿は死し霊りようか魔物に見えたに違ちがいない。

「……カレスティアは皆、誇り高く闘たたかって死んだ。帝国の命にも、己おのれの掟にも忠実だった。ただ権力の狗いぬとなり、同族を根こん拠きよもなく侮ぶ辱じよくする貴様には呪のろいあれ」

　わずかにかすれた声で言い、ミリアンは剣を引き抜く。

　少女はもう片方の手で緩ゆるいウェーブを描えがく自分の髪をつかみ、ひと思いに剣で断ち切った。

「受け取れ、前まえ払ばらい金だ」

　アクラたちのほうへ髪を投げつけ、すぐに踵きびすを返す。

　ずっと黙だまっていた詩人が、ミリアンへ手を伸のべた。

「おいで」

　少女は崩くずれそうになるのを歯を食いしばってこらえ、彼にすがろうとする手を握にぎりこんで抑おさえ、小さくうなずいた。詩人のほうへ歩み寄ろうとして、彼女はよろける。

「な……」

　目を瞠みはり、ミリアンは床ゆかを見下ろした。

　きっちり組まれた石の間から、白い枝のようなものがはみ出しているのが見えた。魔ま物ものだ。

　少女が事態を把は握あくする前に、石の床は積み木を崩したように盛り上がり、凹へこんで、彼女の目の前で崩ほう落らくした。

　カナギはとびすさったが、詩人が遅おくれた。はっとしてカナギが手を伸ばすが、届かない。

「ソラ！」

　ミリアンの声が悲鳴のように彼の名を呼ぶ。しかし、詩人の姿は一いつ瞬しゆんで地下に消えた。

　即そく座ざにミリアンが跡あとを追おうとし、カナギは彼女の腕をつかむ。

「ッ、離はなせ！」

「却きやつ下か、聞け！　俺も行く、でもここはあぶな……わっ！」

　カナギに最後まで言わせず、ミリアンの身体からだは炎ほのおをまとった。

　恐おそろしい熱にあおられ、カナギは慌あわてて身体を引く。自由になると、少女は詩人の消えた穴の中へ身を躍おどらせた。彼女の炎に触ふれた魔物が、悲鳴のような音を立てて地下へ戻っていく。

「……ええい、行くか！」

　魔物への恐きよう怖ふを押し込めてこめかみを押さえ、カナギは廊ろう下かに開いた穴をのぞきこんだ。

　床はそう遠くないが、瓦が礫れきが積み重なっている。カナギは崩れた穴の縁ふちに手をかけ、どうにか瓦礫を避さけて地下へと降り立った。辺りは天てん井じようの低い地下通路だ。

「おい、ミリアン！……聞こえてないのか」

　ミリアンは道の向こうへと走っていく。詩人の姿はなく、魔物の立てる美しい音も、逃げるように遠ざかっていった。

「ミリアン！　うわ！」

　彼女を追おうとして、カナギは突とつ如じよ横道から這はい出た白い影に立ち止まる。

　一度鞘さやに納めていた剣を抜ぬき、魔物の細い枝を切り跳とばした。

　必死に後ろへ跳びつつ、カナギは横道が蜘蛛くもの巣のように魔物で埋うまっているのを見てしまった。頭が殴られたような痛みを覚え、次の瞬間には四方八方から魔物の伸びてくるぱきぱきという音を聞く。カナギはほとんど本能だけで剣をふった。

　頭のどこかが以前を、故郷のさまを思い出そうとする。

　炎の向こうで誰かが呼んでいる。

　カナギは震ふるえ始める手に力を込めた。発ほつ作さに似た震えの奥には、消しようのない恐怖と無力感がある。剣一本で、一体何が切り裂さけるだろう。二年前だって、結局何もできなかったではないか。そんな疑いに囚とらわれると、手の中の確かな剣の重みが溶とけ消えていくような気がする。

（動け、それしかない……囚われないためには）

　カナギは何かを睨にらむように瞳を鋭するどくし、伸びてくる魔物の枝を的確に断ち切っていく。

　魔物の動きは唐とう突とつで、常に変形するために予想がつけにくい。かといって、カナギがついていけないほどの速さではなかった。

　さんざん小枝を切り落とされた魔物は、ふと、思案するように動きを止める。

　次の瞬間、魔物は硬かたく尖とがらせた槍やり状の枝を五、六本も造りだし、カナギ目がけて一いつ斉せいに繰くり出した。カナギはすかさず地を蹴ける。逃げるのではなく、魔物のほうへだ。

　床へ手をつき、地を転がって槍の下をかいくぐった。わずかな差で、さっきまでカナギがいた場所に魔物の槍が突つき刺ささる。

　石の床に食い込むその硬こう度どは、カナギの剣でも切り飛ばすことはできなかっただろう。

　素す早ばやく起きあがると同時に、カナギは編み目状になっていた魔物の足元あたりを切り裂き、その包囲を抜けた。

「つッ……!?」

　駆かけだそうとした足に激痛が走る。見れば、魔物の欠片かけらが軟なん化かしてカナギのブーツに張り付き、じゅうじゅうと音を立てていた。それに気を取られた隙すきに、魔物の動く気配がする。

　まずい。息をのんだ直後、カナギの回りで風が炎の匂においを含ふくむ。

　どう、と音を立て、熱風が髪と衣服をあおった。

　耳元で、針を差し込むような細い悲鳴が連続する。

　あとはきらきらという魔物が崩れる音が続き、カナギが何度か咳せき込みながら顔を上げてみると、まだざんばらに切った髪の端はしに炎をまとわりつかせたミリアンが立っていた。

「──早く」

「お前、なんで……あ、いや……助かった」

　驚おどろきを隠さないカナギにちらと視線をやってから、ミリアンは通路の先へと彼をうながした。

　魔物たちは彼女のまとう火の気配そのものに恐怖し、囁くようなぱきぱき言う音を立てて二人を通す。少女は心ここにあらずといった風ふ情ぜいで、半ば駆け足になって先へ進んだ。

「こっち、これ……見て」

「これ……って……これのことか？　おい……これ……ばかでかい魔物じゃないか……！」

　通路の果ては、以前この館に侵しん入にゆうしたときにカナギが落とされた、白色満月草の栽さい培ばい地ちだった。そのど真ん中に、以前はなかった白い巨きよ木ぼくが生えている。幹は一ひと抱かかえ程度だが、ドーム状の部屋一いつ杯ぱいに枝を張っていた。

　ところどころが透すけている乳白色の枝のあちこちが、天井の発光石の光を受けて鈍にぶく輝かがやいている。神秘的な光景ではあったが、カナギは自身の胸元をつかんで一歩退いた。

「こんなでかいの、いつのまに……とにかく、燃やすしかない、ミリアン……」

「待って。これ、害意がない。今だけ、かもしれないけど。あとほら──とても、暖か。空気が、すごい……濃こくて。怖こわいくらい」

　少女は赤あか紫むらさき色の瞳で白い木を見つめ、ふと苦しそうに眉まゆを寄せる。

　確かにこの部屋は、他ほかと比べても暖かい。しかしカナギはそれどころではなかった。

　剣の柄つかを強くつかみ、早くあれを燃やせ、とミリアンに声を荒あらげないようにするだけで精一杯だ。

　ミリアンがふらりと、よろめくように花の間へ踏ふみ入る。とっさに止めようと室内へ一歩はいったとき、突とつ然ぜんと、カナギの足元が頼たよりなくなった。

「……うわ!?」

　白色満月草の間から、急に風がわき起こり、カナギは声をあげた。

　室内の生あたたかくなった大気が、白い花びらをまき散らす。

「あ……見て、あれ……花、だ」

　吹ふき上がる風が弱まりながら渦うず巻まく中、妙みように虚うつろなミリアンの声がして、カナギは顔を上げる。そして、目を瞠みはった。

「……これ」

　カナギもまた、無意識につぶやいていた。目の前に花が咲さいている。いや──炎だ。

　白い木の、魔物の枝で無数の炎が燃えていた。

　小さな渦を巻いてはほどけ、明めい滅めつする、花に似た白い炎。

　ものをこがす熱はない。冷えているわけでもない。あたたかみを持っているが、どこか見ていると心がざわめくような、それは不可思議な炎だった。ミリアンは呆ほうけたようにつぶやく。

「大気が、囁ささやいてる。すごく強い……なにかの、蓋ふたが開いたみたい。綺き麗れい。でも……怖い」

　ミリアンは引きつけられるよう、白い木に歩み寄っていった。

　カナギもなぜだかぼんやりと後に続き、妙に柔やわらかいものを踏む。見下ろすと、館の使用人が花の間に倒たおれていた。顔はすさまじい恐怖の形相に歪ゆがんでいるが、怪け我がはみうけられない。それでも確実に事切れている男を朦もう朧ろうと見つめ、カナギは不意に我に返った。

　こんな風に死んだ人間を見たことがある。

　故郷の街で、魔物の毒の幻げん覚かくで狂きよう死しした人間たちだ。カナギは声をあげた。

「ミリアン！」

　少女が振ふり返る、その直後に変化は起こった。

　囁き声がする。幾いく重えにも重なった、何十人もの人間の声がわき起こる。

『来たね？』『来たよ』『誰？』『誰でもないね』『動き？』『静止？』『旋律？』『歌だ』『ようこそ』『ようこそ！』

「──ッ……！」

　腹の奥のほうから寒気が上ってきて、カナギは再びあの酷ひどい頭痛に襲おそわれた。

　頭を抱かかえた拍ひよう子しに、手から剣が落ちる。震えが全身に広がり、呼吸がままならなくなった。

　目の前がぱっと白くなり、次に暗くなる。目を開けているはずなのに、何も見えない。

　遠くで、あのさざめきあう声が響ひびいているのがわかる。あれはなんだ、魔物の声か？

　舌も声帯もないあれが、枝をこすりあわせて喋しやべっているのか。

　おぞましい想像をしながら、カナギは必死に自分に言い聞かせる。

（駄だ目めだ──目を開けろ、ねめつけろ）

　立ち止まっている暇ひまはないはずだった、自分は先へ行かねばならない。

　振り返ってはならない、振り返ったら──魔ま物ものがくるから。

　胸に宿った焼け付く痛みが、カナギの心臓と一いつ緒しよに、どくん、と音を立てた。

　そうして、その場所から……自身の体内から、声が聞こえる。

　自分の中で魔物が喋っている。目の前の巨木と共鳴するように。

『……おかえり』

　優やさしい声が体内に反はん響きようし、カナギは目を見開いた。

　カナギの目の前は真しん紅くに染まっている。火が燃えているのだ。

　目の前で火が燃えている。

　カナギがのろのろと顔を上げると、そこはもう、不死者の館の地下ではなかった。

　白い花も、魔物の巨木も、ミリアンも見えない。

　カナギはひとり、燃える街にたたずんでいる。鼻び腔こうを焦こげ臭くさい匂いが刺し激げきし、空は赤黒い雲に覆おおわれていた。石いし畳だたみの道は波打ち、すべて崩くずれている。忘れもしない、これは彼の故郷だ。

　そして、その道の真ん中に、見慣れた後ろ姿がある。

「……シオミ」

　カナギは呆ぼう然ぜんとつぶやく。すると、長い黒髪を揺ゆらして、二年前に死んだ少女が振り返った。

「おかえり、カナギ」

　そう言ったカナギのかつての恋人の目は、どんよりと濁にごっていた。


◆



　道の両側を、歪いびつな装置を載のせた荷車が走っていく。

　光魔導師どもが開発した、火か炎えん放射器の一種だ。荷車の上の鍋なべでは、石の粉が煮にえている。

　街のあちこちから、見慣れた白い枝が突き出しているのが見え、うめきに似た苦鳴が地を這はっているのが聞こえた。暗い目の囚しゆう人じんたちが、荷車を押したり剣を手に取っているのが見える。

　魔物の討とう伐ばつに繰り出されるのは、主に囚人たちだった。魔物を広めた罪で死し刑けいを宣告されたカナギがそうであったように。正規軍は、監かん視しのために目を光らせている。

　ここは確かに、二年前のカナギの故郷の街だった。

　──帰れたのだろうか。

　あまりにも鮮せん明めいな光景に、カナギはぼんやりと思う。

　望んでいた故郷に、望んでいた過去に、自分は帰ってきたのか？

　地じ獄ごくに似た光景の中で立ちつくすカナギに、ほそっこい少女が平和に微笑ほほえんで歩み寄る。

「久しぶり。あなた、出てくと全然帰ってこないよね。あたしのこと、ちゃんと心配してる？」

　彼女の口調は明るいが、瞳は死んでいる。

「シオミ、お前……寝ねてなくていいのか」

　言い飽あきた言葉が、自然とカナギの口をついた。少女はころころと笑う。

「いっつもそればっかり。そんなに寝てたら腐くさっちゃう。腐る前に、この病、治してね」

「でも、お前……治すも何も……死んだだろう、二年前に」

　口に出すと、その言葉はそのまま、カナギの心をえぐった。痛む。しかしその感覚すら遠くに覚えて少女を凝ぎよう視しする彼の目の前で、死んだ少女は笑ってよろめく。

「シオミ！」

　少女の姿がゆらりと力無く揺らぐのを見て、カナギは思わず彼女に駆かけ寄った。

　危あやうく抱だき留めた彼女の身体からだは、やけに血なまぐさい。

　カナギは、震ふるえる瞳で腕の中の少女を見下ろした。彼女はなぜだか血まみれだ。

　白い肌を覆った赤黒い血が、ゆるゆると地に流れていく。カナギは何も言えず、崩れるように地に膝ひざをつく。少女の身体はがくりと首を後ろに倒して、しかし、快かい活かつに喋り続けた。

「あたし、結構信じてたんだけどな。あなたがあたしの病を治して、わたしはずっとあなたの傍そばにいられるって。ねえ、カナギ。……どうしてあたしのこと、殺したの？」

「違ちがう……違う、俺、は……」

　何と返していいのかわからず、何も返せる言葉などなく、うわごとのようにつぶやく。

　答える少女の声はひどく明るかった。

「あ、うん。もちろんよ、違うよね。あたしのこと、殺したかったわけじゃない……不死薬に手を出したのだって、あたしのこと助けるためだったもんね。あなたは運が悪かっただけ。だから、逃にげたのね。この街から。逃げて、逃げて、世の果てまで……自分が生き残るために」

　彼女の言葉に、全身が焼け付くように痛んだ。いたたまれなくて、カナギは腕の中の少女を強くかき抱いだく。肺が血の臭においで一いつ杯ぱいになる。かぎなれた臭いだ、生と死の臭いだ。

「違う、俺は……帰るから、あそこへ帰るから……そのために逃げたんだ、帰って、街を」

「街はもう滅ほろびてるわよ。カナギ」

　少女はカナギの耳元で、とても無む邪じや気きな声を出した。

「あたしね、別にあなたを責めないわ。自分が一番大事なのはみんな一緒だもの。ね、疲つかれたでしょ。もう、休んだらいいと思う。人ひとりが背負えるものって、多くはないから。投げ出して悪いことがある？　普ふ通つうよ。休みたいんじゃない？　やめたいのじゃない？　帰りたいのではなくて、生きたいのではなくて、あなたは……ずっと、死にたかったのじゃない？」

　優しく言い、少女は血ち塗ぬれた指でカナギの頰ほおに触ふれた。

　カナギは震える。もう、身体が痛むのか心が痛むのかがよくわからない。灼やける痛みの中にやるせなさが入り交じり、カナギはゆるやかに目を閉じた。──懐なつかしい、と思う。

　どんなに言い争っても最後には、彼女はこんな風にカナギを許したものだった。

　幼いころから、カナギと少女は互たがいを知っていた。

　面識がある、くらいの知り合いではあったが、成長するにつれ、カナギは少女の儚はかなげな様子にいらだちを感じるようになった。そうして彼女の病が不治のものであると知ったとき、彼は唐とう突とつにそれまで歩んでいた軍人の道を捨て、薬くす師しになることを選んだのだった。

　病がちで早く死んだ母の面おも影かげが胸にあったからかもしれない。

　剣の腕を磨みがくことに迷いが出てきた時期だったからかもしれない。

　きっかけは何にせよ、カナギが少女を守りたいと思ったのは間違いない。けれど、彼が彼女に感じていた幼いいらだちと同情は、おそらく恋と呼ぶには未み熟じゆくだったのだ。

　それでも少女は彼の気持ちを受け入れて笑いかけ、二人は恋人同士となった。見かけほど彼女は弱くはないのかもしれない──カナギがそう気づくのに、時間はかからなかった。

　弱いのは自分のほうだ。無力な自分、という事実を受け入れられない自分。

「凶きよう運うんのカナギ、人殺しの」

　懐かしい声の禍まが々まがしい囁きに、カナギは目を開く。視界の端はしで、ちかりと何かが光る。

　その光で、なぜだか頭が冴さえた。

　カナギはそっと少女から片手を放し、血でぬめった手で光を見た辺りを探さぐる。

　手は、硬かたいものに当たった。慣れた感かん触しよく──剣だ。

　カナギは一度目を閉じ、絞しぼり出すように言う。

「……ごめんな」

　そして手探りで地に転がっていた剣をつかみ取り、一気に腕の中の少女の肩かた口ぐちに突つき刺さした。

　自らの肉が裂さけるような痛みを感じ、カナギは表情を歪ゆがめる。今痛んでいるのは心だ。

　剣は痙けい攣れんする少女の身体を貫つらぬいた。

「なんで俺、忘れてたんだろう。……お前がそんなこと、言うわけなかったよ」

　カナギは苦痛に顔を歪めてつぶやき、剣の柄つかに手をかけたまま緩かん慢まんに立ち上がる。ずるりと剣が抜ぬけると、少女の身体は硬こう質しつな音を立てて千々に砕くだけた。あとには何一つ、残らない。

　カナギは剣を片手にたたずみ、あらためて辺りを見み渡わたす。

　周囲では、一枚絵のように薄うすっぺらくなった故郷の光景が揺れていた。

「帰りたかったのは……本当なんだ。死にたいからとかじゃなくて──俺は多分、糾きゆう弾だんされたかった、お前に。他ほかの、山ほど死んだ故郷の人間に。わけのわからない帝てい国こくとかじゃなく、俺が愛した世界に。糾弾されるために帰りたかった、でもそれも怖こわかった、帰る言い訳が欲しかった──ああ、俺って、何かをしてほしい、ばっかりだな」

　自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようする。カナギは自分の過去が恐おそろしい。

　それ以上に、自分が何もできなかったことが恐ろしい。

　絶対的な何かにまきこまれ、奪うばわれ続けるのはごめんだった。

　だが、すべてはそのようになってきた。

　死が、死の国から来たという魔物が、自分から様々なものを奪っていく。

　自分は無力だ。

　カナギは目を閉じた。耳を澄すますと、遠く、ぱきぱきと魔物の増ぞう殖しよくする音がする。

　彼は先ほどから気づいている。今、目の前にあるすべては幻げん影えいだ。

　カナギの過去から引きずり出された、陰いん鬱うつな幻まぼろし。

　そして、それを引き出したのはおそらく、あの魔物だ。

　魔ま物ものの巨きよ木ぼくがカナギの体内にひそんだ魔物と呼応して、彼に幻影を見せているのではないだろうか。そう思ったのは、この幻が魔物の毒を受けた当初見た悪夢とよく似ていたからだ。

　不死薬の原料として魔物を飲み込んだときに見た悪夢も、思えば自らの無力を思い知らされる類たぐいのものだった。あの魔物はひとの心を探り、一番の恐きよう怖ふを引きずり出すのだ。

（これが幻影なら、俺はまだあの、ラートリの地下にいるはずだ。魔物のそばに）

　カナギは全身の感覚を鋭するどくし、歩きだそうとして、剣を強く握にぎり直す。

　そのとき剣の柄で三日月型の金属片が揺れ、カナギの記き憶おくの中で、かつてシオミが言った本当の言葉が蘇よみがえった。

『あなたって、出ていくとなかなか帰ってこないから。約束をしましょう、たくさん』

　あるときそう言って、彼女は自分の首くび飾かざりのパーツをひとつ、カナギに押しつけたのだった。

　それはまだ、カナギの剣の柄で光っている。

　彼女に取り憑ついた死の影かげを祓はらうことができず、怯おびえていた自分を、カナギは覚えていた。

　もとより病弱だった少女は魔物の毒を受け、為なす術すべのないカナギの目の前で死んだが、結局一度も彼を責めようとはしなかった。

　そう、彼女は死んでいる。そして、カナギは彼女の言葉を覚えている。

『覚えていてね、あたしのこと。本当は、死ぬのはそんなに怖くないの。忘れられるのが嫌いや。だから、覚えていて。あなたがあたしを守るなら、あたしも勝手に、あなたの心を守るから』

「……そうか、まだそんなとこにいたのか、お前」

　つぶやき、カナギは手にした刃やいばを見下ろした。

　手の震えは消えている。心に巣くっていた恐怖心も、綺き麗れいに解とけ消えていた。

　帰ろう、と思う。感傷のためでなく、救いを求めるためでなく、ただ、そこが自分の故郷だから。カナギは剣を握り直した。剣は、ただの剣だ。切り裂くためのものだ。

　カナギは見えない敵を見み据すえ、一歩、前へ踏ふみ出すと同時に剣をふるった。

　綺麗な音がして、断たち切られた魔物の枝が落ち、それに搦からめ捕とられかけていたミリアンがカナギを振ふり返る。

　辺りはあの、館やかたの地下だ。魔物との共きよう振しんが見せていた悪夢は、跡あと形かたもなく消えていた。
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「カナギ……！」

　我に返ったミリアンが声をあげる。

「ミリアン、燃やせ！　こいつらも襲おそってくる気満々だ！」

　カナギに叱しつ咤たされ、少女が視線を魔物に向ける。状じよう況きようから見るに、カナギが過去にとらわれていたのはほんの数秒のことらしかった。

　白い巨木はもう害意を隠かくそうとはせず、蛇へびのようにのたうち、四方から枝を送り込んできた。

　しかしそれらは、唐突に動きを止めた。一いつ瞬しゆん遅おくれて、ミリアンの表情が驚きよう愕がくに支配される。

「……あ……歌！　歌だ！　彼だ！」

　少し遅れて、カナギも気づいた。高めだがなめらかな声が、どこかで歌詞のない歌を歌っている。誰だれもが知っているが、題名は思い出せないような、そんな歌を。

　耳を澄ませば、声はここよりさらに地下深くから響ひびいているようだった。柔やわく深みのある男声は、あの詩人のものだ。

「この下、か。……降りられそうだな、こいつらさえおとなしければ」

　声の出所を探り、カナギとミリアンは魔物の巨木が開けた床ゆかの亀き裂れつに歩み寄る。巨木はどうやら、このさらに地下から、床を突き破って生えているらしい。木の幹と崩くずれた石の床の間には、ひと一人すりぬけられる程度の隙すき間まがあった。

　ミリアンはすぐにその隙間へ身体からだを押し込み、カナギも少しだけ迷った後、後に続いた。

　節くれ立った木の幹を伝って降りていくと、薄明るい地下空間に出る。

　青く照らされる広い空間には、薄く水が満ちていたが、そのすぐ下は硬く凍こおっていた。

　なぜだか白くではなく、水の青をそのまま映して凍った氷の真ん中に砂地の島のようなものがあり、魔物はそこに根を埋うずめている。

　そして詩人は、その幹に背をもたせかけて座っていた。

「ソラ！」

　ミリアンが名を呼んで駆かけ寄ると、詩人はいつものようにうっすら笑って彼女を見る。

　カナギは傷ついた足で滑すべらないよう、難なん儀ぎしながら後へ続く。

「おい、歌いやめて平気なのか？」

　魔物がなぜだか美しい音を好むことは、カナギも経験から知っていた。

　とはいえ、魔物の前で落ち着いて歌える歌い手などは今までいなかったから、人間の歌が効くかどうかは誰も試ためしたことがなかったのだ。詩人は魔物の幹にすがって立ち上がる。

「まあ、しばらくは。わたしは気に入られたようですよ」

「怪け我がは？」

　ミリアンに問われ、詩人は白い顔に宿った笑えみの色を濃こくして答える。

「あちこち打ちましたがね。毒は受けていませんよ」

「よかった……」

　安あん堵どに肩かたを落とすミリアンの横で、カナギは古木を見上げる。

「やったらでかいけど……これも、奴らが……毒市の奴らが栽さい培ばいしてたっていうのか？」

「まさか。彼らはこれの欠片かけらを発はつ掘くつしたんでしょう。これは元々ここにあったんです。不死者が封ふうじていたんでしょうが、今は彼女が役目を果たしていない。濃い大気がすべての命を燃え立たせ、これをも復活させたというところでしょうね。……あれ、見てください」

　詩人が指さした先にあったのは、壁かべに張り付いた人工物、金色の金属管だった。

　よく見ればほぼ楕だ円えん形の部屋の壁の全方向に、無数に取り付けられている。

「不死者は魔物を封じるための何かを、あそこから送り込んでいたのだと思います」

「でも、今は……機能してない」

　ミリアンは不安げに辺りを見渡し、一番近い金属管にそっと耳を近付けた。

　金属はわずかに震ふるえ、兵士たちの悲鳴を吐はき出してくる。ミリアンは眉まゆをひそめて言う。

「……行こう、ソラ。……魔物は全部、燃やして」

　カナギはすぐにうなずいたが、詩人は沈ちん黙もくした。しかし焦あせるミリアンはそれに気づかず、すぐに意識を集中する。目の前の巨木を見ようとして目をこらした。

　しかし、何も見えなかった。目の前の巨木はただの巨木だった。

　試しに辺りを眺ながめてみると、すべて文字や音に解くことができた。

「なんで……」

　思わず口に出してつぶやくと、静かな声で答えが返ってきた。

『これは、無理。あなたには、まだ』

「あ……！」

　聞き覚えのある声に視線を向けると、それは、彼女は、詩人の横にたたずんでいた。

　まっすぐな白い髪かみは腰こしまであり、瞳ひとみの色と同じ、水色の古い衣ころもを着ている。

　ここにはない風に髪を揺ゆらしながら、人形めいた美少女はそこに立っていた。

　あのとき、覚かく醒せい後の夢に出てきた少女。この館の不死者。

『この魔物は、私がどうにかするから。だから、ねえ、私を助けて』

　透とう明めいな瞳をミリアンに向け、少女は囁ささやく。距きよ離りが近いからか、彼女の姿も、声も、大分鮮せん明めいだった。ミリアンは何度もうなずく。

「うん、今、今行くから。あなたはどこ？」

「……ミリアン？」

　不死者を見ることができず、怪訝けげんな顔をするカナギを、詩人が片手を挙げて止める。

　ミリアンの視界の中で、不死者は部屋の一角を指さした。

　どんな仕し掛かけなのだか、彼女の動きにつれて、壁の一部が薄明るくなると、ひとつの扉とびらとなって開いた。扉には一行の、前世界の文字らしきものが刻まれていた。ミリアンが振り向く。

「……不死者だ。あっちにいる。行こう」
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　不死者の姿が見えるというミリアンに案内され、三人は館の中を抜けた。

　あちこちにある仕掛けは洒落しやれや茶目っ気の限度を超こえ、ときに命の危険さえ感じさせるものだったが、どうにかすべてすりぬけた。そして。

「で、ここが出口か。……二つあるけど」

　疲れた口調で言うカナギの目の前には、扉が二つある。

　鐘しよう楼ろうのある塔とうへ至るはずの扉だった。ミリアンは扉を見比べ、迷いなく右側を指し示す。

「こっちが、当たりだ。……でも」

「どうしました？」

　詩人が訊きくと、少女は少し曇くもった目で瞬まばたく。

「不死者の姿が、見えなくなった。すごく、近いはずなのに」

「なんだろうな……まあ、でもこっちが当たりなのは確かなんだろ？　とっとと開けよう」

「──いえ、待ってください、わたしが開けます」

「どうしてだ？」

　詩人の突とつ然ぜんの言葉に、カナギは不ふ審しんそうな顔になる。詩人はカナギに少し笑ってみせた。

「わたしのほうが、運がよさそうですから」

　カナギが反論する前に詩人が扉を開け放つと、その向こうには闇やみが広がっていた。

　ミリアンが慌あわてて詩人の上着の端はしをつかむ。カナギは扉の向こうへ目をこらした。

「──穴、か……？」

　そう、扉の向こうは行き止まりで、深い穴が開いていた。詩人は無表情でそれを見下ろしている。カナギはミリアンを問いただそうとして、すぐに言葉を飲み込んだ。

　少女は必死な面おも持もちで、穴と詩人を見比べている。

「……俺、もう片方を見てくるわ」

「カナギ」

　詩人が止めるように名を呼んだが、カナギは問答無用でもうひとつの扉を開けた。こちらの扉の先は、狭せまい螺ら旋せん階段に続いている。

　カナギは階段を駆け上がり、上にあるものを確かく認にんしてまたすぐに折り返した。

「おい、こっちは鐘楼だ！　行き止まりだぞ」

「待って」

　ミリアンは耳に手を押し当て、他の声を聞かないように必死で集中した。

（どこにいるの？　近いんだよね？　応こたえて）

　ミリアンは一度目を閉じ、もう一度開けた。

　目の前に彼女がいた。不死者が、驚おどろくほど目の前で、ミリアンの目をのぞきこんでいた。

　ミリアンは安堵の息を吐き、彼女の腕うでをつかむ。

　すると、なんと指に感かん触しよくがあった。彼女をつかんでいるという感触があった。

　幻まぼろしではない。

　いや、幻なのだろうが、あまりに生々しい。ミリアンにとっては目の前にいるのと一いつ緒しよだ。

「どうすればいいの？　どこにいるの、あなた」

『私を助けて』

「助ける、助けるから教えて。私はどうしたらいいのか教えて」

『私を、受け入れて』

「……え？」

　目を見開く。

　ど、と風が吹ふいた。外ではなく、身体の内に。

　まだ、身体の中に荒こう野やがあるのがわかった。

　そこに風が吹いた。

「ミリアン」

　詩人に静かに名を呼ばれ、少女は振ふり向く。

　その手には剣があり、冷えた刃やいばは吸い込まれるよう、詩人の腹部へと突つき刺ささった。








７　子守歌の時間









「な……」

　一体今、目の前で何があったのか理解する前に、カナギは自分の剣を抜ぬいていた。

　ミリアンも、ゆっくりと詩人の腹から剣を引きずり出す。

　血が彼女の剣に伝わっていた。

　溺おぼれるような音を立てて、詩人の薄うすい唇くちびるからも血はあふれた。

　彼の目が上がり、ミリアンの目を見て少し、細められる。

　詩人はよろけ、後ずさって、扉の片方にすがった。

「ソラ！」

　カナギは思わず、今まで一度も呼ばなかった名で彼を呼ぶ。

　間を置かずに少女の剣がひらめき、カナギはまたも、反射的に動いて少女と斬きり結ぶ。

　カナギの視界の端で詩人がよろけ、扉が開く。

　頭が冷えた。身体からだが冷えた。

　目の前の女は、一体誰だれだ。ミリアンではない、それだけはわかる。気配がまるで違ちがう。

　カナギは彼女の剣を押し返し、詩人に駆かけ寄ろうとした。

　間に合わないことはわかっていたが、そうするしかなかった。

　扉の開いた先は穴、深い闇。

　詩人の琥こ珀はく色の瞳と一いつ瞬しゆんだけ視線があって、カナギはそこに、恐おそれよりも安あん堵どの色を見た。

　カナギが伸のべた手は届かず、白い青年の姿は穴の中へと消えた。

　後に残るのは闇ばかりだ。穴の底からは風が吹き、生なま臭ぐさい匂においを運んでくる。

　そしてカナギの背後からも風が吹く。こちらは剣風だ。

　振り返りざまに剣で受け、カナギは煮にえ立つ瞳で少女を見た。

「貴様──ミリアンじゃないな。……誰だ？」

　そう問うたが、かすれた声は囁き程度の大きさにしかならない。

　少女は緑のドレスに血の染しみを作ってたたずみ、軽かろやかに後ろへ下がる。

　彼女の瞳は澄すみ切っていた。

　今まで見たどんな宝石よりも鮮あざやかにきらめいた。

「私は、私。あなたたちの探し人」

「──不死者……か？　なんだって奴を殺した!?」

　カナギの叫びに女は答えず、白々とした無表情のまま斬り込んでくる。

　軽く打ち合ったと思うと、少女の剣はカナギの予想だにしない動きで向きを変え、下方から突きを繰くり出してきた。

　カナギはかろうじてその突きを受け流すものの、完かん璧ぺきには避さけきれない。

　剣を握にぎっている手の甲こうが切り裂さかれ、カナギはまずい、と直感した。

　凄すさまじい腕の冴さえだ。ミリアンに足りなかった技わざと経験のすべてが補おぎなわれている。

（駄だ目めだ、これは）

　勝てない、最後に残った冷静な部分でそう思う。

　カナギは女と斬り結ぶうちに、鐘楼へ向かう螺旋階段を背にしていることに気づいた。

　隙すきを見て、一気にそこを駆け上がる。傷いたんだ足が、痛みよりも熱さを宿している。

　カナギは鐘楼に出ると、街を見下ろした。

　風がごおごおと吹き、彼の髪かみや衣服の端をなびかせる。

　館やかたからは黒い煙けむりが立ち上っていた。バシュラールが、魔ま物ものごと館を焼いてしまうことにしたのだろう。

　カナギは風にあおられながら鐘かねへと近付き、空いた片手でそれを打ち鳴らす。

　騒さわがしい夜に、鐘の音は清明に響ひびき渡わたっていった。

「時でも告げるの？」

　追ってきた女が、やはりドレスの裾すそをなびかせながらそう訊たずねる。

　無む邪じや気きなほどの瞳ひとみだった。

　カナギは鐘から手を放し、剣を構える。彼女がミリアンの姿をして自分に剣を向けている限り、彼はどんな種類の笑いも相手に向ける気はしなかった。

「魔物の足止めだ。……あんたこそ、不死者は魔物を封ふうじるのが役目じゃなかったのか」

「封じてたわ。私はちゃんとやってた。邪じや魔ましたのは、そっち」

「何のことだ？　俺は魔物の呪のろいをとくために、命の花が欲しくて来ただけだ。あんたを封じてたのは毒市の連中だろう」

「騙だまされない。あなた、私を殺しに来たんでしょう。あなたたちを避けるために、たくさん、作ったのにね。罠わな。こんなところまで来てしまうなんて……でも、この子が近くに来てくれないと、この身体を使うこと、できなかったから。しょうがないかもしれない」

「だから何のことだよ！　不死者を殺せる奴なんていやしないだろ！　ソラだって、その……ミリアンだって、あんたを助けようと必死だったんだぞ！」

　必死で言いながら、カナギは何かが決定的に食い違っているのを感じている。

　少女は彼の言葉を聞き、不思議そうに首をひねった。

「だから、助けてもらったんじゃない。この子に。この子が私を助けるとしたら、こんな方法しかないもの」

「な……んだ、それ、おい、一体どういう……」

「……ね、あなた、本当に欲しいの？　命の花」

　カナギの言葉を無視して、少女は不意に訊ねた。急なことにカナギが絶句すると、彼女は彼のほうへてのひらを差し出した。

　その中に、ぽ、と白い光が宿る。

　白い、温かな生命力の炎ほのお。それは、この館の地下、白色満月草の栽さい培ばい地で見たのと同じものだった。呆あつ気けにとられ、カナギはつぶやく。

「花って……これが……？」

「そう。一年に一度、ここでだけ咲さく、命の花。世界の力の結けつ晶しよう」

　聖地に宿る、濃こい大気の力。

　それそのものが、花に似た形に凝こったのが、『命の花』であったのだ。

　なるほど、と納なつ得とくしつつも、カナギは立ちすくんでいた。

　目の前にあるのは確かに世界の神秘に違いなく、そのかわり、自分が研究してどうこうなるものでもない。持ち帰れるようなものにも見えない。

　これに手を伸べれば、自分だけは命を長らえるだろう。だが、街はどうなる。

　自分はまた、呪いを解く他ほかの方法を探して長い旅をするのだろうか。

　自分はそれに耐たえられるのだろうか。

　カナギは故郷で死んだ人間たちの顔を思い出した。その最後に詩人の顔を思い起こそうとして、なぜだか彼の顔だけぼんやりとしか浮かんでこないことに苦い表情を浮かべる。

　そして、彼はゆっくりと、命の花に手を伸べた。

　彼の指が触ふれる寸前、花は、ふ、と風にあおられたように宙に舞まう。そうしてカナギの心臓の位置に当たって弾はじけ、ほどけて消えた。

　途と端たん、カナギの唇から血が零こぼれる。

「な……」

　ものすさまじい不快。体中が、相あい容いれない何かの侵しん入にゆうに悲鳴をあげているのがわかる。

　カナギは立っていられず、剣を取り落とした。

　鐘しよう楼ろうの上で両りよう膝ひざをつくカナギに、少女は軽やかな歩調で近付く。

「これ、すべての生命力を高めるから。呪いには効かないの。魔物も元気になってしまう」

　見下ろしてくる少女の目に哀あわれみの色を見て、カナギはうめく。

「てめ……」

「ごめんね。あなたの呪いを解けるとしたら、神様だけよ。でも……神の都への案内はしてあげられない。やっぱり、不死者殺しの仲間なんて、嫌いやだもの。それじゃ、さよなら」

　言って、女はカナギのあごを取って上向かせ、その額ひたいに軽く口づけた。

　そして詩人にしたのと同じよう、彼の腹に剣を突き立てる。

　剣は骨を避け、深く沈しずんだ。

（ああ、駄目だこりゃ）

　妙みように冷静に、カナギは思う。

　これは駄目だ。

　今まで、滅めつ多たなことでは死なないと思ってきた確信が、ほろりと崩くずれて裏返る。

　自分は死ぬのだ。

　覚かく悟ごしたとき、目の前で少女の目の色が変わった。

　妙に透とう明めいだった色から、感情豊かな、涙なみだを湛たたえて混乱したそれに。

「……カナギ……」
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　かすかな声が、青年の名を呼ぶ。それは不死者の傲ごう慢まんさもなく、かつての堅かたさもない、やるせないほどに心細い、ただの少女の声だった。

「ば……」

　カナギは不死者が彼女の身体からだから出ていったことを知り、そのあまりのタイミングに悪態を吐つこうとした。が、唇くちびるから零こぼれるのは血ばかりで、仕方がないので歯を食いしばる。

　酷ひどく近い距きよ離りにある少女の身体が震ふるえているのを感じた。

（そりゃそうだろう、酷い話だ）

　いつの間にやら奇き怪かいな事件に巻き込まれ、仲間を失い、唯ゆい一いつ頼たよれるかと思った詩人を自分の手で殺してしまい──どうしてこの少女がそこまで痛めつけられなくてはならないのだろう。

　苦々しくそう思い、カナギはふと、ミリアンに同情している自分に気づく。

　彼女の震えを止めたい、喪そう失しつの痛みを消し去りたい。今なら、そう思っても許される気がした。これがただの同情でも、いずれ消えるかもしれない思いでも。

　もうすぐ自分はここを立ち去るのだから。

　カナギは手を伸のばし、彼女にすがった。カナギの身体に刺ささったままの刃やいばが、さらに押し込まれて血がわき出す。ミリアンの震えが酷くなるのがわかる。

　手足の自由が利きかず、温かく抱だいてやることなどできなかった。

　だからすがるように、それでも彼女を抱きしめた。

　溺おぼれるひとがそうするように。

　そう言えば、自分もずっと溺れていたのかもしれない。

　過去やら何やらに溺れて、すがるものを求めて、故郷のために必死になっていたのかもしれない。故郷は遠かった。恐おそろしく遠い。……結局、自分は帰れなかったのだろうか？

　わからない。わからないままに、目の前がふと暗くなり、次に明るくなっていく。

　まったくまぶしくない、白い光。これはなんだろう？

　朦もう朧ろうとした問いに答えるものはなく、遠く、どこからか別の問いが聞こえる。

　──お前の望みは？

　カナギは笑おうと思った。実際には多分、できなかった。

　今の望みはたったひとつだ。

　ミリアンの震えが止まるまで、どうか、この身をこの場所に置いておいてくれ。

　彼女はかつて自分が失った少女ではないけれど、それでも、あと少しだけ。

　ほどけた心でそう祈いのった直後、カナギの思考は白い闇やみに消えた。


◆



「……何？」

　小さくつぶやき、少女は目を開いた。白い睫まつ毛げの下で、水色の瞳ひとみが輝かがやいている。

　不死者であった。

　彼女がゆっくりと身体を起こすと、白色満月草の花びらがほろほろと寝しん台だい代わりの祭さい壇だんからこぼれ落ちる。不死者は小さな部屋にいた。鐘楼のある塔とうの一室だ。

　丸い小部屋は音に満ちている。館の内部を這はっていた金属管が、軒のき並なみ室内で口を開き、音を伝えている。笑い声、さざめく声、悲鳴、魔ま獣じゆうの増ぞう殖しよくするぱきぱき言う音、炎ほのおの燃える音。

　それらの金属管は街中の音をこの部屋に伝えると同時に、この部屋から発せられるある種の音を街中に響ひびかせるものでもあった。

　薄うす暗ぐらい部屋の天てん井じようはドーム型で、もっとも高いところから金銀の金属球がつり下がり、床ゆかの発光石の色を映してきらめいている。

「大変……まだ、あの女の子が生きてるのに。どうして出てきちゃったんだろう、私……嫌だ、怖こわい、あの子も不死者殺しの仲間なのに……どうして？」

　澄すんだ声でつぶやく彼女に、穏おだやかな声が答えを返した。

「わたしが来たから、ですよ」

　はっとして、少女は顔を上げた。

　陶とう器きのようになめらかな肌はだが青ざめ、瞳は明確な恐きよう怖ふの色を映して震える。

　長い髪かみをひらめかして振ふり返ると、天井から何重にも吊つった薄布の向こうに人ひと影かげがあった。

「──来ないで！」

　少女の声が調子を外して叫び、それに反応してきりきりと何かが回る音が連続した。小部屋の周りにうずくまっていた金属製の彫ちよう像ぞうたちが立ち上がった音だ。彼らは古風な槍やりや矛ほこを振りかざし、侵入者に向かって振り下ろした。

　しかし彫像たちの刃は侵入者の血肉を切り裂さくことはなく、一いつ斉せいに硬こう直ちよくする。

　少女が凝ぎよう視しする薄布の向こうで、ごく優やさしい声がした。

「世の果てに──神はありて、世界の王は願う。害意は朽くちよと」

　歌うように言葉がつむがれると、すぐに彫像たちが崩れ落ちる騒さわがしい音が響く。

「そん、な……」

　震える少女の目の前に薄布をかきわけて姿を現したのは、少女と似た面おも差ざしの白い男、詩人だ。黒と銀の衣装や、肌がいくら土や血で汚よごされていようとも、彼の美しさはそのままそこに残されていた。青年は少女を眺ながめてほのかに笑う。

「お久しぶりです。ええと……二〇年ぶりかな。死なない君にとっても、長い年月でしたか？」

「あ……」

　声を失した少女に、詩人はゆっくりと歩み寄る。不死者は震える唇で囁ささやく。

「あなた、刺されて……死んだはずでは、なかったの？」

「そう、あれはひどかった。しっかり刺されてしまいましたよ。わたしは前世界や、あなた方不死者の仕し掛かけは無効にできるのですが──ひとに対しては危害を加えることもできないし、傷つけられてしまうことすらある。ひとの剣に、落とし穴ね。くだらないけれど、わたしを殺そうと思ったなら実に賢かしこい選せん択たくだ。まあ、多少丈じよう夫ぶにはできているので……もうひといき、ではありましたけどね。君、わかっててあの子を使ったんですか？」

　愛あい想そ良よく笑って言い、詩人は彼女の乗った祭壇の端はしに腰こし掛かける。

　しゃり、と音が鳴って、不死者が銀色の足かせで祭壇に繫つながれているのが見えた。

　不死者の瞳には恐きよう慌こう寸前のおびえが宿っている。彼女は詩人から離はなれようと身じろいだ。

「あなた……ねえ、あなたは一体なんなの？　さっきの呪じゆ文もん……私と同じ不死者なの？　ひとなの？　どうして私たちの仕掛けが効かないの、どうして私を殺せるの、どうして、殺すの」

　詩人は穏やかに笑い、逃にげ場のない不死者の細いあごに指をかける。

「二〇年前に来たときと、ほとんど同じ質問ですね。あのとき、わたしは何て言いました？」

　辛しん抱ぼう強づよい教師のような調子で問われ、不死者はのろのろと答えた。

「──あなたは、私を、連れ出しに来た、って。以前、気配が消えたプラタの不死者を殺したのは自分で……自分は名のない、不死者殺しなのだ、って」

「そう。覚えてるじゃないですか。わたしは死なぬものを殺す巡じゆん礼れい者しや。なぜ殺すのかと問われれば、それがわたしの役目であるからとしか言えません。けれど二〇年前は、あなたの命いのち乞ごいを聞いたのでしたね」

　不死者がさらに身じろぎ、銀ぎん鎖さが鳴る。彼女の足は人形のように投げ出されたまま、動く様子はなかった。詩人はそっと目を細めた。

「さて、あなたはあのとき、死ぬ前にやりたいことがある、と言った。あれから二〇年です。あなたは何を為なしました？　まさか、わたしの再訪を防ぐためにこの館やかたを改装するのが、あなたの『やりたいこと』だったんですか？　ずいぶんとお金も人手もかかったでしょう？」

　迷めい路ろのような館、落とし穴に隠かくし扉とびら。あんな凝こった改装を、毒市の悪党連中がやるわけもなかった。あれは不死者自身の指示で、麓ふもとの街の人間たちが行ったのだ。

　信しん仰こう篤あついエータの町長が、どうして不死者を封ふうじようなどと思ったのか。彼は言っていた、みんな狂くるった、と。──おそらく、最初に狂ったのは不死者だった。

　意味不明な改装で重い負担をかける彼女に、誰だれもがついていけなくなったのだ。

　彼女を冒おかした死に至る病は、あり得ないはずの『死への恐怖』だった。

　そして、それを与あたえたのは、二〇年前の旅人だった。

　彼は少女のあごから手を放し、指で彼女の頰ほおをそっとなでてやる。

　慈いつくしむような所作であったが、不死者は魅み入いられたように詩人の瞳を見つめたまま、浅い呼吸を繰くり返している。

「ひとがあなたを閉じこめたのではない。彼らは状じよう況きようを利用しただけだったんですね。あなたは自ら改装したこの館に閉じこもり、花で眠り続けた。……逃げだとは思いませんでした？」

「だって……怖くて、私は……」

「本当に？　本当に怖いなんて思っているんですか？　その恐怖は本物ですか？──見せてください、君を」

　少しばかり興味を惹ひかれた風ふ情ぜいで、詩人は不死者の水色の瞳を見下ろした。

　詩人の瞳の奥で金色がひらめき、不死者は目を見開く。

「な……に……」

「──ああ、ほら、やっぱり噓うそだ。何にもないじゃないですか。君はやっぱり、魔ま物ものを狩かるために作られた、ただの人形だ。魂たましいなんかない」

　詩人の薄い唇くちびるに、形ばかりの笑みが浮かんだ。不死者の瞳の中では、詩人の瞳の金色が明めい滅めつし、不意に消え去る。同時に、彼女の顔から表情という表情が抜ぬけ落ちた。

　感情の気配の消えた不死者の顔は、とても生き物とは見えない。まさしく人形そのものだ。

　ことり、と音を立て、力を失した不死者の手が祭壇の上に下ろされた。

　詩人はまだ笑っている。無表情と同じ、意味のない笑顔で、楽しげに少女に話しかける。

「実はわたし、少し期待していたんですよ。偽いつわりの生を受けた君たちにも、『死』という終わりさえあれば、心が生まれるのじゃないか、とね。もしも君たちに心が生まれるのなら、わたしも信じられたかも知れませんから。……自分にも心があるのだと」

　歌うような言葉に、返事はない。高く、低く、街中から届けられる雑音に満ちた部屋で、詩人の語る言葉は淡たん々たんと響いた。

「結局、無理でしたね。二〇年前のあなたの反応は、少しだけ面おも白しろかった。だから興味を惹ひかれた。もっとあがく様さまを見てみたいと思った……けれど、こんなものは恋こいではありませんよね、きっと。結局わたしは君たちと同じ、心のない作り物だ。己おのれの役目に従うだけの」

　そう言って一度口をつぐみ、詩人はわずかに目を伏ふせる。

「最後に聞いてくれますか、歌うた姫ひめ。わたしは最近、面白い人間に会ったんです。死にかけているくせに恐ろしく生き汚ぎたなくて、ひとの力で死を打ち砕くだけると思っている」

　詩人はカナギのことを思い出している。詩人の目に映る彼とこの不死者は、対極のようにも見える。目前に迫せまった死を、笑い飛ばして剣を取るものと、悲ひ嘆たんに浸ひたって眠るもの。

　良いも悪いもない、ただの対極。

「彼は、不死者をも殺すものがいると知ったら、どうするんでしょうね」

　詩人はゆるやかに笑って視線を上げ、少女の耳元に言葉を落とした。

「さあ、そろそろ目覚めの時間です。目を覚まし、外へ出ましょう。この世の外へ。詩とはひとを醒さますもの。思い出してください、この偽りの世界のすべてを。──もうすぐこの世界には夜が来ますよ。夢見る黄昏たそがれではなく、熟じゆく睡すいの夜が。君は魔物を封じる歌を忘れたから、代わりにわたしが歌ってあげましょう。わたしが君に歌える唯ゆい一いつの歌、それは、子こ守もり歌うただ」
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　暗い室内では、積み上げられた木製の家財が燃えている。

　追い込まれた魔物は炎ほのおから逃げようと戸口に殺さつ到とうするが、そこへ陶とう器きの壺つぼが投げつけられた。壺は魔物に当たって割れ、炎の欠片かけらをまき散らす。

　魔物が怯おびえたように動きを止め、音を立てて崩くずれた。

「今だ、閉めろ！」

　割れた声でバシュラールが叫んだ。兵士たちが力を振り絞しぼって重い扉とびらを閉めた。間をおかず、凝った装そう飾しよくの施ほどこされた金属扉を、豪ごう雨うが叩たたくような音が襲おそう。

「気をつけろ、おいそこ！」

「え、あッ！　ぎゃああ！」

　扉横の壁かべが崩れ、魔物が海洋生物そのものの腕を伸のばす。

　兵士に触ふれた瞬しゆん間かんに魔物は槍状に尖とがり、彼は鎧よろいごと貫つらぬかれた。

「たすけ、助けて……！」

　若い声がわめき立てる。魔物は彼の腹を貫いている。バシュラールは彼に駆かけ寄り、剣で魔物の腕を切り落とした。すかさず片手にしていた松明たいまつを押しつける。続いて躍おどり出した二本目、三本目の腕は、炎に触れるとするすると室内へと戻っていった。

「……ル様、痛い、痛い……」

　泣きながらバシュラールのブーツをつかむ青年の身体からだには、魔物の腕が刺ささったままだ。それがうごめくたびに、彼の肉の焦こげる嫌いやな匂においが辺りに漂ただよう。

　せめて引き抜いてやりたいと思うが、誰も動けなかった。

　同じような状況の仲間を助けようとして、もう何人も死んでいた。取り去ってやっても、毒ですぐに死ぬ。バシュラールは部下を見下ろし、うなずく。

「よし、よくやった」

　彼の言葉に、ブーツをつかんでいた手がゆるむ。バシュラールは剣で兵士の喉のどを正確に貫いた。鎧に包まれた身体は、一度大きく痙けい攣れんしてから動かなくなる。まだ身をよじっていた魔物の欠片に火を付け、背後に響ひびく大人数の足音に振ふり返った。

「急げ急げ急げ、こっちだ！」

　手招きする兵士と共に、大荷物を抱かかえた集団が廊ろう下かの角を曲がってくる。

　兵士たちに抱えられたのは巨きよ大だいな蛇じや腹ばらを持つふいごだ。そこらの鍛冶かじ屋やにあるものの比ひではない。

「すげえな、何用だ？　よし、そこ、ちょうど崩れてるからそこから入れろ」

「わかりません！　裏にありました。楽器らしきものかと思われます」

「まあ使えりゃ何でもいい、踏ふめ！」

　送風管が壁の崩れた場所から差し込まれ、蛇腹の左右についた兵士たちがふいごを踏む。

　ごお、と音を立てて風が室内に送り込まれる。

　炎の立てる音がうなり声のように響き、雨降りのような音はほとんど聞こえなくなった。

「よし、いいぞ、その調子だ。ちょっとでもおかしかったらすぐに退け。俺は外を見てくる」

「はっ、了りよう解かいしました！」

　兵士にうなずいてみせ、バシュラールは廊下を歩き始める。目が血走っているのは火と煙けむりと、疲ひ労ろうのせいだ。何度か瞬まばたき、霞かすんだ目をこする。

「バシュラール様！」

　馴な染じみの声が自分の名を呼ぶのを聞き、顔を上げた。視界がはっきりとする前に、乱暴に腕をつかんで引かれる。

「な、ななな？」

　床ゆかに転がり、肩かたごしに振り向くと、背後には冗じよう談だんのような光景が広がっている。廊下の一角と、そこに接した部屋の壁が軒のき並なみたわみ、崩れだしていた。

　音はなぜだか、少し遅おくれて耳に届く。

　轟ごう音おん、落ちていく兵士たちの悲鳴。

　割れた石の間から突つき出す白い枝。

　まっすぐバシュラールの元へ襲いかかってきた魔物の腕数本を、白はく刃じんが薙なぎ飛ばした。

　赤みがかった金髪を持つ彼の部下が、一歩前に出て叫ぶ。

「早く外へ！」

「どうしてここにいる、外の指し揮き任せたはずだぞ、シュナル！」

「降格してください！」

「阿あ呆ほうか！　こんなばかの下より酷ひどい部署なんてありゃしねえ！」

　床を引きむしるようにして立ち上がり、シュナルの腕をつかんで外へ向かおうとする。

「放してください！　私の心配をしてる場合ですか！」

「……怖こわいこと」

　シュナルに荒あら々あらしく振り払はらわれて、バシュラールは思わず遠いところを眺ながめた。自然に苦く笑しようが浮かび、バシュラールはその場に踏みとどまって剣を構える。基本通りの型だ。応用を学ぶほど剣術を好いてはいない。才能もない。

　外へ向かう廊下も割れ始めるのを見ながら、バシュラールは時が止まるようにと祈いのった。

　彼は滅めつ多たに祈らない。人生で一度くらい、大まじめに祈るときがあってもいいと思った。

（そのくらいのほうが、神さんも叶かなえるの楽だろうしな）

　時よ止まれ、災わざわいよ滅ほろびよ。

　今だけでいい、あともう少しでいい。

　──そして実際、彼の望みは叶えられ、時は止まった。

「……はい？」

　口の中でつぶやいて、バシュラールは目をこらす。

　自分の目がおかしくなったのではない。目の前で起こっていることのほうがおかしいのだ。

　魔ま物ものたちが増ぞう殖しよくをやめている。凍こおり付いたように、少しも動かない。

「何？」

　背後でシュナルが囁ささやく声がする。耳に心ここ地ちよいかすれ声だ。

　彼女の声と混じって、奇き妙みような音が鳴っている。

　肌はだがむずがゆくなった。大気が震ふるえている。辺りに満ちているのが旋せん律りつだと気づくまで、人間たちは呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。

　魔物は美しい彫ちよう刻こくめいた姿をさらし、誰だれもが静止して、音楽を聴きいていた。

　ひとの声ではない。慣れ親しんだどんな楽器とも違ちがう。旋律もまた、伝統的な和音をすべて無視した奇き怪かいなものだ。

　上方から落ちてくるようでもあり、そこらから聞こえてくるようでもある。

　凍り付いた人々の中で、バシュラールだけはいくらかの冷静さを持って辺りを見み渡わたすことができた。館のあちこちに這はい回っている金属管が震えているのが見えた。

　誰かが音楽を奏かなでている。館全体が不思議な楽器のようだ。

『火、あとは音！』

　カナギの叫びを思い出し、バシュラールは自分のあごをなでようと手を挙あげた。まだ剣を持っていた。

（わけがわからんが、奴やつがどうにかしたか）

　辺りの旋律を自分の声で乱すのが恐おそろしく、頭の中でだけ言葉にした。

　生き残りの兵士たちは呆ほうけて宙を見上げ、負傷者のうめきすら聞こえない。

　やがて、硬こう直ちよくしていた魔物たちは身を震わせ始めた。

　硬かたくなった身体がぶつかり合い、鈴すずの音のように鳴なり響く。

「歌ってるの？」

　少女めいた調子でシュナルがつぶやく。きっとそうだ、バシュラールは思う。

　旋律に合わせて、魔物が歌っている。直感的に、これには心があると思った。

　そうでなくてどうしてこんな音が出せるのだろう。

　わけもわからず涙なみだが出そうだ。実際、兵士の何人かは泣いている。自分たちでも、理由がわからないままに涙を流している。

　音は段々と高さを増し、細かな枝は砕くだけ、粉になって散らばった。そうなるともう、動く気配は見えない。

「懐なつかしい、音がするな」

　バシュラールは言い、そんな自分の声も、妙に幼く響いたことに驚おどろいた。








８　夜よ更ふかしする子供たち









　長い夢の終わりに、子こ守もり歌うたを聴いた。

　──目が覚めて、最初に思ったのはそんなことだ。

　カナギはのろのろと瞬まばたき、木製の天てん井じようを眺めた。辺りは静かだ。歌など少しも聞こえない。

　なのにどうして自分は、子守歌を聴いたなどと思ったのだろう。

　そもそもここはどこだ。

　疑問に思って視線を下ろすと、辺りは民家の一室らしき場所で、窓辺に少女が腰こし掛かけているのが見えた。彼女は木戸を開けて外を見ている。ざんばらに切られた薄うす黄き色いろい髪かみを、淡あわい陽光が照らしていた。大気の香かおりからして、今は昼近くだろう。祭りの残り香がか、まだ少し暖かい。

　ぼんやりと少女の後ろ姿を見つめていると、彼女は不意に振り返った。

　カナギが横たわる寝しん台だいに歩み寄ってきたのは、赤あか紫むらさき色の瞳の少女、ミリアンだった。

　ごく静かな表情で見下ろしてくる彼女と視線を合わせ、カナギは乾かん燥そうした唇くちびるを閉じ、舌で湿しめした。口中で血の味がする。

「ミリアン、悪かった」

　突とつ然ぜんのカナギの謝罪に、ミリアンは一度だけ瞬く。

「……何？」

「いや……その……」

　聞き返されて、カナギは言いよどむ。

　自分は死んだはずだ、不死者に乗っ取られたミリアンに剣で貫つらぬかれて。そんな自分の目の前にミリアンがいる、ということは、彼女も死んだのだろう──と思ったのだが。

　しきりに首を捻ひねるミリアンが、あまり神こう々ごうしくも見えなくて、カナギはおそるおそる訊たずねる。

「俺……死んでるよな？」

「生きてるよ」

「……どうして!?」

　言われて、ミリアンは少し言葉につまった。視線をそらして、言いにくそうに告げる。

「その……どうも、私、あなたを練り直してしまった……らしい」

「……はい!?」
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「──様。バシュラール様」

「……その話だったら印をやる気はないと言ったばかりだろう！　忘れたと言いたかったら言ってみろ、自分の失態を恥はじぬ奴にわたしが一体何をやって……やって……あ、しまった」

　ものすごくはっきりした威い厳げんのある声でそう言って、バシュラールはうたた寝ねから目覚めた。

「……今のお言葉は、寝言、と考えてもよろしいでしょうか？」

　礼れい儀ぎ正しく微笑ほほえんだシュナルが見下ろしてくる。

　バシュラールは目をこすりながら、野外用椅い子すから立ち上がった。

　指揮が一段落して椅子に腰掛けた途と端たん、落ちるように眠ねむり込んでしまったらしい。

「そういうことにしといてくれ。おーい、お前ら何見てるー」

　ぽかんとしてバシュラールを見ていた兵士たちが、慌あわてて敬礼する。シュナルは何食わぬ顔で寝起きの上司に一礼した。

「お休みのところ申し訳ありません。少し、気になるものが」

「気になるものだらけじゃねえか、ここは。で、何だ？」

　シュナルと並び、歩きながら訊ねる。進む先にあるのは、あちこちから煙けむりを立ち上らせている館やかただった。今は陽光に照らされている。それだけで随ずい分ぶん安あん堵どするのが不思議だった。

「あの男、アーガフォンの私室らしきところから、魔法文字を刻んだ印章が出ました」

「……やな話だな。あいつ、どっかの魔法教会関係者か？」

「可能性はあります。あと、もうひとつ」

　シュナルは骨張った手で鐘しよう楼ろうのある塔とうを示す。

「あの塔、上の部屋へ行く階段がありません。通路が途中でつぶされています」

「ほー。そりゃまた。上にはお宝かなんかがあるってのか？」

「確かめようと、身の軽い者が鎖くさりを使って上りました。小部屋に──不死者のいた跡あとが」

　最後はバシュラールの耳元に囁く。男の眠たそうな灰青の瞳が細められ、塔のほうへ向く。

　塔には何人もの兵士が張り付いて、鎖や滑かつ車しやででっちあげた、即そく席せきの装置を動かしていた。

「お前は見たのか？」

「見ました」

「……で？」

「我らが光魔法教会法務部の指針は、思いこみや圧力に屈くつしない証しよう拠こ重視の判断です」

「……やっぱ俺が上るの？」

「特製の吊つり籠かごを用意させていただきました」

　塔の下へたどり着いた二人に向かって、兵士たちが敬礼する。

　用意されている吊り籠、というのは丈じよう夫ぶな布の袋ふくろに鎖を取り付け、滑車と人力でひとを高所へ運ぶというものだった。見上げると、鎖は鐘楼から伸のびている。結構な高さだった。

「……これ、自力で上った奴がいるのか」

「大変身軽な者でして」

「すげえなあ。俺、運動全ぜん般ぱんあんまし得意じゃねえんだよな、嫌きらいってんでもないんだが」

「運動能力は必要ありません。さ、どうぞ」

「まあ最後まで聞けよ。運動は嫌いじゃないんだが、高いところは結構きら……」

「そこの者、バシュラール様が乗り込むのを手伝って！」

　シュナルが素す早ばやく兵士たちを手招き、バシュラールは覚かく悟ごを決め直して首をふった。

　身分だけで言うなら大貴族、がみっともない格好で高所へ引き上げられるまでにかかった時間は結構なもので、無事に着いたときには周り中から拍はく手しゆがわき上がった。

「……俺がいるのは場末の酒場の一角で俺は大変酔よっぱらっていて上も下もわからない。よし」

　袋から引き抜ぬかれ、よろめきながら広げられた窓の中へ入り込む。兵士がバシュラールのつぶやきを聞き、控ひかえめに訊ねる。

「何かおっしゃいましたか、バシュラール様？」

「いや、自分に言い聞かせてただけだ。で、どれだ？」

「こちらです」

　バシュラールが招かれた先は、奇き妙みような円形の小部屋だった。

　部屋を調べていた兵士たちが並んで迎むかえるのに片手で応こたえ、バシュラールは周囲を見み渡わたす。

　床ゆかは発光石、ドーム状の天井には晴天や曇どん天てん、昼と夜、あらゆる空の模様が描えがかれている。

　天井から下がった薄布の重なりが、霧きりのかかったような幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　中央には石造りの祭さい壇だんがあり、その上には白い花々と、深しん紅くのクッションが積まれている。

　だが、それだけだ。不死者の姿は影かげも形もない。

「白色満月草……新しいな」

　バシュラールは祭壇の上の花びらを手にとって、すりあわせてみた。

　甘い香りが立ち上る。乾かわいてはいるが、まだ摘つまれてからそう長い時間は経たっていない。

「まあ、ここに最近まで不死者がいたこたあ間ま違ちがいねえな」

「毒市の一味に殺されたのでしょうか？」

　神妙な調子で訊きく兵士に向かって、バシュラールは鼻を鳴らした。

「ばっか言え、不死者を人間が殺せるか。おい、ここも全部燃しちまえ。不死者が消えたことをおおっぴらにゃできねえ。応おう援えん呼んで、街ごと封ふう鎖さする。……お？　おい、来てみろよ」

「はい？」

　命令を実行しようと退席しかけた兵士が、呼ばれて戻もどってくる。

　バシュラールは小部屋の壁かべに張り付いた、金属の鳥の装そう飾しよくに顔を近付けていた。

　兵士が手招きされるままにのぞきこむと、その鳥の目の位置にはガラスがはめこまれている。目をこらすと、館に向かってくる大通りがくっきりと大きく見えた。

「はあ……これはよく見えますね。何か、監かん視しでもしてたんでしょうか？」

「そうだなあ。不死者が侵しん入にゆう者しやに怯おびえてたってことなのかねえ。お、あいつだ」

　兵士に替かわってまた外を眺ながめ始めたバシュラールは、大通りをやってくる二つの人影を見つけて声をあげた。ひとりは栗くり毛げの馬に乗り、もうひとりは白い大きな長毛種の獣けものに乗っている。

　カナギとミリアンだ。自然とバシュラールの口元がゆるむ。

「おい、あの薬くす師し」

「はい。……薬師、ですか？」

「カナギ・サンスイだ。俺に協力した奴。こっちくるから。ちゃんと確保しとけ」

「はい」

　素直に応答する部下を振ふり返り、バシュラールは人の悪そうな笑いを浮かべる。

「……あいつさ、ばかなんだよなー」

「はい？」

　戸と惑まどいを隠かくせない返答に満足して壁際ぎわを離はなれる。祭壇へ歩み寄り、上に載のった花をつかんで床へ落とした。

「知ってるか？　俺は本物のばかって結構好きなんだ。奴あ罪人だからな。帝てい国こく政府の法院のほうにとっ捕つかまるとぐだぐだの拷ごう問もんがくるだろ？　だからこっちで確保しとこうってことだ」

「バシュラール様の慈じ悲ひ深さには大変感かん銘めいを受けます」

「あほ、お前に感銘受けられてもどうしようもねえんだよ。追つい従しよう言うならもうちょっと考えようや。あと、薬師と一いつ緒しよにくるの、あれ魔ま導どう師し候補だから、注意しろよ。下手なことすっと、嚙かみつかれるぜ」

　ふざけた調子で言ってから、バシュラールはほとんど慈悲深く微笑む。

「やれやれ……不死者が消えたからには、この街に出てくる魔物はあれだけじゃすまねえだろうな。辛つらいねえ。神に見捨てられた黄昏たそがれ時に生まれちまうってのはさ」

　バシュラールの言葉に反応し、兵士たちがぎょっとした視線を向けてくる。

「……バシュラール様……その……」

「ああ、どうした？　安心しろ、俺は神聖帝国と神さんへの愛で満ちあふれてるぜ。だが、光魔法教会の一番の目的は『世界に秩ちつ序じよを』だ。俺たちの言う秩序ってのは、人間を守るためにある。神さんや不死者が人間を守らねえってんなら、黙だまっててもらうしかない。綺き麗れいなものの残ざん骸がい踏ふんで、卑ひ賤せんな人間の力で先へ行く。それが魔法ってのを手に入れた俺らの未来だ。そうだろ？──さ、行くぞ」

「……まあ待ってください、ギスラン・バシュラール」

　花を蹴けって立ち去ろうとしたバシュラールへ、妙みように場違いな声がかかった。

　バシュラールは表情を固めたまま数歩進み、勢いよく振り返る。

　見れば、今まで誰だれもいなかった祭壇の上に、足を組んで座っている人影があった。

　乱れた白はく髪はつを梳すいて微笑ほほえむ、不自然なまでに整った容よう貌ぼうの男。彼の姿を見て、バシュラールからは常の冷静さが完かん璧ぺきに吹ふき飛んだ。頭の中が真っ白になり、目の前の男を凝ぎよう視しする。

「貴様……一体どこから！」

「この下から」

　詩人が指さしたほうを見ると、祭壇の側面が横へずれて、中が空くう洞どうになっているのが見えた。

　白い青年はぽかんとしたバシュラールを見つめ、笑えみに苦みを混ぜた。

「いい加減おとなしく死のうと思ったのに、余計なことを聞かせてくれたものですね。やめてくださいよ、彼らは珍めずらしくできた旅の仲間なんですから」

　バシュラールは何度か唇くちびるを開けたり閉めたりしたと思うと、やっと声を絞しぼり出した。

「おい、捕とらえろ！　こいつこそ『秩序』の敵、ついでに俺の個人的な敵、前科一二七犯の大魔導師！　帝国の処しよ刑けいから七度逃のがれた男だ！」


◆



「随分崩くずれてしまった」

「あ？　ああ」

　半ば上の空で答えながら、カナギは馬に揺ゆられている。

　先を行く少女は、白い長毛の獣に乗っていた。雪牛といって、鳴かない上に足も速く体力もある、と聞いた気がする。しかしカナギは今、そんなことよりも彼女に何を言えばいいのかに悩なやんでいた。

　彼が不安な夢から目覚めると、ミリアンは訊くまでもなく、多くのことを話した。

『練ねり直してしまった』

　彼女はそう言った。ミリアンの記き憶おくもおぼろげらしいのだが、彼女は『ほどけそうになっていたカナギの形を、辺りの似たような要素を詰つめ込んで元に戻してしまった』らしい。

　そんな神様じゃあるまいし、と引きつったが、起こってしまったことは受け入れるしかない。

　実際、刺さされた痕あとは古傷になっていた。もっとも呪のろいのほうはそのままで、わずかな期待をかけてどうにかならないかと問うてみたら、

『どうやったか覚えていないから……改めてやったら、色々増えたり減ったりしそう』

　という怖こわい答えが返ってきてしまい、カナギは黙り込むしかなくなった。

　ミリアン自身は大分浮うわついたところがなくなり、その分、魔法力は落ちたらしい。

　感情に任せて無茶をやるのが怖くなったら、色々とできないことが増えたのだそうだ。

　彼女が他ほかに語ったのは、帝国の兵士たちの活かつ躍やくで、魔物はあらかた退治されたらしいこと。

　そのために館はまんべんなく焼かれ、まだ炎ほのおがくすぶっていること。

　焼け跡あとから運び出された遺体の中に、詩人や不死者らしきものはなかったこと。

　ミリアン自身は結局、戦せん闘とう種族を抜けたこと、などのことである。

　詩人について語るとき、彼女の顔には年ねん齢れい不相応の暗さが宿り、カナギはいたたまれない気分になった。そしてカナギはもうひとつ、最後のところで引っかかった。

「エル＝ウルキアを抜けるってことは、もう俺の命はいいのか？」

「うん。私が、命、助けられてしまった、から」

「命……俺に？　いや、別に俺、助けてないだろ？　むしろ、助けられたのは俺だろ？」

「……助けられたんだ」

　妙に不ふ機き嫌げんに言われ、カナギはふと自分が死に際ぎわにしたことを思い出す。

（……あれか？　助けたって、まさか、あれのことか……？）

　どうせ死ぬからと思ってとった行動が、生き残ってしまうとやたらと恥はずかしい。ミリアンもそのことについては黙りこくってしまうし、カナギはひそかに慌あわてて質問を変えた。

「あー……そういや、そういう戦闘集団から抜けるのって、髪くらいですむのか？」

「後で、利きき腕うでを渡わたす」

　訊たずねたカナギに、ミリアンはそう言った。


◆



　カナギを助けたことで、バシュラールたちもミリアンが恐ろしい魔法力を手にしたことに気づいたらしい。

　カナギ自身もまた、バシュラールに協力を仰あおぐとき、帝国の罪人である身分を明かしている。そんな二人が休んでいた民家を出ると、周りには監視の目があちこちにひそんでいた。

　つけられているのを感じながら、カナギは栗毛の馬の手た綱づなを手に、シルエットを変えた館を見やった。館はあちこちが崩れ、焼け落ちている。それでも塔とうはほぼ無傷で残っていた。

　館の焼け跡を見に行こう、と言ったのはカナギのほうだ。

　ミリアンが素す直なおにうなずいたのは、遺体の見つかっていない詩人のことがあったからかもしれない。彼女は、ラートリへ潜せん入にゆうする前に詩人が隠しておいた古風な衣ころもや杖つえを荷造りして持ってきていた。カナギはというと、馬上でまだ、ミリアンに言うべき言葉をひねくっている。

『俺もよく、呪いで利き腕をなくす夢を見て目を覚ますんだ』

　本当のことだが、言っても仕方がないことこの上ない。

『逃げたら？』

　誇ほこり高い戦士に言うことではない。

『逃げて、一緒に来ないか？』

　……愛の告白じゃあるまいし。

「私、家族を捜さがそうと思って」

「……家族？」

　ミリアンの一言が急に耳に飛び込んできて、カナギは聞き返す。少女は深くうなずいた。

「私は……エル＝ウルキアの同族じゃない。よそ者だから。詳くわしいこと、誰も教えてくれないんだけど。でも、捜したら見つからないことはないと思う」

「ああ……うん。見つかるだろ。人間なんて、しつこくまだ大陸中はびこってんだから。親類縁えん者じやなんて結構いるって」

　不器用な励はげましに、ミリアンは少し戸惑ったように目を伏ふせ、うなずいた。

　覚かく醒せい前の記憶は、彼女にはまだ少し遠くにあるように思える。

　自分は以前と同じようにはなれない。そのことを、彼女は感覚的に知っていた。

「……だから、私は、そこから始める。私を見つけるために、そんな旅をする。……あ、あれ」

　途と切ぎれ途切れに言い、ミリアンはふと顔を上げた。少女が指さしたのは、塔の下の辺りだ。

　焼けこげた家具や櫃ひつがごちゃごちゃと積み上げられている。

　ミリアンは乗っていた白い雪牛の腹を蹴ってそれに駆かけ寄った。カナギがついてくるのを振ふり返って確かく認にんし、軽かろやかに地へ降りる。

「館の焼け残り。カナギの薬箱も、あるかも」

「どうせ焼けてるよ。無理するな」

　カナギの言うことには耳を貸さず、少女は兵士と何やら話し、がらくたの山を端はしからひっくり返し始めた。落ち着くためなのかもしれないが、なんともたくましい。

　カナギは苦く笑しようして馬を歩ませ、自身も慎しん重ちように鞍くらから降りた。

「カナギは、これからどうするの」

　焼け跡をひっくり返すミリアンに訊きかれ、カナギは空を見上げた。

　上空では、わずかに雲が途切れている。雲の向こうは薄うす青あおかった。

　カナギはふと、自分がまだこうして空を見上げていることが酷ひどく不思議なような、当たり前のような、妙な気分になる。

　絶望してしかるべき状じよう況きようだと思う。

　命の花は手に入らなかったし、不死者も行方ゆくえ不明のままだ。過去は変わらないし、自分が緩かん慢まんに死にかけているのも相変わらず。

　色々を知っていたらしいアーガフォンは死んだし、ここもすぐに帝てい国こくが封ふう鎖さし、徹てつ底てい的な箝かん口こう令れいを敷しくだろう。お前は死ぬべきだった、そう言ったアーガフォンの声が耳の中で蘇よみがえり、カナギは目を細める。彼の妙な台詞は、カナギの心に小さな澱おりとなって残っている。

　それでも、夜は明けてしまった。自分はまた、昼の光の中に立っている。

　カナギは軽く頭をかいて、視線をミリアンのほうへ引き戻もどした。

「……そうだな。神様、探すか。伝説の不死者が実在するくらいだから、神様だっているだろう。どっか他の不死者を探して。そいつに案内させて、神様に会って──色々直じか談だん判ぱんだ」

「たくましいね」

「往おう生じよう際ぎわが悪いと言ってくれ。神ってのが実在するんなら、『神かみ頼だのみ』も悪くない」

「すごく往生際が悪い。あ！」

「え？……あー……」

　少女の叫びに、カナギはその手元をのぞきこむ。

　まだ温かい櫃の中に、見慣れた薬箱がきちんと収納されていた。熱で一部焦こげていたし、引き出しもいくつか外へ出ていた。けれどそれだけだ。特に壊こわれた様子はない。

「……探してみるもんだな」

「だろう？　持って帰ろう」

　明るく言う彼女を見て、カナギは言葉を失する。悲しみと虚うつろを抱かかえてなお力強くたたずむ少女は、地に生きるものとしてあまりに正しく、美しく見えた。

「……ミリアン」

「何？」

　名を呼ばれて顔を上げた少女は、困り顔の青年を目の前に見つける。

　結構年上だと思っていたが、少女にかけるべき言葉を見つけられずに途方に暮れている今の彼は、ミリアンの目にも子供っぽく見えた。

　ミリアンはしばらく、辛しん抱ぼう強づよく彼が何かを言うのを待っていたが、頭上から降ってくる兵士たちの声がうるさくて、ついそちらを見てしまう。

　少女につられて、カナギも塔を見上げた。上のほうで複数の人間が騒さわいでいるようだ。

　危なっかしいと思って見ていると、目の前の鎖くさりの巻き取り機が音を立てて回り始めた。

　塔の上から吊つられた鎖が、勢いよく降りてくる。

　ほとんど落下に近い状態で降下してくるのは、丈じよう夫ぶな袋ふくろだ。見る間に地上へ近付き、安全のため積まれた穀物の袋の山の上へ着地する。

　衝しよう撃げきで袋から転がりだしたのは、どうやら人間らしい。

「たっ！　ててて……」

　頭を抱えて痛みを訴うつたえている。指の間から零こぼれる髪の白さを見て、カナギとミリアンは他のすべてを忘れて声をあげた。

「ソラ!?」

「詩人、お前何で！」

「やあ、君ら久しぶり……でもないかな」

　詩人は痛みに歪ゆがんだ顔で、それでも手をふってみせる。ミリアンとカナギは一いつ斉せいに駆け寄り、白い青年を助け起こそうとした。

「おい、お前どうして生きてるんだ！　しかも、落ちたのにまた上から降ってくるし！」

「わたしに訊かれても、あの中は仕し掛かけだらけで……わたし自身、一体何がどうなったのかさっぱり……でも助かりましたよ、彼らがこれ作ってくれないと、降りて来れないところでした」

　吊り籠かごの巻き取り機を指さし、微笑ほほえんでみせる。いつもの笑え顔がおだった。

「──よかった、よかっ……」

　最後まで言えず、ミリアンは詩人に抱だきつく。詩人は痛みに顔を歪めつつ、ミリアンの頭に手をやり、軽く叩たたいてみせた。

「ミリアン、元気そうで何よりです」

　少女の目がうるんでくる。カナギは目の前で繰くり広げられる光景に頭を抱えたくなった。

「そういうこと言ってる場合でなくて！　何がどうしたんだ一体……」

　疲つかれたような青年の声に笑い、詩人は塔を見上げる。

　上からバシュラールのわめき声が聞こえ、塔とうの下にいた兵士たちも浮き足立ち始めた。

「……確かに、そういうことを言っている暇ひまはなさそうですね。行きましょうか」

　立ち上がった詩人は、まっすぐにミリアンの雪牛のほうへと歩み寄っていった。カナギは慌あわてて薬箱の引き出しをかき集め、抱えて彼を追う。

「行こうってどこへだよ！」

「知りません」

「なんだその無責任っぷり！」

「放ほう浪ろうの詩人に責任感を求めないでくださいよ。とにかく」

　雪牛の鞍に手をかけて振り返った。その足元に、矢が刺ささる。三人は矢を見つめ、それが放たれたほうを見やった。塔の上から、ぱらぱらと矢が降ってくる。

　カナギたちをつけていたらしき数人の兵士が、こちらへ走ってくるのが見えた。

　詩人はカナギへ視線を戻し、雪牛の上へまたがった

「──追われるから、逃げるしかない、ということで。行きましょう……ミリアン、手た綱づなを……いてててて」

　顔を歪めるソラを心配げに見上げて、ミリアンはしばし迷った。街と、行く道の先を慌ただしく見比べる。しかし矢の雨が収まらないのを見て、彼女はとにかく詩人の前に飛び乗った。

「ソラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫じゃないです。本当に。だからもう少しの間、助けてください」

　カナギも慌てて馬に乗り、違い和わ感かんを覚えて振り返る。

「ちょっと待て！　どうして俺が一いつ緒しよに逃にげにゃならんのだ！」

「いいじゃないですか、どうせお尋たずね者なんでしょう、つきあってください」

「無茶苦茶言うな、つーかお前一体何者だ！」

　問いただすと、詩人は真顔になってカナギを見つめた。

「カナギ、実は……わたしは悪いひとなんです」

「最初から知ってるから、そんなのは！」

　ミリアンは言い争う二人を見比べて、唐とう突とつに自分が幸せなのに気付いた。

　そんなことを思うのは本当に久しぶりで、小さく声を立てて笑う。

　詩人とカナギは驚おどろいて彼女を見やり、互たがいに顔を見合わせた。

　そして、どちらからともなく、子供のような笑みを浮かべる。

「……しょうがないな。……逃げるか」

　カナギは目を細めてラートリを振り返り、手綱を取った。

　楽園の残ざん骸がいは遠く、二度と帰れない場所としてたたずんでいる。

　今のカナギには、それが酷ひどく幸せなことに思えた。
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　ご指導と励はげましのお言葉をくださった、先せん輩ぱい、同期の先生方。

　小説賞受賞記念に巨きよ大だいな白しろ薔ば薇らの花束をくれた某ぼうメンバー、応おう援えんしてくれた友人たち、両親、親しん戚せきの方々、私に言葉をくれた全てのひとたち。

　どなたの力が欠けても、この本は完成しませんでした。ありがとうございます。

　そうして今これを読んでくれている方に、心からの感謝を捧ささげつつ。

　少しでも面おも白しろいものを書けるように日々精しよう進じんしていきますので、本書の何かひとつでも気に入った！　と思ってくださった方がいらっしゃいましたら、どうぞ、応援してやってください。お手紙などくださったら、小こ躍おどりして喜びます。

　それではまた、何かのご縁えんでお会い出来る日を楽しみにしております。


栗原ちひろ　　
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